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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　──すすり泣く声が聞こえる。





　その声に月つき村むら真ま由ゆは目を覚ました。


　といっても、現実にまぶたを開け、覚かく醒せいしたわけではない。


　なぜなら今の月村真由は、もうひとりの月村真由の裏側でかろうじて命めい脈みやくを保っている、ひどくあいまいで儚はかなくてもろい存在でしかないのだから。





　夢ゆめの中でさらに夢を見ているような、そんな感覚。


　その感覚こそが今の月村真由を定義するすべてである。





　──すすり泣く声が聞こえる。





　ああ、まだあの子は泣いているんだ。


　もうひとりの月村真由の心象風景をぼんやり眺ながめながら、月村真由はぼんやりとそう思う。


　ずっと、あの子は泣いている。


　ずっとずっと、あの子は泣きつづけている。


　それなのにまだ、あの子は救われない。


　あの子ひとりでは、あの子だけでは、決してあの子は救われないのに、誰だれも、あの子を救いに来てはくれない。





　……でも。


　だけど。


　そもそもあの子はなぜ、どうして泣いているのだっけ？





　風前の灯ともしびのように儚く、たよりなく揺ゆれる意い識しきで、月村真由はそう思う。


　月村真由の『裏側』に位置する月村真由は、月村真由が溜ため込こんでいるすべての記き憶おくにアクセスすることができる立場にある。


　あやふやな意識で記憶を探さぐる。


　まどろみから覚めやらぬ朝、生ぬるい布ふ団とんの中で寝ね返がえりを打つように、うねうねと記憶を探る。


　そして月村真由の十年前の記憶に手が触ふれる。





　途と端たん、激はげしい痛みが走った。


　まるで焼けた金かな棒ぼうを握にぎり締しめるような激げき痛つうに、月村真由は悲鳴をあげそうになる。


　その痛みこそ、月村真由の『罪つみ』の形だ。


　つねに新しく、決して衰おとろえず、罪ざい人にんを生かさず殺さず永久にじりじりと焼き焦こがし続ける、まるで煉れん獄ごくの炎ほのおに炙あぶられているかのようなその痛みこそ、月村真由の罪であり、罰ばつなのだ。





　ああそうだ。


　そうだったのだ。


　月村真由はとんでもないことをしてしまったのだ。


　決して赦ゆるされぬ、誰より何より月村真由自身が決して赦せぬ罪を、犯おかしてしまったのだ。





　月村真由は悲しくなる。


　ひどくひどく、悲しくなる。


　こんな罪を犯してしまっては、もはやにっちもさっちもいかない。


　救われることなく、赦されることなく、この世の果てまで己おのれの身を痛みに晒さらしつづけるしかない。


　おそらくきっと、身体からだが灰はいと散り、魂たましいすらもが滅ほろび去ったその先もまだ、この罪は月村真由を責めさいなみ続けるのだろう。





　…………。





　ふいに。


　ひどくひどく悲しい気持ちのほんの端はしっこで、月村真由はふと思う。





　それは確かに罪であり、赦されざる行こう為いではあった。


　でも。


　だけど。


　それはほんとうに、いけないことだったのだろうか？





　……そう思ったのを最後に、月村真由の意識はふたたび闇やみの底へとゆっくり沈しずみ始めた。


　泥どろを練ったかたまりが、水に浸つかって千ち々ぢに散り溶とけていくように、月村真由の存在はあやふやになっていく。





　薄うすれていく意識の中で、月村真由は強く思う。


　ぜったい確かなことがひとつだけある。


　それは、このままではぜったいにいけないということ。


　このままじゃいけない。


　このままじゃいけない。


　でもどうしたらいいんだろう。


　どうすれば、どうすれば、どうすれば。





　いつ止やむとも知れぬすすり泣きを子こ守もり唄うたに、月村真由はふたたび深い眠ねむりに落ちていく──




　其の一　もどかしいひとたち







　三人で過ごす日々は総じて幸福であったが、なかでも印象に残っている一日がある。





　　　　×　　×　　×





「我わが家やにご招しよう待たいいたしますわよ！」


　とある日、峻しゆん護ごのおんぼろアパートにやってきた北ほう条じよう麗れい華かは開口一番そう言った。


「…………ええと」


　彼女が何の前まえ触ぶれもなく、なおかつノックすらせずに部屋へ殴なぐりこんでくるのは特にめずらしいことでもなかったから、峻護が口ごもってしまったのは別の理由である。


「でも麗華ちゃん、家の人にはないしょでここへ来てるんでしょ？　ぼくとかが行っちゃってもだいじょうぶなの？」


「心配には及およびませんわ」


　えへん、と胸を張って小さな令れい嬢じようは説明する。


　彼女いわく、確かに正面から堂々と招待してしまっては何かと差しさわりがある。しかし北条家の邸てい宅たくはひとつの町ほどもある広大なものであり、警けい備び体制はきわめて厳げん重じゆうながらも内部事情に詳くわしい者にとっては決して抜ぬけ道がないわけではなく、そもそも北条麗華はこんなおんぼろアパートに足しげく通うような卑いやしい身分でないのは論ずるを俟またないが、自分が普ふ段だんいかに立りつ派ぱな家に住んでいかに豪ごう奢しやな暮くらしを送っているのかその一いつ端たんだけでも示してやろうと常つね日ひ頃ごろから──云うん々ぬん。


「つまりこっそりお邪じや魔まするってわけだね」


　麗華の説明を要約してからにこりと笑って、


「うん。ぼくはかまわないよ。麗華ちゃんの住んでる家、いちど見てみたいし」


「決まりですわね。それでは善ぜんは急げ、さっそく参まいりましょう。──月村真由、あなたもですわよ？」


　じろり、と麗華がにらんだ先には、ちゃぶ台の前に正せい座ざして分ぶ厚あつい学術書にかじりついている同どう居きよ人にん。


　月村真由はちらりとだけ麗華を見やってから、


「遠えん慮りよします」


「遠慮など無用ですわ。他ほかならぬ北条家の人間たるこのわたくしが招待しているのだから」


「いえ、そういう意味ではなく。単にあまり興きよう味みがないというだけ──」


「いいからとっとと来なさい」


　言うなり真由の首根っこをひん摑づかみ、ずるずると引きずっていく。


　これはまたケンカになるかな、と身み構がまえた峻護だったがさにあらず。真由は読書さえ可能であればなんでもいい、とでもいうような面おも持もちで、思いのほかおとなしく引きずられていくのだった。





　用意されていたリムジンに乗り込んで国道を飛ばすことしばし。


　連れて行かれたのは、ひどく高くて長い壁かべの前だった。


「ほわー……」


　瀟しよう洒しやな彫ほりこみがふんだんに施ほどこされた白はく亜あの壁を見上げて、峻護は呆ほうけた声をあげる。


　右を見ても壁。


　左を見ても壁。


　壁、壁、壁。


　年とし端はも行かない子供の目から見れば、まるで地平線の彼方かなたまで続いているかと思えるほど長大な、大理石組みの連なりである。


「すごいねえこれ」


「当然ですわ。ここはわたくしの住まいなのだから」


　目を丸くしている峻護の様子にいたく気をよくし、小さな令嬢は鼻高々である。


　一方の真由もこの時ばかりは書物から顔を上げ、城じよう壁へきかと見まがうような石組みを見上げている。


「…………」


　相変わらず見た目は無表情であるし特にコメントもないが、ひどく興味をそそられているらしいのがわかった。


「さ、行きますわよ」と麗華。


「行く……ってどこへ？」


「間ま抜ぬけなことを問うんじゃありません。中に入るに決まっているではありませんか」


「でもここ、壁だよ？　門はどこ？」


「返す返すも馬ば鹿かげた問いですわね。『こっそりお邪じや魔まする』と理解したのはどこの誰だったかしら？」


　聞けば密ひそかに根回しを済すませ、この時間帯だけ屋や敷しきの警備に穴あなを開けておいたのだという。


「とはいえくれぐれも人目につかぬよう、細心の注意を払はらうように。主だった家の者には意を含ふくめてありますから、たとえ見つかったとて大過ないとは思いますが、万一にもお父さまの耳に入ると面めん倒どうになるかもしれません」


　その話しぶりからして、麗華自身もまた『こっそりお邪魔する』つもりらしかった。なにぶんにもやんごとならぬ身分のご令嬢である。峻護や真由のようなうさんくさい連中と交友を結び続けるにはいろいろ気苦労もあるのだろう。


　三人して壁をよじ登り、邸内に侵しん入にゆうする。


　広大きわまる庭園のそこかしこにある庭木や庭石を伝いつつ、時おり通りかかる警備の者をやり過ごしつつ、次し第だいに本邸へと近づいていく。


「…………なぜこのようなまどろっこしいことを」と真由。


「お黙だまりなさい。わたくしにも事情というものがあるのです」と麗華。


「でもこれ、やってみるとちょっと楽しいよね」と峻護。


　実際それは、ひどくワクワクする『遊び』だった。


　息を殺して身を潜ひそめつつ目的地に近づいていく行こう為いは、まるで忍にん者じやものとかスパイもののマンガのようで、男の子である峻護としては心をくすぐられずにはいられない。


　もっとも、心くすぐられているのは女の子である真由も同じらしい。相変わらず表情の起き伏ふくは少ないながら、進入ごっこに身を任まかすその瞳ひとみには少年のような輝かがやきが瞬またたいている。


「あら、こんなところに花はな菖しよう蒲ぶの群生があったなんて。気づきませんでしたわ」


　いや、真由ばかりか麗華ですらこの状じよう況きようを楽しんでいるようだった。


　広すぎる庭園の隅すみ々ずみまで探たん索さくするのは住人たる彼女にすら困難なのだろう、細長い剣けん状じようの葉をまじまじ眺ながめる姿すがたからは、思いがけず出くわした小しよう冒ぼう険けんを満まん喫きつし始めている様子がうかがえる。


　注意深く、じっくり時間をかけて、三人は本邸に到とう着ちやくした。


「……すごい家だなあ」と峻護。


「大きければいい、というものではないと思います」と真由。


「ふん。貧びん乏ぼう人にんのひがみ根こん性じようは見苦しいですわよ？」と麗華。


　広い敷地にふさわしい壮そう大だいさを誇ほこる邸内にはしかし、使用人の姿はまばらだった。


　また当然ながら、そこかしこに監かん視しカメラ等のセキュリティが完備されていたはずだが、麗華はそのあたりもうまく外していたようである。


「といっても、見つからないようにこっそり動かなきゃいけないね」


「ですわね。とはいえこの本邸は、北条家のいわば奥おくの院いんであり、わたくしやお父さまが生活を送る私的な空間。周辺に比くらべてむしろ警備は手て薄うすですし、使用人のほとんどはわたくしの息の掛かかった者たちです。どうにか言いくるめることも不可能ではありません」


「ふむふむ」


「だからといって見つかってもいい、というわけではありませんわよ？　なるべくわたくしの手を煩わずらわせないように心がけつつ邸内の見学を堪たん能のうし、しかる後にわたくしの家いえ柄がらの偉い大だいたるを知るがいいのですわ。……ところで月村真由」


「なんですか？」


「わざわざ靴くつを脱ぬぐ必要はありませんことよ？　和式の離はなれならいざ知らず、この洋よう館かんでは土足のままでけっこうです」


「そうは言いますが」


　真由は脱いだ靴を後ご生しよう大だい事じに抱かかえて、


「あたしはこれまで、家の中では靴を脱ぐ文化圏けんに育ってきましたので。土足で人ひと様さまの家に上がりこむのは気が引けます」


「郷ごうに入りては郷に従え。わが家では靴を脱いで邸内をうろつかれるほうがよほど不自然で気持ち悪いですわ。この家の住人たるわたくしが命じます、靴をお履はきなさい」


「ですが麗華さんは先ほど、あたしたちが邸内を見学するに際して細心の注意を払って存在を隠かくすべき旨むねを口にしていました。靴を履いたままだと足音を消しにくいのが道理、ここはむしろ麗華さんを含めたあたしたち全員が靴を脱ぐべきではありませんか？」


「馬鹿馬鹿しい。確かに足音を消しにくいのはわかりますが、靴など抱えてうろついていてはいざという時に行動に支し障しようが──」


「うーん、どっちでもいいんじゃないかなあ。それより麗華ちゃん、中を案内してくれない？　言い争いしてるよりもきっとそのほうが楽しいよ」


　普ふ段だんなら取っ組み合いのケンカにまで発はつ展てんしていてもおかしくないパターンだが、今日ばかりは建設的な意見にふたりとも同意してくれたようだ。


　奇き妙みような家庭訪ほう問もんが始まった。


　なるほど、敷地内のそこかしこに配置されていた警備要員の姿はほとんど見られず、立ち働く使用人たちの数も限られていた。発見される危き険けんは決して少なくなかったが、適てき度どなリスクはこの場合むしろ、子供たちにとって遊ゆう戯ぎのうまみを引き立てるためのほどよいスパイスとなった。


　のんきに立ち働く使用人たちの目をすり抜け、気配を殺し、息を呑のんで、三人は邸内の奥深くへと侵入する。


　博はく物ぶつ館かんと見まがうほどの名画群が飾かざられた廊ろう下かを駆かけ、人ひとりまるごと入れそうな壺つぼの裏うらに潜ひそみ、時にはふかふかのソファで跳はねて遊び、あるいはかくれんぼなどをして時を過ごした。





　断言できる。


　ごく短期間に終わったもっとも幸福な日々のうちでも、それはとびきり鮮あざやかな色と質感でもって脳のう裏りによみがえる、夢のように美しく、わくわくとどきどきがてんこもりな時間であった──と。





　そう。


　ここまでなら何ら問題のない、永久に色あせることのない宝石のような、かけがえのない思い出である。


　その後に起こったある出来事について峻護はしばらく気にも留とめていなかったし、ましてやその出来事が、あたかものどに引っかかった小骨のように、思い出の一ひと幕まくにいつまでも消えぬ一点の曇くもりを残すことになろうとは、夢にも想像していなかったのだ。


「あら、もうこんな時間ですのね」


　台所に忍しのび入ってつまみ食いのいたずらに興きようじている最中、麗華がふと壁時計を見上げて言った。


　聞けばこの時間、どうしても外せぬ稽けい古こごとがあるらしい。


「しばらく外しますから、あなたたちはこの邸内で適当に時間をつぶしているといいでしょう。散さん策さくは自由ですが、くれぐれも見つからぬように」


　はて、しかしこの邸内はもうすっかり踏とう破はしつくしている。今さら目新しいものはどこにもなく、なおかつ麗華が遊びの輪から抜けてしまうとなれば、さんざん楽しんできた今日の遊びにも一いつ服ぷく感かんが漂ただよわなくもないが、


「外へ行ってみましょう。庭園を散策してみたいです」


　と、真由の活動エネルギーは旺おう盛せいだった。


　乗り気でなかった当初のことなどどこへやら、無表情の中にも浮うかれきったテンションがありありとうかがえる。普段は澄すましているから初心者には気づかれないのだが、月村真由という少女は実はかなり活発でおてんばな面があるのだ。


　邸内でじっとしていたほうが無ぶ難なんそうな気はしたが、けっきょくは退たい屈くつさに負け、真由と連れ立って外に出た。


　それにつけても広々とした敷地であり、野球場だろうと牧ぼく場じようだろうといくらでも建たてられそうである。警備の目はそこかしこに光ってはいるが、麗華の根回しが効きいているこの日は決して万ばん全ぜんではない。


　ふたりは注意深く、それでいて大だい胆たんに敷地内を闊かつ歩ぽした。


　そして豪ごう奢しやな邸内の探たん索さくに飽あき始めていたふたりは、北条家の新たな楽しみ方を発見することになる。


　敷地内には、あえて草木も伸のびるままに任せている自然の一角があり、そこは子供たちにとって格好の遊び場となっていたのだ。


　スパイもどきの潜せん入にゆうごっこが一転、緑豊かな原野の大冒険になった。


　大木を駆かけ上り、虫を追い、土と戯たわむれ、縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回る。


　ふたりは時の経たつのを忘れ、子供の権けん利りを大いに行使した──有り余る体力に任せ、全力で、全身全ぜん霊れいで、無む我が夢む中ちゆうで遊んだ。


　絵でも見たことないほど広こう壮そうな屋敷に、手付かずの自然をとどめた庭。


　立てつづけてやってきた新しん鮮せんな感覚に、テンションが限界を振ふり切っていたのだろう。


　峻護はもちろん、普段は鉄てつ面めん皮ぴをかぶって生きているような真由でさえ我われを忘れ、ほとんど動物と変わらぬありさまで、徹てつ底てい的てきに遊び倒たおした。





　──この時にはもう、兆きざしがあったのかもしれない。





　先につまずいたのは峻護、のほうだった気がする。


　いつの間にか始まっていた追いかけっこの最中、がむしゃらに駆けていた足が何かを引っ掛かけた。


　おそろしく俊しゆん敏びんな運動神経をしている真由を、ようやく射しや程てい圏けんに捕とらえた瞬しゆん間かんの出来事だった。伸ばしていた手は真由のそれを摑つかみかけ、足をもつれさせながら前のめりに倒れこむ瞬間にはしっかり手を握にぎり、しかしその時にはもう致ち命めい的にバランスを崩くずしてしまっている。


　あわてて峻護を引き起こそうとした真由も、さすがに姿し勢せいの不安定をさばき切れない。


　もんどりうって転がった。


　痛みをこらえて目を開けた時、まず視し界かいに入ったのは枯かれ草の下生えと、青々とした茎、しめった土の色。


　そしてきょとん、と目を点にして峻護を見上げている同居人の少女。


「…………」


「…………」


　時間が止まった気がした。


　──いろんなところがいろんなところにぶつかった気がするが、わけてもありありと痛みのにじむ箇か所しよがある。


　くちびると、その奥の歯ぐきのあたりと。


　そしてどうやら真由のほうも峻護と同じ箇所に痛みを覚えているらしく、きょとんとしたままそこに手を当てている。


　それが時間の止まった理由。


　口の中にうっすら血がにじんでいるらしく、鉄てつさびのつんとした香かおりがした。


　──くちびるとくちびるではなかった、と思う。


　ただし、それとかなり近い部分に、お互たがいのそれが触ふれたのは確かだった気がする。


「そこのふたりいいいいいいいいいいいッ！」


　金かな切きり声で我に返った。


　見れば血相を変えた麗華が、まるで弾だん丸がんのように駆け飛んでくる。


「邸内で待機しなさいという申しつけを破って外に出たばかりでなく、あろうことかそのように不ふ埒らちな行こう為いを！」


「ええええええっ!?　ち、ちがう、ちがうってば！　これは単なる事じ故こ──」


「問もん答どう無む用ようッ！」


　あわてる峻護に耳を貸さず、怒いかりの令嬢が襲おそい掛かってくる。峻護としては一も二もなく逃にげ出すしかなく、真由はといえば反論も弁明も肯こう定ていも否定もせず、上半身だけ起こして草くさっ原ぱらにおしりをつけたまま、何を考えているのかよくわからない表情で、騒さわぎなど目にも入らぬように、ぼんやりとあらぬところに視線を固定している──





　　　　×　　×　　×





「…………ふう」


　記憶の断片が成す深しん淵えんからゆっくり浮ふ上じようして、峻護は大きく息をついた。


　ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインが用意したセーフハウスのひとつである。


　ベッドの端はしに腰こしを沈しずめ、微び動どうだにせぬまま記憶の掘ほり下げ作業を始めてからどれほどの時間が過ぎたのだろう。


　窓の外にちらりと視線をやればいまだ夜明けは遠く、冷房を入れ忘れたままの部屋はひどく蒸むし暑あつい。


　ベッドに腰掛けたまま汗あせをぬぐう。


　ひじを膝ひざの上に置き、手の甲こうにあごを乗せる。


　じっと真まっ直すぐに前を見つめ、それでいて瞳ひとみは何も映さぬまま、峻護は黙もつ考こうする。


　──幸福な日々だった。


　麗華は前まえ触ぶれもなくやってきては嵐あらしを振りまき、真由はいつもマイペースを維い持じして静かに本にかじりつき、そんなふたりは顔を合わすたびにツノをつき合わせ、峻護は時に苦く笑しようしつつ、時に本気であわてつつ仲ちゆう裁さいに入り──


　そんなお決まりの日々が、目の回るほどあわただしく、しかしどこか穏おだやかで安らぐ日々が、たまらなく幸せだった。


　かつては色も温度も抜け落ちた光景としてのみしか回かい顧こできなかった記憶の断片が、ここへきて急速にあるべき形を取り戻もどしつつある。


　だが、その先が思い出せない。


　十年前、すべてが粉々に打ち砕くだかれた日──真由が峻護の精気を吸すい尽つくし、何もかもがぶち壊こわしになったというその日の前後のことが、どうしても思い出せない。


　急速に整せい合ごう性せいを回復しつつあるはずの記き憶おくが、そこだけコマ落ちのフィルムのような空白に染められているのだ。なにぶんにも生死の境さかいをさまように至いたった事じ件けんである、記憶の著いちじるしい欠けつ落らくもやむなしというところか。


　美み樹き彦ひこから託たくされた手紙──現時点で明らかになっている『事実』が記された手紙の記述も、その日の前後のことになると途と端たんに情じよう報ほうの密度が落ちる。峻護だけではなく誰にとっても、涼りよう子こや美樹彦にとってさえも未いまだ、その日の真実は深い霧きりのベールに包まれているのだ。


　いや。


　ふたり、いる。


　おそらくはこの世にただふたりだけ、その日に何があったのか知りうる人物がいる。


　ひとりは他でもない月村真由。


　そしてもうひとりが──北条麗華。


　ギュンターから聞かされた話を思い出す。


　麗華が二にノの宮みや家けを去った日のことだ。


『貴き様さまの封ふうじている記憶を、もうひとりの貴様に明け渡わたせ』と、金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみは確かそう命じたのではなかったのか。


　そしてその結果、麗華は二ノ宮家を去るに至った。二度と戻ることはないだろう、とまで言い残して。


「…………」


　峻護は黙考する。


　真由が去り、麗華も去り、涼子と美樹彦は北条家との闘とう争そう状じよう態たいに入り、混こん迷めいを極きわめるこの状じよう況きようで。


　二ノ宮峻護がすべきことは、いったい何か。


「────行く、か」


　ひとりごちる。


　北条家は既すでにして二ノ宮家と敵てき対たい関係にあり、峻護もまた二ノ宮家の一員として、あるいは『神しん精せい』の重要な鍵かぎを握る人物として方々から狙ねらわれて、明あ日すをも知れぬ状況だ。


　リスクはある。きわめて高いと言っていい。


　だが残された猶ゆう予よのわずかなこの状況──月村真由の命脈は文字どおり明日をも知れぬのだ──においては、火中の栗くりをあえて拾うべきか。


　いや、二ノ宮峻護こそがリスクを負わずに、他の誰が負うというのか。





　行こう。


　十年ぶりの北条家へ。


　そして麗華に会おう。


　会って、十年前のあの日にいったい何があったのか、明らかにせねばならない。





　　　　＊





　三人で過ごす日々は総じて幸福であったが、なかでも印象に残っている一日がある。





　　　　×　　×　　×





　確か五十六回目の勝負だったと記憶しているが、けっきょくその日もいつもと同じ結果をなぞることになった。


　麗華の負け、真由の勝ち、である。


「～～～～～～～～～ッ！」


　もはや悔くやしさのあまり声すら出ない。


　麗華はガリガリ音が出るほど歯は軋ぎしりし、地じ団だん太だを盛せい大だいに踏ふんで悔しがった。五十六戦せんして五十六敗ぱいでは、北条コンツェルンの後こう継けい者しやとしての沽こ券けんに関かかわるとかより以前に、ひとりの人間としてどうなのか。


「まあまあ麗華ちゃん、落ち着いて」


　見かねた峻護がとりなしてくる。


「今日の勝負はほんっっっっとにおしかったから。ほんとのほんとに紙かみ一ひと重え、タッチの差、勝ちに等しい二着、ってことになると思うよ。いやほんとに」


「…………」


　麗華は返事をしない。


　激げき闘とうの後こう遺い症しようで息が切れているから、というだけの理由でないことは誰の目にも明らかなはずなのに、ネギ男の阿あ呆ほうはなおもあわあわと言い募つのってくる。


「というか、あれだけの名勝負に優ゆう劣れつをつけるのも野や暮ぼとしか思えないなあ。まあそもそもパン食い競きよう争そうなんかで勝ち負けを競きそったって仕方ない、という点はおいとくとしても、麗華ちゃんと真由ちゃんの勝負は見てるだけで楽しかったりもするし、つまりだからその、そんなに落ち込まないで──」


　誇ほこり高き令嬢にとって、無用のフォローは傷きず口ぐちに塩を擦なすり付けるも同然の行為。


　我が慢まんできず、麗華はついに吠ほえた。


「うるさい黙だまりなさい口を閉とじなさい馬鹿ネギ男！　無む駄だ口ぐちたたいて下らないセリフでわたくしの耳を汚けがす前に、いくらでもやるべきことはあるでしょう!?」


「や、やるべきことって？」


「なんたる愚ぐ鈍どん！　これだけわたくしが汗あせをかいて息を切らしているのです、冷たい飲み物のひとつも買ってくるぐらいの気を利きかせたらいかが!?」


　雷かみなりを落とされて、あわてて峻護は回れ右。ダッシュでいずこかへ消えていく。


「まったく……」


　激闘の後遺症とは無関係に息を乱しつつ、麗華は盛大に鼻を鳴らしてそっぽを向いた。


　──峻護の住む下町の、とある公園である。


　ごみごみとした狭せま苦くるしい下町にしては比ひ較かく的てき大きい公園で、麗華にとっては怨おん敵てきとの勝負の場としてもっぱら利用していることで馴な染じみ深い場所だ。


　激闘の野や次じ馬うまとしてふたりの少女に喝かつ采さいを浴びせていた子供たちも、勝負がいつもどおりの結果に終わるとみるや、あっさり興味を失って三々五々に散ってしまった。


　残っているのは、真由の取り巻きをしている数人の男の子たちのみである。


「まゆさん、おつかれさんです！」


「おつかれさんでっす！」


「タオル、どうぞ！」


「のみもの、どうぞ！」


　彼らは一いち様ようにきりりと表情を引き締しめ、あまり子供らしくないタイプの礼れい儀ぎ正しさで真由に接していて、


「…………どうも」


　一方の真由はといえばどちらかというと迷めい惑わくそうな、むしろかなり固い表情で取り巻きたちの差し入れを受け取るのだった。ここらの子供たちの番ばん長ちよう的な地位に立たされている真由には、この手の連中が何人もついていて、真由が『強大な敵てき手しゆ』たる麗華を打ち負かすたびに彼らの人数と忠ちゆう誠せい度どが増ましていくのである。


「それではまゆさん、じぶんらはこのへんで」


「なにか用があったらいつでも声かけてください」


　姉あね貴き分ぶんの渋しぶい表情を機き敏びんに察し、取り巻きたちは一礼して去っていく。


「…………」


「…………」


　あとには、麗華と真由だけが残される。


　麗華は腕うで組ぐみして仁に王おう立だち。


　真由はベンチに腰こし掛かけて、さっそく読書のつづき。


　ふたりの距きよ離りは二メートル。


　……五十六度目ともなればさすがに敗はい者しやの弁べんも尽つきる。真由のほうも勝者の驕おごりにひたるようなタイプではない。


　だから、真由がこんな風に口を開いたことを、麗華はひどく意外な気持ちで受け止めたことを覚えている。


「あなたはたぶんこれまで、ひどく甘あまやかされて育ってきたんだろうと思います」


「────!?」


　小しよう規き模ぼな竜たつ巻まきぐらいなら起こせそうな勢いで首を回し、麗華は豪ごう胆たんかつ不ふ貞ていきわまる発言者をまじまじと見つめる。


　真由は本に目を落としたまま、


「生まれは世界有数の大だい富ふ豪ごうのひとり娘むすめの上、さしたる努力もなく大たい抵ていのことは小こ器ぎ用ようにこなせてしまうともなれば、厳げん格かくな規き律りつの元で育てられることのほうが稀まれでしょう。周囲があなたを甘やかす素そ地じは十分すぎるほどあり、あなた自身もまた甘えの出る素地を抱かかえている。ダブルパンチ、というやつです。あなたが無む意い識しきのうちに今の位置で足たれりとするのも無理はありません」


　ここまで放言されるのは生まれて初めてだったかもしれない。


　麗華は怒おこるというよりも、驚おどろきゆえの無言でもって耳を傾かたむけている。


「事実、あなたは十分すぎるほどのスペックを備そなえています。そのスペックがあれば敗北など遠い存在だったでしょうし、挫ざ折せつを経けい験けんすることもなかったのでしょう。でも、それゆえに育たない。才能が伸びきらず、気き性しようの激はげしさがそれに拍はく車しやをかける。五十六回やって五十六回負ける理由のひとつは、それです」


　むかむかしてきた。


　言いたい放題に言われているからではない。


　図ず星ぼしを差されているのを理解しているからである。


「おまけにいったんつまずくと立ち直るのがひどく遅おくれる。経験の浅さ、というのもあるとは思いますが……やはり不器用なひとなんですね、根本的なところで」


「……ふん。人のことが言えて？」


　見み透すかされてることの苛いら立だたしさが麗華の口を開かせた。


　吐はき出したのは、これまで気づいていたけど口にしてこなかったことである。


「ネギ男から聞きましたわ。あなた、兄の前ではずいぶんと変わったキャラクターを演えんじるそうね？」


　無む口くち、無ぶ愛あい想そう、無表情の三さん拍びよう子しがそろっている月村真由であるが、兄に対しては百八十度裏返ったキャラクターで接するのだという。


　恥はずかしがり屋で人見知り、だけど明るくてかわいらしい女の子。


　兄の前でのみ、そんな少女に様変わりするのだとか。


「ええそうです。素すのままのあたしの性格では兄が心配しますし、それにあたしは兄のことが好きですから。だからあたしは、兄の前では兄の好む姿すがたでいるように心がけています」


「兄のことが好きだから、ですって？」


　鼻で笑う、


「ちがいますわね。それはあなたの兄が好む月村真由の姿なのではなく、あなた自身が自分自身に望む姿なのですわ」


「────」


　沈ちん黙もく。


　本に視し線せんを落とす姿し勢せいはそのまま、表情も変わらず。だが、時が止まったかのように息をつめているのが横目でわかった。


「ほんとうはもっとかわいい『月村真由』でありたいのでしょう？　誰にでも好かれるような、ある意味もっとも無ぶ難なんな女の子、そんな姿が理想なのでしょう？　でも、あなたは生来の性格が災わざわいしてそれになりきれない。頑がん固こで偏へん屈くつで意い固こ地じで──そしてなにより不器用なゆえではなくて？　他のことは小こ憎にくらしいほど何でも小器用にこなすくせに」


　──夏の一日である。


　公園には貫つらぬくような日差しが降りそそぎ、だけどもエネルギーの有り余った子供たちはお構いなしに駆け回り、はしゃぎ回っている。


　梢こずえをゆらす風がひと吹ふきして、激闘の汗をぬぐい去っていく。


　麗華は腕を組んで仁王立ちして真っ直ぐ前を向き、だけどその瞳ひとみはどこの何をも映してはいなくて。


　やがて本に視線を落とす姿勢のまま、真由が口を開いた。


「……指し摘てきされたのは、初めてです。たぶん、峻護くんも気づいてない」


「ふん。わたくしを誰だと思っているのです」


　ふたりの距離は二メートル。


「先ほどのつづきですが」


　ふたたび真由、


「実際問題、あなたはおそろしく才能豊かです──あたしよりもはるかに。五十六回にわたってあたしが勝ちつづけているのは実のところ、能力差でも能力の使い方の差でもなく、単なる運の良さゆえです。どうしてここまで勝ちつづけられたのか、誰よりあたしが不ふ思し議ぎに思っているくらいです。今のまま時がたてば、放ほうっておいてもあなたは必ずあたしを超こえるでしょう」


「……なんですの、それ。世せ辞じのつもり？　それともわたくしを憐あわれんで、ありがたい慰なぐさめのお言葉でもかけてくれてるのかしら？　だったら──」


「ちがいます。これは率そつ直ちよくな感想であり、あくまで単なる事実でしかなく、それ以上の意味はこれっぽちも──いいえ、そうじゃなくて」


　間を挟はさみ、言い直す。


「これは進言であり、助言でもあります。あたしは」


　ふたたび間があった。


　今度のはさっきよりちょっとだけ長く、そして次いで出たセリフはさっきよりちょっとだけ語気を強めて。


「あたしは麗華さんのこと、友だちだと思ってますから」





　…………たぶん、最初からわかっていた。


　そもそもこれほど張り合える相手など、対等に渡わたり合える相手など、同じ目線で語れる相手など、二ノ宮峻護をのぞけばひとりしかいないことを。


　わかっていたに決まっている。自分は北条麗華であり、ほんとうに排はい除じよすべき相手であれば五十六回も無用な勝負など挑いどまず、いくらでも別の手段を用いて目的を達しているだろうことぐらい、自分で気づかないわけがない。





　ふたりの距離は二メートル。


　でもたぶん、心の距離はもっとずっと近いのだ。





　本に視線を落としたままの真由の頰ほおが、うっすら朱しゆに染そまっているのが視界の端はしに見える。


　無む性しように腹はらが立った。


　どうしてそんなに腹が立つのかと考えて、すぐに気づいた。


　そう、この女はいつも自分の先を行くのだ。


　そう、こんなことですら。


　友だちという言葉を口にすることでさえ。


「────っ！」


　頭に血が上る。


　なんだかむずがゆいような、居い心ごこ地ち悪いような、でもやっぱり腹立たしいような。


　そんな気分をもてあましながら、麗華はけっきょく何も言えず、何も言えぬうちに次なる言葉を真由が口にした。


「ところで、峻護くんとキスしたことがありますか？」


　なんという性しよう悪わる女おんなだ、と思う。


　この状じよう況きようでそんな不意打ち、ひどすぎるではないか。


　ぼっ


　という音が聞こえたかと思った。


　他た愛わいもなく首から上が真まっ赤かに染まり、そうして弁べん明めいとも言い訳ともつかない何かを口走ったような記憶はあるが、どうしたってまともな弁明などできるわけもなく、おまけにそれを受けた真由のセリフが、




[image: ]


「いえ、訊きいてみただけです」


　なんていうシロモノで、さらに頭に血を上らせた麗華が口を開こうとした時、


「ごめーん、遅くなっちゃった！　いやー、途と中ちゆうでバイト先のひとに捕つかまっちゃって……」


　なんとも間の悪いタイミングで帰ってきた少年は、おわびのつもりかラムネだけでなくヤキソバまでも抱かかえていて、この町に縁えんができてからというものすっかり好こう物ぶつになったジャンクフードが放つソースの香かおりは、激闘ですっからかんになった胃い袋ぶくろを大いに刺し激げきしたものの、峻護が赤面の照れ隠かくしに八つ当たりするための憐あわれな生いけ贄にえであることには変わりなくて、


「おそい！　いつまでこのわたくしを待たせるつもりですの!?」


「ご、ごめん！　いやでもこれは仕方なかったんだよ、だって」


「言い訳無用！　そもそもあなたというひとは──」


　いつもとあまり変わり映えのないやり取りがまた始まって、一方の真由はもう、いつもどおりの顔に戻もどって我われ関かんせずと本のページをめくっていて──





　　　　×　　×　　×





　見慣れた顔がそばにあった。


「お嬢じようさま！　お目覚めになられましたか!?」


　霧きり島しましのぶ。麗華の幼おさななじみにして、若くして北条家のメイド長をもつとめる少女。


「お加か減げんは？──いえ、まだご無理をなさらず」


　半はん覚かく醒せい状態のまま、無意識のうちに上体を起こそうとする主人を押おしとどめ、


「とにかく今はご静せい養ようください。しばらく根こんをつめて執しつ務むに精せいを出しておられましたから、身体からだが弱っておいでです」


「……お父さまは？」


「何度かお見み舞まいにこられましたが、旦だん那なさまはなにぶんご多た忙ぼうでおられますから」


「……そう」


　しのぶに支えられ、ふたたびベッドに横たわる。


　意識がはっきりしてきた。


　北条家の、見慣れた麗華の私室。


　どうして自分がベッドに臥ふせっているのか、いかにして自分が生き延のびたのかを思い出し、整ととのったかんばせがまるで苦痛をこらえるかのように歪ゆがむ。


「あれからどのくらい時間が経たちましたの？」


「丸二日です」


　そんなに長く眠ねむっていたのか。


　こびりつくぼんやり感をぬぐいつつ、自分が置かれた状況を整理しつつ、かなりの間を空あけてから次の問いを発する。


「……保ほ坂さかは？」


「ここですよ、お嬢さま」


　見慣れた顔がもうひとつ、しのぶの背後から姿を現す。


　保坂光みつ流る。長年にわたって麗華の従じゆう者しやを勤めた幼なじみであり、今では麗華の婚こん約やく者しやでもある少年の、いつもと変わらぬ笑え顔がおが。


「…………っ」


　顔を背そむけたくなる衝しよう動どうを、麗華は抑おさえることができなかった。


　もうひとりの人格と融ゆう合ごうし、サキュバスとしての資し質しつがよみがえった彼女は急きゆう激げきな精せい気きの消しよう耗もうに耐たえ切れず、生命を維い持じするためには異い性せいからの精気の補ほ給きゆうが必ひつ須すとなった。


　そしていま麗華がこうして生きているということは、そこにいる保坂と──


「いやはやいやはや。今回はさすがのぼくも焦あせりましたよ～」


　目の前が真まっ暗くらになる寸前、それをすくい上げるような陽気な声。


「いずれこうなるだろう、ってことはわかってましたけど、ぼくの予想よりもずいぶんと早かったですから。お嬢さま、ほんとのほんとに精せい根こん尽つき果てるまで働いてたんですねえ。いやあ参まいった参った、こんなんじゃ旦那さまに怒おこられちゃう」


　……この少年は、自分が評価していたよりもさらに上を行く曲くせ者ものなのかもしれない。


　保坂と出会って十数年、その間に記き憶おくされてきたそれと寸すん分ぶんたがわぬ笑顔に、背せ筋すじがうそ寒くなるほどだった。


　どうしてこの男はこれほど激げき変へんした環かん境きよう下かにあってさえ、これほど己おのれを保っていられるのだろう？


「しのぶ、侍じ医いさんを呼んできて。たぶんだいじょうぶだとは思うけど、念のためね」


「…………。わかった」


　ほんのわずか、表情に暗い翳かげのよぎったしのぶだったが、すぐにいつもの顔に戻ってうなずいた。


　あとには主あるじと従者だけが残される。


「…………」


「…………」


　麗華は無言で天てん井じようを見つめている。


　保坂はベッドの傍そばにしつらえられた椅い子すに腰こしを下ろし、鼻歌を歌いながら仕事用の資し料りようの整理を始めている。


　彼はあえて口を開かないのだ、ということを麗華は知っている。


　いつまでも触ふれないわけにはいかなかった。


「保坂」


「なんです？　お嬢さま」


「婚約の話をお父さまに提案したのは、あなただそうね」


「ええ、そうですよ」


　やはり表情を変えず、婚約者はあっさり頷うなずく。


「十数年にわたるぼくの忠勤と実務能力を、旦那さまに認めていただいたというわけです。いやあ、ありがたい話だなあ」


「どうして？　なぜなのです？　だってあなたはわたくしの付き人で、ずっと昔むかしからずっとそうで……」


「なぜって？」


　くすりと笑い、


「決まってます。もちろん、お嬢さまのことを愛してるからですよ」


　明日の天気でも当てるような口調でさらりと言ってのけたことに、麗華は思わず息を呑のんだ。


　保坂光流は伊だ達てや酔すい狂きようや冗じよう談だんで言っているのではない。そのことが、理性でなく本能でわかったから。


「愛してるから、ぼくはお嬢さまのためなら何だってします。これまでもずっとそうであったように」


　これも、本気。


　麗華は息を詰つめたまま答えを返すことができない。


　がちゃり、ドアを開けて侍医が入ってきた。


　資料を脇わきに抱かかえて保坂が席を立つ。


「それともうひとつ。ぼくはいつだってお嬢さまの味方ですが……」


　去り際ぎわ、半分だけ振ふり返って、こう付け加えた。


「でも、だからといって、いつもお嬢さまの意に沿うとは限らないわけです」


　がちゃり、ドアの閉しまる音。


「…………っ」


　心が張り裂さけそうだった。


　侍医の問もん診しんにも答えず、布ふ団とんをかぶり、麗華はベッドにもぐりこむ。


　まるで嵐あらしにおびえる小鳥のように。
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　後ろ手にドアを閉め、保坂はホウと吐と息いきをついた。


　どうなることかと冷や汗あせものだったが、麗華の容よう態だいは良好のようだ。精気不足が祟たたっていただけで、すぐにでもベッドから起き上がれるようになるだろう。


　加えて十分に確かく認にんもできた──保坂の精気であっても麗華の身体に問題なく適てき応おうする、ということが。


　しかも彼がしたことといえば『キス』だけなのである。それでもまだ麗華の命いのちが危あやうければ、さらにその先の手段に出ざるを得なかっただろうが……幸さいわいというかなんというか、まだその時ではないらしい。


（さて、これから先どうなるかな？）


　北条家側につくはずの立場にありながら、二ノ宮涼子と月村美樹彦との間に太いパイプを持ち、麗華との婚約まで演えん出しゆつして状じよう況きように一石も二石も投じた保坂だが。


　その彼をしても、未来を見通すには程ほどとおい。せいぜいが数時間の先ですらも。


　それほどに状況は混こん迷めいを極きわめているのだ。


　そして廊ろう下かを行く保坂の耳に、そのことを証明する情報が入ってきた。


「光流さま」


　子こ飼がいの部下が保坂の隣となりにならび、耳打ちする。


「二ノ宮くんが……？」


　その報告を聞いた保坂の表情がわずかに揺ゆれた。


　二ノ宮峻護がたった今、単独で北条家を訪おとずれたというのである。


「へえ、あの男がねえ……」


　北条邸ていは峻護にとって、いわば敵てき軍ぐんの本丸のはずである。なかなか放ほう胆たんではないか。


「この話、旦那さまには？」


「はい。まだお伝えしておりません」


「わかった。まずはこの件けんについて緘かん口こう令れいをしいて。それと指示あるまで、この件は誰だれにもないしょにしとくように。旦那さまもお嬢さまも含ふくめて、だよ？」


「かしこまりました」


　ふむ、とさらに一考。


「旦那さまは確か今、奥おく城しろ家のふたり──奥城いろりと奥城たすくと会談中だっけ？」


「はい。そろそろ終わる頃ころ合あいかと」


「ふむ。今はまだ、そのふたりと二ノ宮くんを接せつ触しよくさせたくはないかな。余よ計けいな混乱を招まねくだけのような気がするし。とするとさて、この場合のベストの選せん択たく肢しは、っと……」


　ふむふむ、と何度かうなずき、保坂は部下へ矢や継つぎ早ばやの指示を飛ばしていく──
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　十年ぶりの北条家は、十年前の形をほぼそのままとどめていた。


　大理石を基調に組み上げられた応接室は豪ごう奢しやかつ典てん雅が。


　補ほ修しゆうも清せい掃そうも隅すみ々ずみまで行き届き、古びたものを感じさせず、それでいて経けい年ねんの重みだけを上う手まく残している。さすがは北条コンツェルン総そう帥すいの居きよ宅たく、というべきか。


「変わってないんだな、ここは……」


　峻護は本ほん革がわ張りのソファに腰こしを沈しずめ、静かに時が過ぎるのに任せていた。


　麗華との面会を希望する旨むねを、峻護の身を預あずかる立場であるギュンター・ローゼンハイムに伝え、助力を依い頼らいし、根ね回まわしを終えてから半日。


　外は早、夕ゆう暮ぐれを過ぎ、夏の虫たちの開く気ままな音楽会のささやきだけが、庭園から応接室にまで忍しのんでくる。


「遅おそいな」


　この部屋に通されて、もう一時間になる。時おりメイドがティーカップの紅こう茶ちやを取とり替かえにくる以外はひとの気配さえなく、一応はメイドに問いただしてみるも「申し訳ございません、今しばしのお待ちを」の答えのみ。


　ここを来らい訪ほうするに及およんでは、峻護もさすがに胆はらを決めている。見苦しくじたばたしたりはしないが、しかしここまで待たされるのにはどんな理由があるのだろう。あちら側も予想外の来訪者に対し、対応を決めかねているのか。


　とその時。


「──よく来た。歓かん迎げいする」


　四十半ばの眼がん光こう鋭するどい壮そう年ねんの男性が、ノックもなしに入ってきた。


「北条義よし宣のぶだ」


　むろん、決して歓迎している風でないことは、鋭えい角かく的てきな容よう貌ぼうのなかでもひときわ鋭い瞳ひとみの色を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


「娘むすめに面会したい、とのことだが──残念ながら麗華は先日来体調を崩くずし、今はまだ本調子ではない」


　供も連れず単独でやってきた世界的ＶＩＰと正対し、峻護はまだあいさつのひとことも発せない。


　強きよう烈れつな覇は気きを発散する男だった。狩かり場ばにのこのこやってきたエサを、頭のてっぺんから丸まる呑のみにしてやろうという巨きよ獣じゆうの威い嚇かくを隠かくそうともしていない。


「お引き取り願うほかないが、せっかく訪たずねてきたのだ。少し話でもどうかな」


「……はい」


　ようやく声を絞しぼり出し、内心で冷や汗をぬぐう。


　麗華の体調の真しん偽ぎについてはともかく、娘に会わせる気がないのは確かだろう。しかし峻護とて簡かん単たんに引き返すわけにはいかない。


「今日は月がいい。庭へ出ようか」


　言われるままに外へ出た。


　広大な庭園をふたり、歩く。


　確かに見事な三み日か月づきが掛かっていた。ほどよい夜風が芝しばの上を渡わたり、昼間の蒸し暑さも薄うすれ、緊きん張ちように強こわ張ばる峻護の身体にささやかな慰なぐさめを与あたえてくれる。


（……さて、何を言い出してくるか）


　懐かい柔じゆうか。脅きよう迫はくか。あるいはひっ捕とらえて人ひと質じちにでもしようとするか。


　いずれにせよ望んで虎こ口こうに飛び込んだのだ──二ノ宮涼子の弟であるばかりか、『神しん精せい』の鍵かぎを握にぎる人物のひとりと目されるこの自分が。まさかほんとうに取って食おうとはすまいが、相応の覚かく悟ごはできているつもりである。


　広い庭園の中でも、さらに広く開けた場所に出た。


　息を詰めて、政せい財ざい界かいの大おお立だて者ものの言葉を待つ。


　足を止めた義宣は背中を向けたまま、しばし月を見上げていたが、


「娘が世話になっている」


「…………。あ、いえ。はい」


　ひどく月つき並なみな言葉から切り出してきたことに、いささか拍ひよう子し抜ぬけの気分だった。


「君たちと暮らしていた時の麗華の様子は、どうだったかね？」


「どうと言われても……なんだか毎日騒さわがしくて、いそがしくて、心休まる日がなかったというか」


　月並みな切り出しに続いての、平へい凡ぼんな言葉。これも老ろう獪かいな男の仕し掛かける話術、交こう渉しよう術じゆつの一いつ環かんなのだろうか。


　ごくまっとうな問いに、ごくまっとうに答えを返すべきか。それとも一ひと工く夫ふう必要か。


　迷まよいつつも峻護は短く、率そつ直ちよくに事実だけを告つげる。


「でも、楽しかったです。今にして思えばとても」


「麗華も、そう思っていたのかね？」


「どうでしょう。でも、おそらくは」


「そうか」


　それきり義宣は沈ちん黙もくする。敵地のど真ん中に乗り込み、その親おや玉だまと対面している立場の側としては、義宣の出方をうかがうよりない。


　それにしても、と思う。


　北条家当主の子こ煩ぼん悩のうについては峻護も小耳に挟はさんだ覚えがあるし、麗華もまた父を慕したっていると聞いた気もする。


　でも、既き定ていとされているはずのその事実に、なんだか違い和わ感かんを覚えるような。


　それともうひとつ。


　峻護と一対一で面会している義宣の激げき烈れつな覇気の中にわずか、どこか戸と惑まどいを覚えているような様子がうかがえるのだが。気のせいだろうか。


　沈黙は、思いのほか長くつづいた。


　やがて義宣は、沈黙の長さにたったいま気づいたように「……ふむ」と嘆たん息そくしてから、


「私は──」


　口を開きかけたところでふたたび沈黙した。


　迷いやためらいの沈黙ではない。


　その背中が発する覇気が、瀑ばく布ふのようなそれから針はりのように鋭えい利りなものに転じる。


　振り返ったその瞳ひとみに、獲え物ものを罠わなにはめた狐きつねのように酷こく薄はくな光が閃ひらめく。


「これも計画のうちかね？……いやちがうな。おそらくは単なる偶ぐう然ぜんの産物なのだろうが」


「…………？」


　意図の読めない発言に首をかしげた一瞬後、峻護の背後にいつの間にか気配が湧わいていることに気づいた。


　その気配が声をあげる、


「そうね。わたしも驚おどろいてるわ」


「────！」


　目を丸くして振り向いた先に、


「涼子姉さん!?　それに美樹彦さんも！」


「やあ峻護くん。息そく災さいにしてるかな？」


　美樹彦が軽く手を上げ、気さくな調子で声をかけてくる。涼子は義宣を眼光鋭くにらみつけたまま、峻護には一いち瞥べつもよこさない。


「姉さ──」


　なおも言い募つのろうとする峻護を、美樹彦が目の動きだけで制した。


　当然だろう。こんな場所にわざわざ現れたからには、峻護に用事があるわけではあるまい。彼らの出いで立ちひとつ見てもそれはわかる。


　このクソ暑いのに、全身をガッチリ覆おおう分ぶ厚あつい生き地じのアーミースーツ。背後に背負った小しよう銃じゆう、腰に差したダガー。その他もろもろ、まさしく戦場にでも向かうかのような完全武ぶ装そう。


「見事なものだな。別に警けい備びの手を緩ゆるめていたわけではないのだが」


「顔を合わせるのはずいぶん久ひさ方かたぶりな気がするわね、タヌキオヤジ」


「別に貴様の顔など見たくはなかったが、歓かん迎げいしよう」


　トゲのある言葉と言葉がぶつかりあう。火花が散る様子が目に見えるようだ。


「……ずいぶん余よ裕ゆうがあるじゃない。目め障ざわりな敵てきの侵しん入にゆうを許した割には」


「想定の範はん囲い内だからな。警備の手を緩めていたわけではないが、アリの子一いつ匹ぴき通さぬ厳げん戒かい態たい勢せいを敷しいていたわけでもない」


　挑ちよう発はつの気色を隠かくさない涼子に対し、義宣はあくまで泰たい然ぜん。


「つまり、罠にはめたと？」


「少しちがうな。実効勢力の差に決定的なものがある以上、貴様たちの勝機はふたつしかない。政せい略りやく戦せんで勝利するか、私を直接打だ倒とうするかだ。貴様らの性格上、いずれ後者を採とると踏ふんでいた」


「ふうん？　つまり北条コンツェルンの総帥さまは、わたしたちの無礼きわまる誘さそいに恐おそれ多くも乗ってくださった、ってわけ？」


「そんなところだな。貴様らの土ど俵ひように立ってやる義理はないが、時間も惜おしい。勝算を十分に計算した上でなら、決着は早いに越こしたことはない」


「なるほど、ね」


　涼子は肉にく食しよく獣じゆうの笑えみ、


「わたしの位置から見えるだけでも十人。全員が急所に狙ねらいをつけてるわね」


　言われて峻護も周囲に視線を走らせる。


　指し摘てきされなければとうてい気づきそうにない気配が、確かに複ふく数すう。だがその正確な人数までは、ましてその全員が即そく応おう体勢にあるかどうかまでは、とても読み切れない。


「おまけにわたしたちを直接仕し留とめることはできずとも人しゆ質んごはいる、と。こりゃろくでもないタイミングに来ちゃったかしら」


「貴様のアキレス腱けんになりうる弟の行動ぐらいは、厳げんに律りつしておくべきだったのではないかね」


「別に？　半人前でもそこの弟は二ノ宮家の男。自分の置かれた状況を十分に理解した上でここに来たはず。自分のケツぐらい自分で拭ふくでしょうよ」


「ふむ。それでどうするのだ？　普ふ通つうに見ればこの状況、貴様にとって絶体絶命といっていいはずだが」


「どうするもこうするも。目的を果たすだけよ」


　言うなり、涼子は背中の小銃を外して地面に捨てた。


　峻護が目をぱちくりさせ、義宣が眉み間けんにしわを寄せる中、さらに腰のダガーを外し、胸の手しゆ榴りゆう弾だんを外し、その他もろもろ、次から次へと虎とらの子の装そう備びを手放していく。


「……目的を果たすのではなかったのか？」


「もちろん果たすわよ？」


　美樹彦ともども完全に武装解除しておいて、けろりと言う。


　涼子はタンクトップにスパッツ、美樹彦はＴシャツにポケットのない短パン。丸まる腰ごしになったばかりか、両者微笑ほほえみを浮うかべて両手を軽く振ってみせさえする始末である。


「……どういうつもりだ。せめて刺さし違ちがえるくらいの気き概がいは見せるかと思ったが、その物ぶつ騒そうな装備はただの飾かざりか？」


「刺し違えるなんてとんでもない。装備が飾りだってのは正しいけどね。あんなのはここまでたどり着くための道具、それも保険の道具でしかないし、実際使わなかったし。わたしの目的は最初からひとつよ」


　獰どう猛もうな笑みをさらに深くして、拳こぶしを握にぎる。


「しち面めん倒どうな真ま似ねは好みじゃないの。こいつでケリをつけようじゃない」


　姉が何を言っているのか、長年の付き合いである峻護にすらとっさにはわからなかった。


　ましてや義宣にしてみれば、異星人が異次元の言葉を発したようにしか聞こえなかったかもしれない。


「……貴様たちは十じゆつ氏し族ぞく間の政略戦で互ご角かくに渡わたりあい、私の行動を大おお幅はばに掣せい肘ちゆうしてのけた。その点は賞しよう賛さんに値あたいする」


　ややあって、北条家の当主はまるで墓ぼ碑ひ銘めいでも読み上げるような低い声で言った。


「だがその結果したことがこれか。リスクを承知で厳げん重じゆうな警けい備びをかいくぐり、単独で敵の本ほん拠きよに侵入し、あげくに私の号令ひとつで命が消え飛ぶ状況に陥おちいって──その上望むのが、殴なぐり合いのケンカだというのか」


「ええそうよ。タイマン勝負」


　義宣のため息は、純じゆん粋すいな憐あわれみのそれに聞こえた。


「論評に値せん。投降するか、ここで未来を絶たれるか。好きな方を選べ」


「ノリが悪いわね。丸腰の相手にケンカのひとつもできないわけ？」


「可能不可能の話ではなかろう。どこにそんな必要がある。もう少し切れる女かと思っていたが、とんだ買い被かぶりだったな」


　涼子は肩かたをすくめ、


「ま、すぐにどうこうできるとは思ってなかったけど。今日のはほんのあいさつ代わり、もうちょっと別の機会を待とうかしらね」


「別の機会？　次があるとでも？」


　答えず、


「峻護」


　やはりこちらを見ぬまま、姉が声をかけてくる。


「悪いわね。けっきょくあんたに全部背負わせることになったわ」


　と、それだけ。


　ひどく淡たん々たんとして、色と温度が感じられない声だった。


　そのことが逆に峻護の胸を打った。この姉にとって、今はこれが精せい一いつ杯ぱいなのだろう。


「いいさ」


　相変わらずこちらを見ない横顔に向けて微び笑しようする。


「たぶん、なるべくしてこうなったんだ。おれの問題は、おれが何とかする」


「…………。そう」


　ほんの少し、姉の横顔にも微笑がよぎった気がした。


「大口叩たたいたからにはきっちりやってのけなさい。忘れるんじゃないわよ？　あんたはこの二ノ宮涼子の弟なんだからね」


　そう言った後の笑顔はもう、いつもの姉のそれに戻っている。


　同時、峻護の頭の片かた隅すみに激はげしい警けい鐘しようが鳴った。


　虫の知らせ、といっていい。


　おそらくは、長年に渡わたって姉と濃のう密みつな時間を過ごしてきた峻護ゆえに察することができたのだろう。他に気づける者がいるとすれば月村美樹彦のみであり、そしてきっと彼であれば峻護より先に気づいていたはずである。


　合図も何もなかった。


　ただ、姉と美樹彦がそろってまぶたを閉とじたのを見た。あとは直感が働くままに動いたのみである。


　峻護もまたまぶたをしっかり閉じ、同時に芝しば生ふの上にうずくまる。


　転てん瞬しゆん。


　すさまじい爆ばく音おんと、目を瞑つぶっていてさえ網もう膜まくを焼くような閃せん光こうがほとばしった。


　悲鳴と怒ど号ごうがそこかしこからあがり、そして峻護の判断も早い。もはや会談が成立するような流れではなく、何をどうするにしても日を改めるしかあるまい。


　音と光が一いち段だん落らくしたのを確かく認にんして跳はね起きると、迷まよわずダッシュ。その時にはもう、涼子の姿も美樹彦の姿もなかった。


　遅おくれてはならじ、と峻護もまた混乱の場をあとにして、一目散に遁とん走そうを開始する。





　　　　＊





「──見事だ」


　騒そう然ぜんとする場の空気も、主の無事を問うてくる部下たちの声も受け流し、義宣は泰然と佇ちよ立りつしたまま呟つぶやいた。


「抜け目のない連中だ。あらかじめ仕掛けていたはずもないが……まったく、いつの間に仕込んでいたものか」


　閃光弾だん、スタングレネード……その類たぐいを知らぬ間に仕込み、頃ころ合あいをみて発動させた。


　考えるだけなら簡単に思えるが、口にしたとたん机き上じようの空論にも等しい困こん難なんさを伴ともなう。実現するのはほとんど曲芸とか奇き術じゆつの領りよう域いきであり、さすがは二ノ宮涼子と月村美樹彦というしかなかった。


　まあいい。義宣とて、あのふたりを相手に簡単に決着がつくとは思っていない。どさくさ紛まぎれに搔かき消えた二ノ宮峻護についてはいろいろ使い道があっただろうが、それとてそれほど惜おしいものでもなかった。


　事後の処理をいくつか命じつつ、邸内に戻る。


　私室に戻ってブランデーを注つぎ、ソファに身を沈しずめて大きく息をついた。


　回想するのは数日前、ヒルダ──ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインが何の前まえ触ぶれもなく北条家を訪おとずれた時のことである。





　　　　×　　×　　×





「おそかったな。くつろがせてもらっているぞ」


　開口一番、金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみは傲ごう然ぜんと言い放った。


　北条家の、賓ひん客きやくを招まねいた時にのみ用いられる食堂である。


（……わかってはいたつもりだが。まったくもって唯ゆい我が独どく尊そんだな、この小こ娘むすめは）


　と内心思ったのは、初めて訪れる屋や敷しきでありながら、あたかも屋敷の主人であるかのように振ふる舞まい、その上それがまるで不自然でなかったゆえである。居い並ならぶメイドやフットマンたちも、年ねん齢れいははるか下ながら格の違いというものをきっちり肌はだで感じているのだろう。義宣に給仕するとき以上の緊きん張ちようでひとりの少女にかしずいている。


　さらに義宣を呆あきれさせたのは、広いテーブルに所ところ狭せましとならんでいる皿さらの料理がほとんど空になっていることだった。ひかえめに見積もっても十人前はあったろうに、幼おさない見かけに似にぬとんでもない大食いである。


「才能と食欲の量は比例するものだ。知らんのか？」


　悪びれるでもなくくちびるの端はしを吊つり上げるヒルダの正面に、義宣も席を取った。


　内心の感情をまるで悟さとらせぬ微び笑しようを形作り、言葉を切り出す。


「ようこそおいでくださいましたヒルデガルト殿でん下か。なにぶん突とつ然ぜんのお越こしゆえ満足なおもてなしもできませんが、まずはごゆるりと──」


「近々、予から貴様らに招しよう待たい状じようを送る」


　ナプキンで口もとをぬぐいつつ、絶対王者たる少女は時じ候こうのあいさつやその他もろもろをすっとばして本題に入った。


「貴様ら十氏族に連なる主だった者どもに対してだ。予自ら、とある催もよおしを開く。とびきりどでかい催しゆえ、期待してよい」


「…………」


　さすがの北条コンツェルン総そう帥すいも即そく答とうはしかねた。唐とう突とつな発言である上に、相手は欧おう州しゆう神戎かむいの長たるヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインである。下へ手たな対応はできない。


「催しというのは──」


　完かん璧ぺきな愛あい想そ笑わらいを貼はり付けつつ、さしあたりこう返答する他ない。


「一体いかなる類たぐいのもので？」


「ツキムラマユの身み柄がらは予の手の内にある、と言えば想像はつこう？」


　ふたたび義宣は口を閉とざした。


　金髪の姫君は意地悪くくちびるの端はしを吊つり上げて、


「貴様の部下どもも決して無む能のうではなかろうが、いま少し奮ふん起きを促うながせ。地の利もない予の手勢にあっさり遅れを取るようでは存在意義を問われよう」


　──十日前のことになる。


　この季節にしては奇き妙みようなほど霧きりの深かった、とある朝のことだ。


　二ノ宮峻護の人生にとって最も苦い一日となったその日、月村真由が二ノ宮家を去った。


　むろんこの時、すでに義宣は国内の十氏族支配に新たな秩ちつ序じよを敷しくべく動き出しており、そして十氏族の実質的盟めい主しゆである二ノ宮涼子と月村美樹彦は国外に出張っていた。


　二ノ宮家の周辺に常時監かん視し網もうを敷いていた義宣にとって、まさしくタナボタの状況である。すぐさま神しん精せいの鍵かぎを握にぎるひとりとされる月村真由の奪だつ取しゆを指令し、それは赤あか子ごの手をひねるほどにたやすいことだったはずなのだが。


　義宣の意を受けて動いた配下たちの前に、突とつ如じよとして複数の黒くろ装しよう束ぞくたちが現れ、彼らより先に標ひよう的てきの身柄を確保。見事に姿をくらましてみせたのである。


　その後の追つい跡せき調査にもかかわらず、襲しゆう撃げき者しやたちの正体も所在も不明、むろん月村真由の居所も杳ようとして知れなかったのだが。


（予想に違たがわず、ヒルデガルトの手の者だったか）


　鈍どん重じゆうな他の十氏族たちに、あれほどすばやい手を打てる者がいたとは考えにくい。やはり、京都に現れて天空より二ノ宮峻護の身柄を奪うばった第三の勢力については、いま少し警けい戒かいしておくべきだったかもしれない。


「──恐おそれ入ります。ところでその催しにおいては、殿下にいかなる企き図とがございますのでしょう？　根ね掘ほり葉掘り訊きくような無ぶ粋すいは申しませんが、せめてその一いつ端たんだけでも示していただければ幸いなのですが」


「なあに。少々荒あら療りよう治じを施ほどこそうと思って、な」


「荒療治……？」


　それには答えず、ヒルダはゆっくりひざを組んで、


「それともうひとつ情報をくれてやる。この予が自ら確かく認にんしたことだが──」


　不ふ敵てききわまる笑みを口もとに刻きざむ。
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「ツキムラマユは『神精』だ。ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインの名においてそれを保証する」


「ほう。それはそれは……」


「なお、予の『催し』の件についても、ツキムラマユが神精と確認されたことについても、すでにして十氏族の主だった者どもに情報は行き渡っている。予の言わんとするところはわかるな？」


「なるほど。心得ました」


　一礼してみせた義宣だが、内心では舌打ちを禁じえない。


　つまり、これで金髪の姫君が完全に主導権を握ったということだ。


　強大な欧おう州しゆう神戎かむい勢力をバックに、十氏族の長老たちが目の色を変える『神精』をも手にした小娘が、近々大だい規き模ぼな催しを開く。おそらくは何かしら重大な提てい案あんがそこでなされることだろう。


　ヒルダはいわば、混迷を極きわめて一いつ触しよく即そく発はつの現状に楔くさびを打ったわけである。こうなれば少なくとも即戦即決のシナリオは遠ざかる。催しとやらが実じつ施しされるその日まで、危き険けん水すい域いきまで達した状況は一定の小康状態をみることになろう。


　義宣としては、とんびに油あぶら揚あげをかっさらわれた気分である。面おも白しろいはずもないが、そこは彼もひとかどの男だった。


「委い細さい承しよう知ちいたしましたゆえ、まずはごゆるりとおくつろぎください。家人一同、殿でん下かのご来らい訪ほうを心より歓かん迎げいいたします」


「そうさせてもらっている。実を言えば貴き様さまが来るより前、退たい屈くつに飽あかせて邸てい内ないをぐるりと回ってみた」


「ほう、それはそれは。殿下からすれば我わが家やもあばら家同然かと存じますが、お目汚よごしにはなりませんでしたでしょうか」


　如じよ才さいなく答えたところに落とし穴あながあった。


　事の始めに巨きよ大だいな爆ばく弾だんを投下されたゆえ、これ以上は何もなかろうという油断があったかもしれない。


「いいや、目汚しなどとんでもない。隅すみ々ずみまで配はい慮りよの行き届いた、じつに見事な邸宅だった。予の居きよ城じようの使用人どもにも見習わせたいほどである」


「恐きよう縮しゆくです」


「強しいて言うなら、貴様の亡なき妻つまの面おも影かげが屋敷のどこにも見当たらぬのが残念ではあった。貴様の妻が美び人じん薄はく命めいの代名詞であったとのうわさは、遠く欧州にまで聞こえておったので、な」





　　　　×　　×　　×





「……狸たぬきめ」


　ブランデーを舐なめつつ義宣は毒どくづいた。


　むろんあの狡こう猾かつな小娘のことだ。意図は不明であるにせよ、ただの世間話にその話題を出したわけではあるまい。


　ソファに預あずけた背が、さらに沈みこむ。


　ほのかに回ってきた酔よいに身体をゆだねてまぶたを閉じる。


　耳に届くのは、夏の虫たちの開く気ままな音楽会のささやきのみ。





　　　　＊





　見覚えのない場所だった。


　当然ではある。目め隠かくしをされた上、車に乗せられたりさんざん歩かされてここへたどり着いたのだ。これがもし見慣れた自分の部屋だったりしたら逆におどろく。


「ここは……？」


　周囲をぐるりと見回し、綾あや川かわ日ひ奈な子こは誰に訊きくともなくつぶやいた。


　コンクリート打ちっぱなしの、窓のない部屋である。家具の類たぐいもひとつとてない、ただひたすら灰はい色いろのみがある空間。


「こっちだ」


　問いには答えず、日奈子をここまで連れてきた赤毛の少女はきびすを返して先を行く。ここがどこかなんてどうでもいいだろう、とでも言いたげな背中である。


　事実、ここがどこであるかなんて大した問題ではなかった。長時間視し界かいを奪うばわれることを承しよう諾だくし、連れん絡らく手段の一いつ切さいを絶たたれた上、氏うじ素す性じようも定さだかでない赤毛の少女の言うなりにここまでついてきたのは、そんなことを訊くためではない。


　コンクリートに鎧よろわれた無機質な通路をしばし歩いた先に、ふたたび部屋があった。


「あ──」


　中に入った日奈子の顔がくしゃっと歪ゆがみ、悲鳴とも歓かん喜きともつかない声をあげる。


「真由っ！」


　ひどく懐なつかしい気のする友人の姿がそこにあった。


　殺風景な部屋の片かた隅すみで壁かべに背を預け、両手で膝ひざを組むようにして床ゆかに腰こしをつけている。髪かみは乱れ、薄うすく開いた瞳ひとみはどこを見ているとも知れず、顔色は死人のそれのように悪く──でも、まだちゃんと生きている。


　思わず駆かけ寄よろうとした日奈子の肩かたが、ぐいっと摑つかまれた。


「おちつけ。下へ手たに刺し激げきするな」


　赤毛の少女の舌打ち交じりの声に、渋しぶ々しぶながらも自じ重ちようを余よ儀ぎなくされた。真由の容よう態だいがほとんど危き篤とくに近い状態であることは、耳にたこができるほど聞かされている。


「おまえの役目は、あそこでくたばりかけてるヤツの看かん病びようと身の回りの世話だろう？　立場をわきまえろ」


　そう。


　何の前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん現れたこの少女は、いぶかしむ日奈子にただ一言こう告げることで、彼女をここまで連れてきたのである。


『ツキムラマユを救いたいか？』


　と。


　その言葉に一も二もなくうなずいたのは、赤毛の少女の真しん剣けんで切実な目の色を見て取ったゆえか。あるいはそれ以前からずっと虫の知らせが働いていたゆえか。


「真由……」


　そっと友人に近づき、声をかける。


「わかる？　あたしよ、日奈子。ほら、あんたのクラスメイトで──」


「一種の冬とう眠みん状態だ」


　冷れい徹てつな声、


「目は開けてても起きちゃいない。声は聞こえてても届いちゃいない。そうしてなきゃすぐにでもおっ死ちぬぐらいヘバってんだ、そいつは」


　事実、月村真由は身も心もぼろぼろに見えた。艶つややかだった髪、マシュマロのようだった肌はだ──いずれも見る影かげもなく色あせ、くすんでいる。


「どうして……なんでこんなことになっちゃったのよ、真由……」


　友人の頰ほおに手を添そえ、泣きそうな声でつぶやく。


「あんたがそんな大変なことになってるなんて知らなかったし、あんたは何も話してくれなかったし……あたし、いちおうあんたの友だちだと思ってたんだけど。そりゃ、あんたが転校してきてからそんなに経たってないし、付き合いだって長いはずもないけど……でも、あたしにだって何かできたんじゃない？　それともあたしじゃ何もできなかったのかな？　あたしじゃ力不足だったかな？」


「できなかったろうさ。そいつはお前の役目じゃない」


　冷徹な声がふたたび日奈子の悲ひ嘆たんを断たち切る。


「そいつが背負ってるのは、たぶんそいつにしか解決できない何かだ。でなきゃ十年間もウジウジしてねーよ。そいつのために、いったいこれまでどれほどの人間がどれほどの労力を支し払はらってきたと思ってやがる。それでも元の木もく阿あ弥みなんだ、どうしようもねえよ」


「──あんた」


　かちんときた。もとより日奈子とて、冷静でも寛かん容ようでもいられる心境ではない。


「その言い草はないんじゃない？　何がどうなってこうなったか知らないけど、今の真由はこんな状況だってのに。たとえこの子が世界中の人間を敵に回すようなことを仕出かしていたって、あんたにそんなこと言われる筋すじ合あいじゃないわ。そもそもあんたいったい何様なのよ？　あんたにならどうにかできるってわけ？」


　日奈子は今ここに至ってさえ、長い赤毛をふたつに束たばね、燕えん尾び服ふくに身を包んだこの少女が何者であるかを知らされてないのである。


　赤毛の少女は、日奈子の義ぎ憤ふんを受け流すかのようにふところに手を入れ、煙草たばこに火をつけた。


「心配すんな」


　ゆっくり煙けむりを吐はき、自じ嘲ちようの笑えみで、


「そいつはあたしの役目でも、ない」


「…………」


　その言葉でなんとなく察した。


　たぶんこの少女は、自分と似にたような立場にいるのだ。それもおそらくは自分よりずっと長い間、無力感にうちひしがれてきたのだろう。


「でも、あたしらにはあたしらの役目がある。ちがうか？」


　真由の看病と身の回りの世話役。


　それが日奈子と赤毛の少女に与あたえられた役目。現代の医い療りようではどうにもならぬという真由の症しよう状じように対しては、それ以上は手の施ほどこしようがないということだった。


　そうしてコンクリートに囲まれた無機質な部屋で、共通の友人をもつふたりの少女は、共通の目的のためにタッグを組むこととなった。


　日奈子は新たな相あい棒ぼうがシャルロッテ・ローゼンハイムという名であることを知り、時には共通の友人の困った話題などで盛もり上がり、時には意見の食い違ちがいや性格の不ふ一いつ致ちによって対立したりして、数日。


「どうだツキムラマユの容態は？　まだこちらの世界に踏ふみとどまっていような？」


　──そしていま、彼女が金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみの従じゆう者しやでもあったことを知った。


「ヒルダ……さん？」


「アヤカワヒナコ、であったな。役目ご苦労である」


　欧州神戎の宗そう主しゆであり、神じん宮ぐう寺じ学がく園えん一年Ａ組の留学生でもあるヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインは、クラスメイトたる日奈子にねぎらいの声をかけた。


　深々と敬けい礼れいするシャルロッテへも「大儀であった」とうなずいて、


「それでツキムラマユは？」


「こちらに」


「ふむ……回復が望むべくもないのは承知していたが」


　床に膝をつき、アイスブルーの目を眇すがめる。


「思ったより悪いな。やはり少々無む茶ちやでも早めに手を打って正解だったか」


「殿でん下か、この後はいかように……？」


「シャルロッテとヒナコはこれまでどおり勤つとめを果たせ。その勤めからも近々解放されるはずゆえ、いましばし耐たえよ」


「何かしらの決着がつく、ということですね」


「ああ。誰にとっての幸不幸になるかは知らんがな」


「真由は？　真由はだいじょうぶなんですか!?」


　それ以上黙だまっていられず、日奈子は金髪の姫君にすがりつく。


「ヒルダさん、真由を助けてあげて……あたしにできることは何でもしますから。だってこの子は、この子は……」


「それはマユ次し第だいだ。救われるも救われぬも」


　ヒルダの微び笑しようはひどく穏おだやかだった。


　決して皮肉げではない、彼女にしては珍めずらしい表情。


「ヒナコよ。今の貴様の勤め、決して軽いものではない。まずは自分にできることを全力で果たすがいい。さて──」


　膝を抱かかえて床に座すわり込こむ真由に視し線せんを戻もどし、


「起きよ」


　ただ一言。


　それだけで、冬眠状態に入っていたはずの真由の瞳ひとみにじわりと光が戻ってくる。


　日奈子は目を丸くした。これまで何度声をかけても何の反応もなかったのに……これが言こと霊だまの差、声にこめられた畏い怖ふの差なのか。


「ヒナコもシャルロッテもしばし席を外せ。マユとふたりで話がある」


「話……って何を……？」


「かしこまりました。行くぞヒナコ」


「あ、こらちょっと、放しなさいよシャルロッテ！」


　しぶる日奈子を引きずり、シャルロッテは部屋の外に出た。


　手足をじたばたさせて抗こう議ぎする日奈子だが、ここは金髪の姫君にゆだねるしかないことを承知している。


　──思いのほか長い時間、部屋の扉とびらは開かれなかった。


　やがていつもと変わらぬ顔で出てきたヒルダに、シャルロッテも日奈子も物問いたげな視線を向ける。


　金髪の姫君はニヤリと笑って、


「なあに『荒あら療りよう治じ』の一いつ環かんだ。いつまでも愚ぐ図ずっているから少々尻しりを蹴け飛とばしてやった」


「…………」


「そんな目をするな。ほんとうに蹴飛ばしてはおらん。あの大おお馬ば鹿か者ものに覚かく悟ごのほどを問うたまでだ」


「覚悟？」


「というのは？」


　首をかしげるふたりには答えず、


「──さて、あとは任まかせたぞ。予は『荒療治』の用意に奔ほん走そうせねばならんからな。まったく、やむなき対価とはいえ面めん倒どうなことを引き受けたものだ」


　ぼやきながらも颯さつ爽そうときびすを返し、金髪の姫君は去っていった。


　部屋の中に入ると、真由は相変わらず部屋の片隅にうずくまったまま。何も変わった様子はない。


「真由とヒルダさん、何を話してたのかな……」


「さあな。あたしは殿下を信じるし、あたしにできることをやるだけだ。……さて、そろそろ身体からだを拭ふいて服を着き替がえさせようぜ」


「うん……」


　ふたりで湯を張り、人形のように何の抵てい抗こうもない真由の着ちやく衣いをほどいた。


　ずいぶんと細った腕うでを取り、水気もなくカサついた肌はだを、湯につけた布ぬのでそっとぬぐっていく。


　引っ込み思案の臆おく病びようで、それでも学園中の男子生徒を瞬またたく間に魅み了りようした少女の魅力は、今ではもう見る影かげもなく翳かげり果てていた。


「ねえ真由」


　感情がこみ上げてくる。


　震ふるえる手を動かしながら、顔をくしゃくしゃに歪ゆがめながら、訥とつ々とつとひとりごちる。


「あたしはあんたのこと、何も知らなかったんだね。あたしはあんたの身体がこんなにヤバいなんて知らなくて、あんたがふたりいるってことも知らなくて。あんたはあたしの知らないことだらけで……今でも、あんたが何を考えてどうしたかったのかわからない。あたしが見ていたあんたは、あんたのほんの一部でしかなかったのよね」


　語る日奈子に、しかし瞳の光を消したままの真由。シャルロッテはただ黙だまって自分の仕事をこなしている。


「うまく言えないけど……なんだかあんたって、ずっとひとりぼっちだったように見えるよ。あんたのそばには、あたしを含ふくめて誰だれも、あんたのお兄さんとかもふくめて、ほんとうは誰ひとりいなかったんじゃないかって。あたしには、あんたがずっと、誰のそばにもいないで済むように、逃にげ続けてるように見えるんだ。でも、ほんとにそれでいいの？　逃げっぱなしで、あげくにそのままこの世から消えちゃいそうで……あんた、それでいいの？　ねえ真由……」


　問いかける日奈子を尻目に、シャルロッテはただ黙って自分の仕事をこなしている。


　かみしめた彼女のくちびるの内側から苦にがい血がにじんでいるのを知るのは、他ならぬシャルロッテのみ。
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　その後、十じゆつ氏し族ぞく間で勃ぼつ発ぱつした抗こう争そうはある種の膠こう着ちやく状じよう態たいをみた。


　傍ぼう観かんと中立に近い立場を取っていたヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインが、突とつ如じよとして積せつ極きよく的てきな介かい入にゆうを始めたためである。


　彼女はまず、自らが月村真由の身み柄がらを確かく保ほしていることを明かし、なおかつ月村真由が『神しん精せい』であると確認されたと高らかに喧けん伝でんした。


　強大な欧州神戎たちを統すべるヒルダによるこの露ろ骨こつな政治行動は、義宣が見通したとおりの効果を発はつ揮きした。


　元はといえば現在の十氏族間の混乱は、新たな秩ちつ序じよをもたらそうとした二ノ宮涼子と月村美樹彦が、その促そく進しん剤ざいとして『神精』の存在を持ち出してきたことに端たんを発する。


　畏怖すべき力をもつとされる伝説上の存在、『神精』。


　涼子と美樹彦の思おも惑わくとしては、神精の存在をオトリとして十氏族内の抵てい抗こう勢力をあぶり出し、それを無力化した上で十氏族内での完全な主しゆ導どう権けんの獲かく得とくを目もく論ろんだわけだが、これはヒルダの登場や義宣の横よこ槍やりによって頓とん挫ざ。さらには義宣が念入りに隠かくしていた牙きばを剝むいたことによって争乱が勃発したわけである。


　そこに、ヒルダ率ひきいる欧州神戎の勢力が介入を宣言した。


　これはいわば、一国間の紛ふん争そうに国連が治ち安あん維い持じ軍ぐんを送り込んできたようなもの。ヒルダの一党が絶対的で圧あつ倒とう的てきな権けん勢せいを有しているわけではないにせよ、とうてい無む視しできる相手ではない。


　ヒルダの行動は状況に一石を投じ、十氏族たちの動きは一時的な停てい滞たいを余よ儀ぎなくされた。


　そして彼女にとってはそれで十分だった。


　停滞が生じた機に乗じて精力的な周しゆう旋せん活動を始め、十氏族の主だった者たちの間にひとつの錯さつ覚かくを植えつけていったのだ。


『神精を得たものこそがこの国の覇は権けんを得る』という共通認識である。


　涼子や美樹彦、義宣にとってはヒルダの手の内など見え透すいているのだが、いったん成立してしまった大きな流れに逆行するのはきわめて困こん難なん。ヒルダは思惑どおり完全に主導権を握にぎった。


　そして彼女は、その主導権を存分に揮ふるったある招しよう待たい状じようを、主だった十氏族のもとへ送りつけたのである。
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　その招待状は、たとえば奥城いろりと奥城たすくの元にも届とどいた。


「……この混乱状態は俺おれらにとってデカいチャンスやった」


　たすくは憮ぶ然ぜんとした面つらでため息をつく。


「北条義宣とのコネを作ることにも成功して、それをチラつかせて奥城家の中での発言権を高めて、短期間のうちに奥城家の実質的な代表格として頭角を現すこともできた。乱らん世せは男の華はな、このまま一気に十氏族のトップにまで駆かけ上る目もあるかもしれん思て気張ってきたんやが……」


　さらに大きなため息。


「こらあかん。どうもならん。けっきょく俺ら、便利な手て駒ごまとして使われてお終しまい、ってことになるんちゃうか……」


「それでええんやないの？」


　と、しかしいろりの方は気にした風もない。


「出る杭くいは打たれる、って言うやろ？　どうせこのまま調子よう行ったとしても、どっかで頭押おさえられるか足引っ張られて落ちぶれとった思うわ」


「せやけどなあ……」


　ぼやきの止まらない相あい方かたに、いろりはぴしゃりと、


「愚ぐ図ず愚ぐ図ずしとったらせっかく築いた地位まで消し飛んでまうわ。もともとウチは峻護はんに借りを返したかっただけやし、そうなってもどうってことないけど、あんさんはそうなったら困りはるやろ？　しっかりしとくれやす」


「うーん、せやけどなあ……」


　いつまでもぼやいているたすくは捨て置き、いろりはもう一度招待状の中身を吟ぎん味みし始める。
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　その招待状は、たとえば二ノ宮涼子と月村美樹彦の元にも届いた。


「……ほんと、苛いら立だたしいわね」と涼子。


「何がだい？」と美樹彦。


「こちとらアジトを転々として身をくらましてるつもりでいるところへ、ぬけぬけとこんな書状が届くことが、よ」


「ヒルダ嬢じようにしてやられるのは今に始まったことじゃないさ。それよりも、この招待状を送ってきた彼女の意図について検けん討とうしてみようじゃないか」


「意図、ね……どうせわかりゃしないわよ。それこそあのお姫ひめさまが突とつ拍ぴよう子しもないこと仕出かすのは、今に始まったことじゃないし」


「ちがいない」


　ふふ、と笑ってから、美樹彦は彼にしてはめずらしい、気弱げな笑えみをうかべて、


「それにしても情けないことだ。四し苦く八はつ苦くして四方八方駆け回った揚あげ句く、けっきょく真由のことはヒルダ嬢に任せきりだ。いったい僕ぼくはこれまで、あの子に兄らしいことをどれほどしてやれただろうか」


「仕方ない……とは言いたくないけど、他にどうしようもなかったわ。残念ながらわたしたちは自分のことで手て一いつ杯ぱい。余よ裕ゆうと能力のある人間にゆだねるしかないじゃない」


「ああわかってるさ。嫌いやというほどね。……それより今は、僕らが僕ら自身で解決すべき問題について真正面から向き合わなければ。十氏族の枠わく組ぐみの再さい構こう築ちくと……それに君と義宣氏の間にある確かく執しつと」


「…………」


　答えはない。


　美樹彦は苦く笑しようしつつ思う。本来なら二ノ宮涼子と北条義宣、このふたりの間には争いの種よりも手を取り合う利点の方がはるかに多いはずなのに。


　十氏族という枠組みに対する考え方からしてそうだ。


　涼子も義宣も、旧きゆう態たい依い然ぜんとして饐すえた悪あく臭しゆうを放つ現在の十氏族には、早急な改かい革かくが必要と認識している。


　ただし、その方針が決定的に相あい容いれない。


　涼子はその性格に似にず、改革に関しては無血と温おん和わを旨むねとする。現在の枠組みはそのまま、枠組みを満たす内側を刷さつ新しんすることによって十氏族を変えようとする。


　一方の義宣は、その冷れい徹てつな性格そのままに、枠組みそのものをすべて取り壊こわして新たな秩ちつ序じよを構築しようとする。改革に伴ともなう流血を是ぜとし、ブルドーザーのように最短距きよ離りを突つき進むことをよしとする。


「妥だ協きようは人間の生み出した最高の叡えい智ちだし、涼子くんも義宣氏も上じよう手ずにそれを使いこなしてきたはずなんだが」


「…………」


「まあさすがに僕も諦あきらめたけどね、君たちが話し合いで対立を解決するのは。ふたりの因いん縁ねんの根は浅からぬものがあるし」


「……ビビって引っ込んでてくれりゃよかったのよ」


　黙だまって聞いていた涼子がぼそりと言った。


「さんざん思い知らせてやって、その後はずいぶん扱あつかいやすくなったと思ってたのに……すっかり騙だまされてたわ。ビビってるふりしてずっと機会を狙ねらってやがったのね、あのクソタヌキ」


「なつかしいな。もうずいぶん昔むかしの話になる」


　もう十六、七年も前のことだ。


　とある事件の後、美樹彦を引き連れた涼子は暴力の具ぐ現げんと化して北条家を襲しゆう撃げきしたことがある。


　今も語り草になっている、問もん答どう無む用ようの一撃だった。


　その結果、北条家は一時屋や台たい骨ぼねが傾かたむくほどのダメージを負い、十氏族の勢力図は一夜にして塗ぬり替かえられ、以降の北条義宣は涼子と美樹彦に対して従順の態を取り続けてきたのだが。


「義宣氏とて、一代にして北条家を十氏族筆ひつ頭とうの位置に押おし上げた人物だ。そう一ひと筋すじ縄なわではいかないさ。僕らの見通しが甘あますぎたというだけのこと」


「……ふん」


　すねたようにそっぽを向く相あい棒ぼうに苦笑しながら、美樹彦は宣言する。


「いずれにしても僕は君の側につくさ、涼子くん。これまでもずっとそうであったようにね。君の考えや為なすことすべてが正しいとは思わないが、君の考えと為すことすべてを僕は支持しよう」


「…………。ありがと」


「いいさ。──さて、ヒルデガルト殿下の思おも惑わくは知れずとも、招待には応じる準じゆん備びをしなければ。おそらくはまだ一波乱も二波乱もあるだろうからね──」
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　その招待状は、たとえば北条義宣の元にも届いた。


「ヒルデガルトめ、何を考えている……？」


　鋭えい角かく的てきな容よう貌ぼうを不ふ快かいげに歪ゆがめながらも困惑を拭ぬぐいきれない。十有余にして神格化すらされる金髪の姫君の頭脳が、どのような戦略と戦術でもってこの招待状を送りつけているのか、義宣には見当もつかなかった。


「まさか額がく面めんどおりの催もよおしであるはずもなし……まったく小こ娘むすめめ、引っ搔かき回すだけ引っ搔き回してくれる」


　とはいえこの状況での選せん択たく肢しはひとつしかなかった。ヒルダの思惑がどうであれ、招待に応じるしかない。


　ブランデーグラスをテーブルに置き、テラスに出る。


　腰の後ろに手を組んで佇ちよ立りつし、夜空を見上げた。


　今日も月がある。スモッグなぞなんのそのとばかり、星たちも思いのほか力強く瞬またたいている。


　秋あき穂ほの面おも影かげが残るものはすべて処分した。


　だから、彼女を思い出す時はいつもこうするのだ。


　──義宣の若かりし頃ころ、北条家は十氏族の枠内にかろうじて引っかかっている程度の没ぼつ落らく家けだった。


　当時の義宣は愛あい想そ笑わらいのひとつもできぬ、ただし野心と実力だけは神戎の水準すらはるかに超こえて持った男で、他の十氏族ばかりか同族にすら煙けむたがられながらも、圧あつ倒とう的てきな実績でもって見る間に出世の階段を駆け上り、北条家を世界的名家に押し上げていった。


　面おも白しろみのない男であるとは自覚していたし、他者から好かれるような人格でないこともよく知っていた。何より底辺からのし上がることに情熱をかけていた義宣にとって、どのみち周囲の目など眼中になかったのだ。冷徹さと冷れい酷こくさを存分に発はつ揮きし、敵てき対たい者しやは容よう赦しゃなく排はい除じよしながら、彼はひたすら突つき進んだ。


　そんな日々の合間、ふいに現れたのが秋穂だった。


　氏族間でも孤こ立りつしていた中でほとんどただひとり、明確な好意を寄せてくれた女性はやがて妻となり、義宣のそばにいつも寄より添そうようになった。


　苛か烈れつな夫にまるで似にない、やさしくて大人しい妻だった。


　身体が弱くて、儚はかない微笑ほほえみはいつも美しく、だけどいつもどこか切なげな雰ふん囲い気きを纏まとっている、そんな女だった。


　なぜ彼女が自分を慕したってくれたのか、今でもわからない。


　一度だけ仏ぶつ頂ちよう面づらで問うてみたことがある。


「どうして私をそんなふうに慕うのだ？」


　その時の秋穂の答えは、ごく淡あわい微笑みをうかべて義宣を見上げ、


「たとえば、あなたのそういうところが」


　というものだった。


　もともとひどく控ひかえめで口数も少なく、物事をはっきり口にすることもほとんどない女だったと記き憶おくしている。


　そんな彼女が強く自分の意思を主張したのはただの二度きり。


　初めて出会った際にいきなり想おもいを告つげられた時と、義宣との間に子をもうけたいと望んだ時だ。


　血けつ統とう至し上じよう主義の十氏族である以上、当然北条家にも直ちよつ系けいの後こう継けい者しやが必要である。


　が、もとより病弱だった秋穂はこのころ、結けつ婚こん当初に輪をかけて衰おとろえており、出産という大事業をとうてい無事に終えられるような状態ではなかった。


　秋穂の親族からも反対の声が上がった。もともと実家の反対を押し切って北条家に嫁とついできた彼女である。北条家の跡あと継つぎと引き換かえに大切な身内を失ったのではたまらない──という主張は当然だったろう。


　産むべきか、産まざるべきか、との議論が決着を見ぬ中、決定的となったのが秋穂の一言である。


「義宣さま。わたくしをあなたのお荷物になさらないでくださいまし」


　いつものように淡い微笑みを浮かべ、透すき通った瞳で、しかし不ふ退たい転てんの決意のこもった声で、妻は言った。


「わたくしはあなたの妻として、わたくしのできうる限りあなたを支えたいのです」


　──そうして彼女は麗れい華かを身ごもり、新たな命をこの世に送り出すのと引き換えにこの世を去った。


　臨りん月げつを迎むかえてからの妻の口ぐせは『わたくしはわたくしの勤めを果たします。ですからあなたはあなたの勤めを』であり、その通りに北条コンツェルンの業務に粉ふん骨こつ砕さい身しんした義宣は、妻の死に目に立ち会うこともなかった。


　秋穂は妻としての最低限の仕事しか果たせなかったことを、息を引き取るその瞬しゆん間かんまでずっと謝していた──そう泣きながら語る産さん婆ばの話を、ただ黙だまって聞いたのみである。





　月に雲が掛かかった。


　義宣は微び動どうだにせぬまま彫ちよう像ぞうのように空を見上げていたが、


「…………。ふむ」


　懐ふところからシガレットケースを取り出そうとして、中身を切らしていたことを思い出した。


　苦にが笑わらいのひとつもせず、ふたたび天に居い座すわる月を見上げる。


　──娘が生まれたと知って義宣が最初にしたことは、世間一いつ般ぱんの常識に照らし合わせた『理想の父娘おやこ像』というのがどういうものか調べることだった。


　それはかねてからの既き定てい路ろ線せんであった。今より一段階上を目指すためにはより高度な処しよ世せい術じゆつが求められるし、なんのきっかけもなく変化するよりは周囲の目を欺あざむきやすいと判断したからである。


　妻の死と娘の誕たん生じようを機に、義宣は子こ煩ぼん悩のうな父を演えんじるようになった。


　だけでなく、冷れい血けつ漢かんで通っていた男はしばしば完かん璧ぺきな笑顔の鉄てつ面めん皮ぴをかぶり、かつて抱いだかれていたマイナスイメージを払ふつ拭しよくすることに努めた。


　その効果は覿てき面めんだった。義宣に対してかつてのような警けい戒かい心しんを抱く者は減へり、彼の仕事はひどくやりやすくなった。


　娘の麗華もまた、父の偽いつわりの愛情によく応こたえてくれている。そして幸い、麗華は母よりもはるかに多く父の血を受け継ついだ。今後も義宣にとってのよき手て駒ごまとなってくれるだろう。身を挺ていして義宣に益えきをもたらしてくれた妻には、大いに感かん謝しやせねばなるまい。


「……紆う余よ曲きよく折せつはあったが、今でも国内の覇は権けんにもっとも近いのは私だ。金髪の小娘の誘さそいには乗ってやろう。奴やつが何を目もく論ろんでいようと逆用してやればよいだけのこと。そしていずれは国内だけでなく、世界をも呑のみこんでやる。いつまでもヒルデガルトの風かざ下しもには立たん」


　亡なき妻のためにも、な。


　最後の言葉は声に出さず、遠大な野心に燃える男はひとり、皮肉げにくちびるの端はしを吊つり上げる。





　　　　＊





　その招待状は、たとえば北条麗華の元にも届いた。


「…………」


　無言でその書しよ簡かんに目を通し、無言で放ほうり捨てた。


　ふたたびベッドに身をうずめる。


　昏こん睡すいより目覚めて以来、麗華はひどく口数が減へった。


　体調不良を理由にコンツェルン業務の陣じん頭とう指し揮きにも立たず、ずっと自室に引きこもっている。


「お嬢じようさま。どうしますか？」


　書簡を持ち込んだ保ほ坂さかは、返答が得られることはないと知りつつも、付き人の義務感で問いかけた。


「お嬢さま」


「…………」


　応こたえはやはり得られず。


「……あとでまた来ます。それと食事、少しでいいから摂とってくださいね」


　ぱたん、とドアが閉しまる音。


　あとにはまたひとり、部屋の主だけが残される。


「……わかってるわよ。わたくしだって」


　布ふ団とんの中から力ない声が漏もれた。


　わかっている。嫌いやというほどわかっている。


　このままじゃいけないことくらい。ひたすら現げん実じつ逃とう避ひに走り、過去からも未来からも現在からも目を背そむけつづけてることくらい。


　誰が悪いのでもない、誰のせいでもない。原因が誰かにあったところで、どうにかしなきゃいけないのは他ならぬ北条麗華しかいないことくらい、ちゃんとわかってる。


「…………っ」


　なけなしの気力を振ふり絞しぼり、のろのろと寝ね床どこから抜け出た。


　ナイフとフォークを握り、手付かずのまま置いてある食事の盆ぼんに手をつける。


　やわらかいオムレツをじれったくなるほどのろまに咀そ嚼しやくし、飲み込もうとして、


「うっ──」


　だめだった。


　のどが受け付けてくれず、何度飲み込もうとしても叶かなわず、けっきょくは咳せき込こみながら吐はき出してしまう。


　短期間のうちにあっという間に低下した体力は、咳ひとつ収めるのにも難なん儀ぎする。ようやく収まったころには、また一段と病やみ衰おとろえた身体が磨ま耗もうしていた。


「……行かないほうが、いい」


　糸の切れた人形のように力なく椅い子すにもたれかかって、つぶやく。


　行きたくない。


　行くべきじゃない。


　行ったところできっとまた、今より重い痛みを背負わされるだけ。


　行きたくない。


　もうずっとこの部屋から出たくない。一生引きこもっていたい。


　眠ってしまおう。何も考えることなく、このまま意い識しきを捨ててしまおう。そうしてできることなら、二度と目なんて覚めなければいい──


　そう願いながらまぶたを閉とじた時。


「だめよ」


　声がした。


　おどろいて目を見開き、左右を見回す。この部屋には自分以外だれもいないはずで、


「だめよ麗華」


　声は、他ならぬ彼女自身の口から漏もれ出ていた。


　無意識のうちに口を塞ふさごうとする意思をないがしろにして、声はさらにつづく。


「どれだけ絶望しても、どれだけ泣いて頼たのんでも、もう助けてあげない。もう代わってあげることもない。都合よく表に出て行ってあげることもない」


　もうひとりの自分の、声が。


　静かに宣せん告こくを下す。
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「未来を切り開きたいなら、あなたのその手で」


　そして沈ちん黙もく。


　待てども待てども、ふたたびもうひとりの声が響ひびくことは、ない。


「──そうね。その通り」


　やがて麗華はうなずいた。


　力づよい、と呼ぶには程ほどとおいけど、かつての輝かがやきの残ざん滓しくらいは感じられる程度に気力を蘇よみがえらせて。


「あなたには、ずっと苦労をかけ通しだったわね」


　ねぎらいの言葉に対する答えはなく、もう声が届くこともない。


　だけど麗華は目じりを下げる。


「……そう。ありがとう、やさしいのね」





　立ち上がった麗華の瞳ひとみに、もう迷まよいはなかった。


　逃にげるのはやめる。もういちど歩き始める。


　行こう。


　行って、自分が為なさねばならぬことを為そう。


　そしてこの手に未来をもぎ取ってやる。


　それがどれほど暗あん澹たんとした未来であったとしても。





　麗華には予感がある。


　そこには自分が果たさねばならぬ決着が待っているという、未来予知にも等しい予感が。





　　　　＊





　その招待状は、たとえば二ノ宮峻護の元にも届いた。


「……時が来た、ってことなのかな」


　ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインが動く。


　つまりそれは、そういうことなのだろう。


　何かが始まる。


　おそらくはあの金髪の姫君らしく、事態の打開を一いつ刀とう両りよう断だんに図るつもりだろう。その剣つるぎが何を守って何を断たつのか、その瞬しゆん間かんになってみなければ誰にもわからない。おそらくは刃やいばを振ふり下ろす立場のヒルダですらも。


「でも、まだ早いぞヒルダさん……」


　頭を抱かかえたくなる。


　記き憶おくを相当な幅はばで取り戻もどした実感はあった。だがまだ足りない。しかももっとも肝かん心じんなピースをなくしたまま、事態はパズルの完成に向かって一気に転がり出しているのではあるまいか。


　どうする？


　どうすればいい？


「行くしかない、か……」


　それはわかる。


　だが、行ってどうするというのだろう？


　今の自分に何ほどのことができるだろうか？





　目的はあれど役割を定められず、焦あせりばかりが募つのる。


　峻護はいまだ、迷めい走そうの真まっ只ただ中なかにいる。





　　　　＊





　──すすり泣きが止やんだ。


　そのことに気づいて、月村真由の意識はゆっくりと覚かく醒せいする。


　もしも今の月村真由が現実の身体を持っていたら、その大きな目をさらに大きく見開いていただろう。





　もうひとりの月村真由の気け配はいが、変わった。


　散さん漫まんとして、ただ拡かく散さんするだけだったものが、一気に収しゆう束そくしてどこかへ向かおうとしているイメージ。


　輪りん郭かくのあいまいな意識の海に茫ぼう洋ようと漂ただよう月村真由がいま感じるのは、明確な意思の光だ。





　そして。


　ふたりでひとつの意識を共有している真由には、もうひとりの真由が何を考えて何をなそうとしているのかが『見えた』。





　もしも今の月村真由が現実の身体を持っていたら、たいして大きくもない口をあんぐりと開けていただろう。


　それほどに、もうひとりの真由が考えていることは馬ば鹿かげていた。馬鹿も馬鹿、信じがたいほどの、ふたりといないほどの、古こ今こん無む双そうの大馬鹿者だった。


　そんなの間ま違ちがってる、と思う。たとえ自分の分身が自ら選ぶ道だとしても、ぜったい間違ってると思う。表裏一体の自分自身に憤いきどおりさえ覚える。揮ふるえる拳こぶしがあればぶん殴なぐってやりたいと思う。


　そんなの止めなきゃいけない、ぜった止めさせなくてはいけない。





　でも。


　だけど、と月村真由は思うのだ。


　そんなのぜったい間違ってる、止めさせなきゃいけない、と思うのも確かだ。





　でもそれは、ほんとうに正しくない判断なのだろうか？





　正しくないことだとして、じゃあ残り少ないこの命で他にいったい何ができるというのだろう。


　このまま逃げつづけてひっそり消えるのが正しいこと？


　自分が彼女の立場だったとして、他にどのような道を選べただろうか？





　正しくはない。でも間違ってはいない。


　何が正しいのだろう？


　正しいって何？


　どうすれば何も、誰だれも傷きずつかずに済すむのだろう？





　答えを得られず、誰も頼たよる者なく、途と方ほうに暮くれた気持ちのまま、ふたたび月村真由の意識は深い底に落ちていく。





　なんとかしなければ。


　なんとかしなければ。





　　　　＊





　招待状の送り主である姫君は、明かりもつけぬ一室でワイングラスを傾かたむけつつ、倦けん怠たいと背中合わせで生きる貴き族ぞくらしい、皮肉げな笑みを貼はり付けて、ひとりごちている。


「この予がこれほどに奔ほん走そうしたのだ。悲劇でも喜劇でも惨さん劇げきでもかまわぬ。とびきり上等な舞ぶ台たいを見せておくれ」


　天から二に物ぶつも三物も与あたえられ、天てん賦ぷの才をほしいままに揮い、世界中の神戎たちから畏い敬けいを集める少女にも、限界はある。


「何もかも上う手まく行くなどとは初めから思っておらぬが──やれるだけのことはやったつもりだ。未来を悲劇にするも喜劇にするも惨劇にするも、あとは貴様ら次第」


　空にしたグラスをテーブルに戻し、ほうと息をついてまぶたを閉じる。


　グラスの横には、多くの神戎たちが目にしたのと同じ書簡が開かれたまま置かれている。





　日時は明日。


　場所は二ノ宮家、丘おかの上の洋よう館かんにて。


　十氏族の主だった者をことごとく呼び集めるその場において、ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインより重大な提てい案あんがある旨むね、達たつ者しやな直じき筆ひつでしたためてある。




　其の二　せわしないひとたち







　丘の上に建つ二にノの宮みや家の洋館は、部屋数二十におよぶ立りつ派ぱな屋や敷しきである。


　事実、ほんの先日まで十人近くもの人間が同居してなお十分な余よ裕ゆうがあった。一いつ般ぱん的てきな価値観から見れば、無む駄だ部屋だらけの空から豪ごう勢せいな邸てい宅たくであるし、実際その評価もそれほど的まと外はずれではなかったはずである。


　だがこの日の夜ばかりはちがった。


　主だった者に絞しぼられているとはいえ、この国を統すべる一族たちが一堂に会するのである。


　言うまでもなく十じゆう氏し族ぞく間においては犬けん猿えんの仲なか、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵てき同士である相手がいるのもめずらしくない。今でこそ比ひ較かく的小康状態を保ってはいるが、ほんの何年か前まではこっちの血族とあっちの血族が血みどろの抗こう争そうを繰くり広げていた、なんて話もごろごろしている。


　そんな連中のトップ同士が顔を合わせるとなれば、警けい備びや保安を担当する人員も雪だるま式に増ふえる。少なくともその数は、一般常識からすれば十分に広大なはずの二ノ宮家中央ホールに納まるものではありえず、自然、二ノ宮家の敷しき地ち内やその外側では殺気だった屈くつ強きようの男たちがお互たがい睨にらみを利きかせることになる。


　周囲の住人たちにとってはたまったものではなかろう。


　家一いつ軒けんが余裕で買える高級車がまるで展てん示じ会かいのように並ならび、剣けん呑のんな雰ふん囲い気きの男たちが徘はい徊かいする──さてはその筋すじの団体の手打ち式でもあるのか、と青ざめるのは無理もない。最も寄よりの交番や所しよ轄かつに寄せられた苦く情じようも十や二十ではきかないが、もちろん公こう権けん力りよくがそれらの対応のために出動することはないのだった。


（予想はしてたつもりだけど……それにしてもただ事じゃないなこれは）


　ひさしぶりに帰ってきた我わが家やの門をくぐるなり、峻しゆん護ごはこの場に立つことの重大さをあらためて認にん識しきし、身を震ふるわせた。


　中央ホールにひしめく人ひと影かげのほとんどが、ひと目みてただ者でないと知れる連中ばかりである。最低限度に絞られた照明のおかげで一歩先にいる誰かにもぶつかりそうになる薄うす暗ぐら闇やみの中、歓かん談だんのざわめきが低い調べとなって床ゆかを這はっている。


　列席者の服ふく装そうはまちまちだった。


　欧おう州しゆうの覇は者しやによる主しゆ催さいということで、最上級の礼れい装そうを身に纏まとっている者が多いが、ごく普ふ通つうのスーツで来ている者、普ふ段だん着ぎと変わらぬ服装の者も少なくない。中には仮か面めん舞ぶ踏とう会かい用のマスクを身につけている者や、峻護と同じように臨りん戦せん態たい勢せいを想定した軽装の者もいた。


　重大な提案があるとだけ聞かされてあとは何も知らされてないゆえ、列席者たちもどういう態度で臨のぞめばいいのか判断しかねるのだろう。その一点だけとってもこの場の面めん妖ようさが知れる。あるいはそれほど面妖な場でありながらこれだけの人数が集まることに、十氏族を取り巻く現状の停てい滞たいを読み取ってもいいかもしれない。


　主催者たる金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみの姿すがたはなく、参さん列れつ者しやたちは無ぶ聊りようをかこっているようだ。これだけ格式の高い集つどいでありながら軽食や飲み物の類たぐいすら用意されておらず、比較的友好関係にあるらしい氏族同士が肩かたを寄せ合って主催者の配はい慮りよ不足を愚ぐ痴ちっているのが目立つ。


　単独でやってきた峻護は、見知った顔がいくつもあるはずと踏ふんで目を凝こらしてみる。だが薄闇ゆえに見えないのか単にまだ到とう着ちやくしていないだけなのか、姿を確認することはできない。


　逆に峻護のほうはひどく目立っていた。


　何しろ騒そう動どうの渦か中ちゆうの真まっ只ただ中なかにいたわけである。ここにいる連中のおそらく全員に面めんが割れているはずで、複ふく数すうの視し線せんが全身に刺ささってくるのを感じる。その中には峻護の身み柄がらを狙ねらっていた輩やからもいるだろう。『今この状じよう況きようでシュンゴさまを害しようとする者は、さすがにおりませんでしょう』とギュンターに太たい鼓こ判ばんを押おされて出しゆつ陣じんしてきたのだが、なんとも居い心ごこ地ちの悪い気分になるのはやむを得ないところだ。


「ご無ぶ沙さ汰たしております峻護さん」


　やや遠とお巻まきにされていた峻護に声をかけてくる者があった。


　おどろきつつ振ふり返って、その人物の姿を見てさらにおどろく。


「いろりさん!?　それに奥おく城しろたすくも……！」


「お元気そうでなによりです」


「けっ。こちとらできれば顔も見たくなかったわ……痛っ!?」


　憎にくまれ口を叩たたく相あい方かたの腕うでを笑顔で思いっきりつねり上げておいてから、いろりはドレスのすそをつまんで一礼する。


「その節はお世話になりました。つい先日まではこういう場でお会いするとは想像だにしていませんでしたが」


「こっちのセリフだよそれは。君らが十氏族だってことは聞いてたけど、この場で居合わせるなんて」


「あの後、わたしたちにも色々ありましたから。それよりも──」


　身を寄せ、声を潜ひそめて、


「なるべくわたしたちの傍そばを離はなれないよう、お願いします」


「？　どういうこと？」


「ある筋すじから依い頼らいを受けています。あなたにお力添ぞえするように、と」


「依頼？　脅きよう迫はくの間ま違ちがいとちゃうか？」


　つねられた腕をタキシード越ごしにさすりながら、再びたすくが毒どくづく。


「俺らが京都でこそこそ動いとったのをバラされたくなけりゃ協力せえ、ってあからさまに言うとったやんけ。ったく、こちとら業界トップにのし上がる気満々でおったのに、こんな形で楔くさびを打たれるとは不覚の極きわみ痛ッ!?　何すんねんいろり！」


「声が高い上に諦あきらめ悪いわ。野望も野心も好きに持ったらええけど、時と場所を選んでおくれやす。──すいません峻護さん、お見苦しいところを」


「ああいや……それよりおれに力添えするって？　どういうこと？」


「この場のキナ臭くささはわたしだって察してます。十氏族間の緊きん張ちようも一応の均きん衡こうは保っていますが、それもあの金髪のお姫さまの思おも惑わくひとつ……保険を打っておくのは当然の処置でしょう」


「それはわかるけど、でもいったい誰が──」


　とその時。


　ホール内のざわめきが一段高くなり、皆みなの視線が一方向に注そそがれた。


　峻護もそちらに目をやり、そしてこの集つどいが本番を迎むかえたことを悟さとる。


　吹ふき抜ぬけ構造になっているホールの二階、テラス部分に。


　いまもって趣しゆ旨し不明のこの集いを開いた主催者が、いた。


「皆の者、我わが宴うたげへよくぞ参まいった」


　ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインは一堂を見下ろし、いつもと少しも変わらぬ不ふ敵てきな笑えみで、


「酒も料理もない宴だが、きちんとメインディッシュは用意してあるゆえ心配は無用である。まずは卿けいらの足労をねぎらおう」


　鷹おう揚ように口上を述べて、テラスに用意されていた椅い子すに腰こしを下ろした。


　悠ゆう然ぜんと足を組む瞬しゆん間かん、峻護と目が合ってにやりと笑った気がするのだが、思い違ちがいだろうか。


「本日はお招まねきいただいて光栄の至いたりでございます、ヒルデガルト殿でん下か」


　如じよ才さいない列席者のひとりが、さっそく口上の返しを述べる。


「時に殿下、本日はいかなるご意図にてこのような集いを催もよおされたのでございましょう？　メインディッシュは用意してあるとのお言葉ではございましたが、晩ばん餐さん会かいにしては前ぜん菜さいも食前酒も、いやテーブルすらも用意されておらぬようですが。我われらにも理解が叶かなうよう、ご尊そん意いの一いつ端たんでもお示しいただければ重ちよう畳じようの至いたり」


「ふふ……むろん晩餐会などではない。これからレースが始まるというのにたらふく食わせては、貴き様さまらも存分に動けまいて」


「はて……？　というのはつまり？」


「よかろう。貴様ら痴ち愚ぐどもにも理解できるよう、一から順を追って説明してやろうではないか」


　足を組みなおし、いよいよ不敵な笑みをくちびるの端はしに刻きざんで、


「予はとある事情によりひどい面めん倒どうごとを請うけ負おうに至った。予は予の名めい誉よにかけてこの面倒ごとを解決せねばならんが、これがまた心の底から面倒な厄やつ介かいごとでな。事態の糸がもつれにもつれ合っている上に、当事者どもは頑がん固こ者ものの意い固こ地じばかりときた。普ふ通つうに糸をほどいていてはとうてい追いつかぬ」


「はあ。左さ様ようで」


「時に、この二ノ宮家の地下には一種の迷めい宮きゆうがある。およそいつの時代のどの国の貴き人じんたちもそうしてきたように、その地下迷宮は有ゆう事じの際さいに備そなえて構こう築ちくされたものだ。ここにいる者どもの持ち家のほとんどに似にたようなものがあろう。ちなみに予の居きよ城じようにも存在する」


「ほう、それはそれは」


　先せん陣じんを切って問いを発した男が自然、ヒルダに受け答えするような形になっているのだが、彼としてもせいぜい無ぶ難なんにうなずいておくぐらいしか対たい処しよする術すべがないようだ。彼だけでなく会場のほとんどの者がヒルダの真意を測りかね、お互たがいに顔を見合わせている。


「それと予はまどろっこしいのが好きではない。快かい刀とう乱らん麻まを旨むねとする予にとって、今回の件けんはまことに苦痛であった。これまでよく我が慢まんしたものだと我ながら感心する。辛しん抱ぼうに辛抱を重ね、策さくを練り、根回しに奔ほん走そうし、機が熟じゆくすのを待った。これほどの仕事をしたのだ、いくらかご褒ほう美びの類たぐいがあっても罰ばちは当たらぬと考える次し第だいである」


　一方のヒルダは他者の目などお構いなしだ。


　圧あつ倒とう的てきなカリスマでもって、あるいは抑よく揚ようある語り口でもって、会場の注目を一身に引き付けている。その様さまはあたかも舞ぶ台たいで独どく演えんを披ひ露ろうする千せん両りよう役やく者しやのようであり、一いつ切さいの容よう喙かいを許さぬオーラを纏まとっているかに見える。


「加えて予はえこひいきが好きではない。勝利は、栄光は、力ある者のみが勝ち取る資し格かくを得るべきである。身内であろうと親しき仲であろうと資格なき者には容よう赦しやせぬ。そうそう、力あるかなきかの判はん定ていは誰にもわかりやすく、まどろっこしくなければなお良いであろうな。おう、それにこれも忘れてはならぬ。予は楽しいことが大好きだ。血ち沸わき肉にく躍おどる緊きん張ちよう感かんが大好きだ。退たい屈くつと予定調和こそが最大の敵てきである。たとえ誰よりもうまくそれらをこなせたとしても、必要ならいくらでもそれらを駆く使しするにしても、な」


　もちろん峻護にも、彼女が何を考えているかなどわかりはしない。これまでわかった例ためしなどない。


　あの姫君はいったい、何を言わんとしているのか……？


「さりとてしかし、さすがの予にとってもそれらすべての要件を満たすことは叶かなわぬであろうと思っていた。当たり前だ、いかにも強ごう欲よくすぎる上に二に律りつ背はい反はんする事こと柄がらも多い。神ならぬ身ゆえ不可能なこととてある。ここはせいぜい妥だ協きように妥協を重ねねばなるまい、と納なつ得とくするつもりだった。……ところがだ」


　身を乗り出し、いよいよ機き嫌げんよく、獰どう猛もうな笑えみを形作って、


「なんと、おどろくべきことにそれらすべてを満たしてしまう方法を見つけてしまったのだ。聞きたいか？」


　むろん返答はない。ヒルダもまた求めてはいまい。


　ここまで散々もったいぶったくせに、あの少女はほんとうに人を食った性格をしている──後々に至るまで、つくづく峻護は思ったものである。


　沈ちん黙もくか、さもあらん──とでもいうように姫君は大きくうなずいて。


　いきなり爆ばく弾だんを落としてくれやがったのだ。


「ゲームを始めよう。賞品はツキムラマユだ」


　すぐには誰も反応できなかった。


　意地の悪い少女は内心で、そんな一同の様子をさぞかし面おも白しろがっていたことだろう。だがそんな悪あく趣しゆ味みは露つゆほども表ひよう情じように出さず、一方的に、畳たたみ掛かけるように先を続ける。


「この屋や敷しきの地下迷めい宮きゆうは、様々な罠わなが張られた一大アトラクションとなっておった。設計者の趣味のよさが窺うかがえるよいアトラクションであり、予は大いに感心したのだが、そのまま使っては設計者にとって有利となる。よって設計者の意図を無む視ししていささかの改かい築ちくをほどこしておいた。その迷宮の最深部にツキムラマユはいる。どうだ、わかりやすかろう？」


　などと言われても誰も反応できない。


　ヒルダはいくぶんじれったそうに、幼おさな子に嚙かんでふくめるように、


「神しん精せいたるツキムラマユを一番先に獲かく得とくした者が勝利を得る。それでいいではないか。それをもって十氏族の頂点に立つもよし、この国の覇は権けんを獲とるもよし。ついでに副賞として、勝者には予を始めとする欧州血族の全面的な支し援えんもくれてやる。これでもまだわからぬか？」


　なに考えてんのよ──と聞き覚えのある声がどこかで毒づいたのを聞いた気がする。ふざけおって──という別の聞き覚えのある声も聞こえたように思う。


　まさしくこれはゲームだった。


　それもとんでもなく無む茶ちや苦く茶ちやな、前ぜん代だい未み聞もんの。


「ルールを取り決める。ゲームの終しゆう了りよう条件はツキムラマユの奪だつ取しゆ。誰だれと手を組もうと誰を裏うら切ぎろうと好きにするがいい。卑ひ怯きよう卑ひ劣れつも自由、参加するもせぬも自由だ。思うままにふるまえ。流血も大いに結構、どうせ流血を伴ともなわぬかぎりこの絡からまり切った状じよう況きようは解決せぬ。ただし誰も命を落とすな。以上がこのゲームのルールだ、簡かん単たんであろう？……おっと大事なことを忘れていた」


　パチリと鳴らされる指。


　それと同時、ちょうどエントランスの正面、ヒルダの真下に位置する床ゆかであった。


　ほとんど音もなく、ゆっくりと真まっ暗くらな穴あなが口を開いていく。


「パーティ会場へつながる門のひとつだ。ちなみにここ以外にも複ふく数すう、会場へつながっている入り口が存在するのだが……それらを探すもよし、いま目の前にある入り口を選ぶもよし。好きにするがいい」


　椅子から立ち上がる。


　テラスの手すりまで進み出、大おお仰ぎように両腕を広げ、幼さを残しながらも朗ろう々ろうと響ひびく声で、舞台の演えん出しゆつ者しやは高らかに宣せん告こくする。


「そしてゲームの開始はたった今、この瞬しゆん間かんからだ。卿けいらの奮ふん闘とうに期待する」


　──それでもまだ、誰も動かなかった。


　無理もない。この場には海うみ千せん山千の連中が顔をそろえているはずだが、それにしたって事が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる。


　この状況はいわば、膨ふくらみきった風船のようなものだ。十氏族の名士が一堂にそろっただけでも一いつ触しよく即そく発はつの気け配はいを孕はらんでいる上に、月村真由という甘あまい汁しるをしたたらせる果実まで投げ込まれたのだ。針はりなど無用、指で突ついただけで、いや息を吹ふきかけただけでもたやすく破は裂れつするだろう。


　そんな風船に、いったい誰が好すき好このんで触ふれたがる？


　────ひとり、いた。


　参列者全員が息を呑のみ、お互たがいの気配をうかがう中、ひとつの人ひと影かげがするりと動いた。


　始めはぬるりと、次第に速度を増まして。


　人々の間をきれいに縫ぬって進み、皆が気付いた時にはもう、ヒルダが開けた入り口に吸すい込まれていた。


　同時。


　声にならぬ声、雄おたけびとも怒ど声せいともつかぬ得え体たいの知れぬ声が無数に上がり、えもいわれぬ音の塊かたまりとなってホールを吹き抜け、それに押おされるようにして人々は一いつ斉せいに殺さつ到とうする。





　それが祭まつりの始まりだった。





　　　　＊





「あんのくそガキ……」


　ホール内を一気に狂きよう騒そうが満たす中、二ノ宮涼りよう子こは聞く者を呪のろい殺せそうなほど苛か烈れつなうめき声をあげた。


「僕は悪くないと思うがね」


　一方の月つき村むら美み樹き彦ひこは、苦く笑しようしつつもまんざらでない顔である。


「殺し合いに発はつ展てんしかねない状況が、曲がりなりにもゲームの体てい裁さいを取ったんだ。まずはそれだけでも評価すべきでないかな」


「わかってるわよそんなこと。わたしが問題にしてるのはそこじゃなくて」


「ほう。じゃあ何を問題にしてるんだい？」


「決まってるでしょ。こんなせまいところでこんな人数が暴あばれたら、二ノ宮家がタダで済むわけないじゃない」


「なるほど。ちがいない」


　ふふ、と笑って、


「このホールにひしめいていただけでも百人近い。外にひかえている取り巻きたちを合わせればいったい何人になることやら。しかも全員腕うでに覚えがあるはずだ、全面改修ぐらいは覚かく悟ごしないといけないかもね」


「全ぜん壊かいしなきゃ御おんの字よ。請せい求きゆう書しよはぜんぶヒルダに突き出してやるにしても、とても腹の虫が収まりそうにないわ。……まあでも」


　にやり、涼子は犬歯をむき出しにして、


「こういう展てん開かいは嫌きらいじゃないけどね。まどろっこしいことが好きじゃない……わたしとヒルダの気が合うところって、実はそこだけなんだし」


「もう四の五の言ってられる段階ではなくなったからね。涼子くんとしてはいっそせいせいしたというわけだ。本来は一いつ切さいの小こ細ざい工くなどせず、目的に向かって一直線に進むのが君のスタイルだからね。……とはいえ」


　笑みは絶やさぬまま、美樹彦は左右に視線を走らせる。


　彼らを囲む人数はすでに十人、いや二十人を超こえただろうか。


　いずれの目にも、涼子と美樹彦への明めい確かくな敵てき意いがある。


「やっぱり仮か面めんをかぶっていても気付かれるものかな」


「端はなから大して期待もしてないでしょ」


　仮面舞ぶ踏とう会かい用のマスクを剝はぎ取りつつ、涼子。


「ま、あれだけ入り口に人が殺到すれば、別のルートを考えるやつも出てくるわよね」


「僕らはこの家の構造にくわしい。別の入り口を聞き出すもよし、最大のライバルを序じよ盤ばんで潰つぶしておくのもよし。いずれにしても格好の獲え物ものというわけだな」


「いいわ。いいかげんムシャクシャしてたところなのよ」


「義よし宣のぶ氏の姿は見当たらないようだな」


「草の根分けてでも探し出してやるわ。こいつらを片付けてから──ね！」





　　　　＊





　狂騒の一角では、少数ながら冷静に行動している者もいる。


　その代表格であるふたりの人物が足早に二ノ宮家の廊ろう下かを進んでいた。


「いやあ、とんでもないこと企たくらんでたんですね、あの金きん髪ぱつのお姫ひめさま。どう考えてもムチャクチャなんだけど……演出が上う手まいというかずる賢がしこいというか。すっかりそういう流れになっちゃいましたねえ」


「端から優先権はあの小こ娘むすめが握にぎっていたのだ。かような状じよう況きように至るのも止やむを得まい。……ところで麗れい華かの姿がないな」


「すっとんで行っちゃいました。止める間もなく」


「馬ば鹿か者ものが……勝手に動きおって」


「まあだいじょうぶだと思いますよ。しのぶもつけてありますから」


　北ほう条じよう義宣と保ほ坂さか光みつ流るであった。


　保坂は慣れ親しんだ邸てい内ないをすいすい歩きつつ、義宣を先せん導どうして、


「いやーそれにしても転ばぬ先の杖つえというか、なんでもやっておくべきなんですねえ。別の意味でかけておいた保険がこんなところで役に立つとは思ってませんでした」


　周囲に誰もいないのを確かく認にんしつつ、とある一室に案内した。


　二ノ宮家のＡＶルーム、地下通路への入り口のひとつが設置された部屋である。


　保坂が開けた隠かくし扉とびらから中に入ると、せまい通路が左右に続いている。


「いちおう中の構造は把は握あくしてますが……無む駄だに広くて曲がりくねっている上に、あのお姫さまがいつの間にか手を入れて改築してるみたいですから。あまり当てにはなりませんね。いやー放ほう棄きされて荒あれ放題になってるとばかり思ってたこの家で、まさかそんなことがねえ」


「私はこちらから行く。お前は向こうへ」


「旦だん那なさまが単独で？　護ご衛えいもつけずに？」


「こんなせまい中を集団で動き回ったところで益えきは少なかろう。私ひとりでいい。それに──」


　義宣は笑いもせず、


「誰と組もうと誰を裏切ろうと自由、ヒルデガルトがそう言っていただろう。うまみのあるエサを効果的にチラつかせることで、あの小娘はその状況を成立させた。確かにこのレースの参加者には、誰にでも覇は権けんを得るチャンスがある。覇権……いや、己おのれの望むもの、と言うべきか。おそらくこのレースの勝者はその見返りとして、たいていの望むものを手にすることができるだろうさ。他ほかならぬヒルデガルトがそうさせる。あれはそういう女だからな」


「ははあ、なるほど」


「他ひ人と事ごとではあるまい。お前とて誰と組もうと誰を裏切ろうと自由なのだからな。ちがうか保坂？」


「いやあー」


　頭の後ろをぽりぽり搔かきつつ、困り笑いで、


「ぼくは旦那さまを裏切ったりしませんよう。長年のご恩おんもありますからね」


「べつに私を裏切ること、陥おとしいれること、それ自体が目的になると言ってるのではない。お前にも欲するものがあるのだろう？　すべてをなげうって、このチャンスにかけてみてはどうだ？」


「うーん。考えてみます」


　義宣の舌ぜつ鋒ぽうをふにゃふにゃとかわしつつ、


「でも旦那さまの論でいくと、少なくとも今のぼくは旦那さまの味方ですから。ご指示をいただけませんか？」


「ふむ」


　そんな保坂にも頓とん着ちやくせず、いつもと変わらぬ冷れい徹てつな声で、


「麗華はお前に任せる」


「わかりました。微び力りよくを尽つくします。外に待機させている部下たちには適てき宜ぎ、指示を下すことにしますので、おっつけ駆かけつけるかもしれません」


「うむ」


　きびすを返しかけ、義宣は立ち止まる。


　背中を向けたまま、


「保坂」


「はい？」


「奇き妙みような男だな、お前は」


「お言葉ながら旦那さまも」


　義宣は答えない。


「──行け」


「はい。旦那さまもお気をつけて」





　　　　＊





　頭ひとつ抜ぬけ出たのは峻護だった。


　賭かけに出たつもりはない。真っ先にヒルダの用意したゲームに乗ったのは妥だ当とうな判断だったと思っている。金髪の姫君は参加者の有利不利をずいぶん平らにしたが、それでもまだ二ノ宮家の関係者が半歩抜け出ているのは確か。あのまま手をこまねいていれば真っ先に潰つぶされただろうし、ましてやレースを降りるなどという選せん択たく肢しがありえるはずもない。前に進むしかなかったのだ。


（といってもくそっ、これはやっぱりきついな……！）


　せまい地下通路を駆け抜ける峻護の背後にはいくつもの気け配はい。言うまでもなくこのレースのライバルたちである。


　先せん陣じんを切ったリスクは決して低くない。常に追われる立場であり、おまけに参加者たちから見れば、地の利がある峻護が最もゴールに近いわけである。格好の標ひよう的てきであり、レースのペースメーカーでもあるというわけだ。


　おまけに窮きゆう余よの策さくとして先手を取っただけであって、峻護にはさして有利がない。この地下迷宮には一度入ったきりであるし、あの時はどたばたしていたから道を覚える余よ裕ゆうもなかった。それに加え迷宮の最深部まで潜もぐったわけでもない。


　さらにさらに峻護にとって不利に働くのは、


「うおおっ!?」


　前方にいきなり大おお穴あなが開いた。


　それもご丁てい寧ねいに、疾しつ走そうする峻護の右足がちょうど床ゆかを踏ふもうとしたまさにそのポイントの、それもど真ん中に。


　このままいけば足場をきれいさっぱり失い、コンマ数秒後には穴の底へ真まっ逆さかさま──


「ふんぬッ！」


　根こん性じよう一発。


　わずかに重心が残っていた左足のつま先を、渾こん身しんの力でもって蹴けり放はなつ。


　ふわりと滞たい空くう。本来の歩ほ幅はばより数十センチのみ前進。


　腕を思いっきり伸のばすと、人差し指と中指と薬指のみがギリッギリ穴のふちに引っかかる計算であり、


「ぶはっ!?」


　穴の壁かべに思いっきりぶち当たりながらも、どうにか早々のリタイアだけは回かい避ひした。


　鼻血を拭ふいてるヒマなどない。すぐさま這はい上がって先を目指す。


　……こんなのが、さっきからずっと続いているのである。


　当然であった。


　ヒルダが用意したという新作のトラップのほとんどは、先頭を駆け抜ける峻護が踏んでいくことになるのである。後続は、先行者がせっせと地じ雷らい処しよ理りしたあとの通路を悠ゆう々ゆうとついていけばいい。それと知りつつも進んで突っ走らねばならず、そしてまた後続を楽にしてやる羽は目めになるという悪あく循じゆん環かん。


「これで一番最初に月村さんを見つけるとか、無理すぎるだろおおおおおおおおッ!?」


　そう無理だ。無茶すぎる。


　でもやらねばならない。


　ヒルダの用意したゲームなんて実は関係ないのだ。


　ようやく真由の居い場ば所しよがわかったのだ。あの日、ひどく寂さびしげで小さな背中をさらして去っていった彼女の居場所が。


　だったら峻護のやることはひとつだった。


　無理だろうと無茶だろうとやるしかない。


　月村真由を連れ戻もどす。


　…………。


　連れ戻す？　連れ戻して、そしてどうするのだ……？


「くそっ、余計なこと考えてる場合か!?　今はとにかく集中して──」


　迷まよいもためらいも今は無む用ようの長ちよう物ぶつ、いよいよ疾しつ走そうのペースを速めようとした峻護の前に、


「げ!?」


　罠わなとは別の危き機きが待っていた。


　いや、これもある意味罠の一種なのか？　前回この迷路に潜った時には確かこんなものなかったはず──


　壁が立ちふさがっていた。


　比ひ喩ゆ表現としての壁ではない、文字どおりのコンクリートの壁が前方を塞ふさいでいる。


　行き止まり。


　金髪の姫君がゲームを盛もり上げるために道を塞いだのかどうか、そんな詮せん索さくをしている場合ではない。


「くっ──」


　すぐ背後に五人。ゲームの参加者たちが見る間に迫せまってくる。


　さすがは十じゆつ氏し族ぞくというべきなのだろうか。彼らの動きにはまったく停てい滞たいがなかった。


　まさしく問もん答どう無む用よう、無言のまま、疾走してくる勢いのまま、峻護めがけて一直線に襲おそい掛かかってくる。


　狭せまい通路内で背後は壁。複ふく数すうの敵てきに囲まれるのは回避できるが逃にげ道もなく、おまけにどんどん後続がやってくるはず。参加者同士での激げき突とつも当然ありうるだろうから多少は数を減へらしているにしても、しかしこのままではジリ貧ひんになるだけ、


「離はなれるなゆうたやんけボケがあああああああああ！」


　後続のさらに背後。


　怒ど声せいを上げながら突つっ込んでくる人ひと影かげ。


「死にさらせぇ！」


　すでに峻護と拳こぶしを交え始めていた男の背中を狙ねらって、見事な飛び蹴げりが突き刺ささった。


「まああん時はあれで正しいけどもやな！」


「奥城たすく!?」


　峻護の前に盾たてのように立ちふさがり、鼻息も荒あらく、


「オラ、さっさと行かんかい。あっちに別の道があったやろ。こんなとこでグズグズしてんなや」


「ああ……いや、でも」


「ご遠えん慮りよは無用ですよ峻護さん」


　今度は斜ななめ下から滑すべり込んでくる人影。


　峻護に別角度から襲い掛かろうとしていた男の足元を、スライディングタックルの要よう領りようで刈かり取った人影がすっくと立ち上がって、


「先ほども言いましたが、今回はこれがわたしたちの仕事。峻護さんはどうぞ、自分の為なすべきことを」


「いろりさん……でも、ほんとうにいいのか？　君たちにも君たちの立場があるはずだろうに」


　眼鏡めがねのつるをくいっと上げ、いたずらっぽい微笑ほほえみ。


「見返りの予定はありますのでご心配なく。それでもまだお気に召めさないのであれば……そうですね、峻護さんのキスを追加のごほうびということで」


「コラいろり！　まだそんなこと言うとるんか!?」


「冗じよう談だんやわ。あっさり本気にして……かわええなあ」


「なっ、この……！」


　赤面する相あい棒ぼうを無む視し、いろりは瞳ひとみの色を真しん剣けんなそれに変えて、


「わたしとたすくさんが道を拓ひらきます。行ってくださいな」


　応こたえを待つことはなかった。


　いろりとたすく、ふたりは息の合ったコンビネーションで妨ぼう害がい者しやたちに牽けん制せいの一いち撃げきを仕し掛かけると、その後に見事な一本のラインが通った。峻護を袋ふくろ小こう路じの輪から抜け出させる唯ゆい一いつの道みち筋すじが。


　峻護もまた素人しろうとではない。後続がいくらでも控ひかえている以上、この機を逃のがせばゲームが終わる可能性がある。


「恩に着る！　礼は必ず！」


　いろりに逆ぎやく撃げきを加えようとしていた男を置き土産みやげにふっ飛ばしながら、あとは一目散だった。


　遠ざかる背中をいろりは満足げに見送って、


「どうにか面めん目もくは保てたやろか。……それにしても峻護はん、変わりはったなあ」


「そうか？　俺には大して変わっとらんように見えるが」


　いろりの死角をカバーしつつ、たすくは首をひねる。


　対していろりはくすりと笑い、


「うちにも女のカンってもんがある。そういうのはたすくはんより上やわ」


　同じ一年Ａ組同士、ずっとクラスメイトであり、一時は籠ろう絡らくの対象であった峻護のことは逐ちく一いち観察しているのだ。


「せやな、京都の時にはもうずいぶん変わりはってたわ。こっちがどきりとする顔を見せることも何度かあったし。けどその大元はもうちょっと前の気ぃするなあ。月村はんが転校してきはった時……いや、もうちょいあとやろか」


「……どういうこっちゃ？」


「うーん何て言ったらええやろ。峻護はんの中に、何や峻護はんも気づいとらん種たねみたいなもんが、どっかから植え付けられたみたいな……そんな感じやろか」


「ふん。まあ俺おれにとっちゃどっちでもええ話や」


　ハア、とため息をもらし、


「ああくそ、やっぱ引き立て役やんけ俺ら。おまけに引き受けた厄やつ介かい事ごとときたら……そっちは鎌かま足たり家で名の知れた達たつ人じん、こっちは砥とぎ野の家の腕うで達たつ者しや。両手あげて降こう参さんしたろかな」


「あほなこと言わんといて。ええやないの引き立て役でも」


　再びくすりと笑う。


「あんさんにこうして背中任まかせてるの、うち嫌きらいやないもん」


「お、俺おれかて別に嫌いやない」


「ほんまに？」


「お、おう」


「ほんまのほんま？」


「ええいしつこいわ！」


　その反応に満足げにうなずき、いろりは正せい対たいする敵てきへ一歩を踏ふみ出した。


　それに合わせ、たすくも一いつ気き呵か成せいに死間に踏み込んでいく。
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「せいっ！」


　気き合あい一いつ閃せん、体重をたっぷり乗せた頭ず突つきが相手のみぞおちにめり込み、これで峻護が片付けたライバルは十人を数えた。


　同時に複ふく数すうを相手にさえしなければなんとかなる。最初は団だん子ご状態だった後続集団も、脱だつ落らく者しやが出たり別のルートをつたって奥おくへと進んでいるようで、大団体と遭そう遇ぐうすることはかなり減った。


（よし、今のうちに先へ進む！）


　峻護にとってはようやく見えてきた一ひと筋すじの光こう明みようである。


　肝かん心じんなのは間違わないことではなく立ち止まらないこと。ライバルに囲まれても終わり、ライバルに先を越こされても終わり。停てい滞たいは即そく座ざにゲームオーバーにつながる、急がねば。


（さいわい身体からだは動いてくれるしな。調子はかなりいい方──いや、絶好調と言っていいかな）


　ここしばらくの峻護の傾けい向こうであった。


　はっきり自覚し始めたのは、京都の修学旅行あたりからだろうか。おそらくはそれよりも前から兆ちよう候こうはあったのだろうが……何か、峻護の中でカチリとうまくはまったような感覚が生まれたのである。


　それが何なのかはわからない。


　ただそれ以降、ここぞという時に『もうひとふんばり』が効きくようになった。


　以前であればあっさりギブアップしてしまうような状況でも、気力と意識さえ保てれば何とかなってしまうケースが目に見えて増ふえたのである。


　全力を出し切ったその先に、まだまだ多くの力が埋うまっているような気がして、思い切り手を伸のばすと案外それに手が届とどいてしまって──そしてそのおかげで窮きゆう地ちを免まぬがれる、そんなことを何度か経けい験けんしている。かつてなかったことである。


　今もまた、峻護の活力は研とぎ澄すまされてフル回転中。次から次へと襲おそい掛かかる罠わなやライバルをかわし、あるいは粉ふん砕さいしつつ突とつ進しんをつづけている。


　……が、それでも完全無む欠けつとはいかないのが悲しさであった。


　とある十字路に差し掛かった時である。


「む……っ？」


　おなじみの罠だった。


　前方、ちょうど利きき足が着地しようとしているまさにそのポイントに、ぽっかり開いた穴。


　だが峻護とてそうそう同じ手にはかからない。このタイミングで今さら着地点を変へん更こうするのは不可能。ならば先ほどと同じ要よう領りようで手を伸ばし、穴の縁ふちに引っかかればなんとかなると読みきり、実際その通りになった。今度は穴の壁かべにぶつかって無ぶ様ざまに鼻血を流すこともなかった。


　だが。


「うおっ!?」


　ほっと安あん堵どの息をつくかつかないかのまさにその瞬間。


　天てん井じようから降ってきたのは──網あみだった。


　ひどく頑がん丈じようそうな繊せん維いであまれたそいつが、避よけようのない呼吸で峻護の全身をすっぽり覆おおってしまう。


「くそっ、外れな──って、おいおいおいおい……」


　青ざめる。


　もう最悪のタイミングとしか言いようがない。いましめを解ほどこうともがいているまさにその最中に聞こえてくる、複数の足音。直後に現れるいくつもの人影。


「ど、どう……する？」


　外せないような網ではないが、外しきるにはそれなりの時間を要する。そしてどう計算してみても、網を無力化するより敵がここにたどり着くほうが早い。


　それでも無理とか不可能とか言ってられる状況じゃない。逸はやる心を抑おさえて最速のスピードで網を解いていき、しかしこういう時ばかりは正確な計算どおりに敵が接近してきて、峻護の無様な姿を確かく認にんしてニタリと笑うのまで見えてしまって絶体絶命、


「──ある時は神しん出しゆつ鬼き没ぼつのトリックスター」


「──そしてまたある時は、友情厚あつき真まことの漢おとこ」


　ぼそりと呟つぶやく声が聞こえた。


　その声がどこかで聞き覚えのあるそれだと気付いた時にはもう、敵は目の前にまで殺さつ到とうしていて、さすがの峻護も南な無む三さんと覚かく悟ごしてまぶたをぎゅっと閉とじるしかなく、しかし一秒たっても二秒たっても十秒たっても何ごとも起こらなくて、


「いつまで固まってるんだ二ノ宮」


「さっさと出て来いっての。まだ終わってねーぞ？」


「な──」


　今度は疑いようがない。


　何度も何度も聞いた声、こんなところで聞くはずもない声。


「吉田に井上!?　なんでここに!?」


　ようやく解いた網を投げ捨て、穴の縁から這はい上がって、


「おまえら無事だったのか！　下町のおんぼろアパートで別れてからずっと連れん絡らくも取れなかったけど──」


「当たり前だ。俺らが簡かん単たんにくたばるタマかよ」


　吉田が不ふ敵てきにウインクすれば、井上も鼻の頭をこすりこすり、


「まあこっちはこっちでいろいろ動いてたからよ。連絡したり連絡受けたりしてるヒマはなかったわけで……んでもまあ、ヒマがないのは今も一いつ緒しよだな」


　ちらりと視し線せんを走らせる。


　悪友コンビの奇き襲しゆうで倒たおれたのが二名。それでもまだ四名の敵が無む傷きずで残っている上、いつ後続が追いついてくるとも知れない。


「話はあとだ。先に行け」


「いやでも吉田──」


「おっと待った。何度も言わせんなよ二ノ宮、世の中には役割分ぶん担たんってものがある。わかるな？」


「だが……」


「心配すんな。実際無事だったろ？　俺ら」


　と今度は井上が周囲に睨にらみを利きかせながら、


「でもよ、ここでお前がまた愚ぐ図ずるってんなら話は別だな。そんな足手まといのアホは、身体張って助けてやる価値がねえ」


「……すまない。恩に着る」


「ああたっぷり着てくれよ。あとで何倍にもして返してもらうつもりだからな」


　この期ごにおよんでもまだ四の五の言う峻護ではなかった。


　友人たちの意気に応こたえるには、こちらはそれ以上の意気でもって示すしかないのだから。





　……それでもまだ名残なごり惜おしげに駆かけ去っていく峻護の背中を確認して、吉田も井上もほっと息をついた。


「今回も無事に仕事は果たせたかな、井上？」


「おうよ。いやしかしカッコイイなあ俺ら。けっこう危あぶない橋渡わたってんぜ？」


「相手は十氏族のお偉えら方がた。ただじゃ済すまんわな」


　半包囲の輪を敷しく形でじわりと間合いを詰つめてくる男たちに対して、吉田はしかしそれでも不敵に笑いながら、


「俺らが十氏族の端はしくれだってことは、黙だまったままのほうがいいかな？」


「神戎かむいの発はつ現げんしてない半はん端ぱモンだしな、俺ら。まあいちいち話すこともないんじゃね？　あいつもここまで関かかわったんだし、知る時ゃ勝手に知るだろ」


「どっちにしてもこの場を切り抜けてから、か」


「そういうこったな」


　肩をすくめ合った刹せつ那な、半包囲の輪が急速に狭せばまり、ふたりの少年を封ふう殺さつせんと迫せまり来る──。
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「……やはり、残るに足る連中が残るか」


　二ノ宮家中央ホールの二階テラス。


　ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインは用意された椅い子すに端たん座ざしたまま、自らが仕し掛かけたレースの展てん開かいを拾い見していた。


　彼女の手には小型のモニター。傍かたわらに控ひかえる忠実な執しつ事じ、ギュンター・ローゼンハイムの手て渡わたしたものである。


「負ふ傷しよう者しやの手当ては速すみやかにしてやれ。脱落者の名めい誉よは予の名において保ほ証しようする。このゲームは見た目ほど楽でも馬ば鹿かげてもおらん、参加するだけでも十分に誇ほこりとしてよいのだからな」


「すべて、御ぎよ意いのままに」


「外の様子はどうだ？」


「てんやわんやにございますな。まさかこのような事態になるとは誰も想像しておりませなんだようで」


「さもあらん。端はなから企たくらみが露ろ見けんしているようではこちらとしても甲か斐いがない」


「とはいえ収拾のつかぬ混乱にまでは陥おちいっておらぬようで。泡あわを食って右う往おう左さ往おうする者が大半、主しゆ筋すじの助すけ太だ刀ちをするために突とつ入にゆうする者がちらほらと。ですが混乱に乗じた復ふつ仇きゆう行こう為いや私し怨えん晴ばらしに及およぶ輩やからは今のところ出ておりません」


　その点もヒルダがあらかじめ手を打っていた。ゲームの開始に前後して配下の手勢を残らずこの地に集結させ、にらみを利かせたのである。


　以前からひそかに国内入りさせていた手勢に加え、今日という日に備そなえて本ほん拠きよ地ちたる欧州から大量に人員を引っ張ってきている。その総勢は、この丘おかに集つどっている十氏族とその連れん枝しの合計をはるかに超こえていた。


「審しん判ぱん役やくは中立でなければならず、ゲームを滞とどこおりなく進行する義務を負う。特定の者の肩かたを持ったりはせぬし、ルールを逸いつ脱だつした輩も見み逃のがさぬ」


「すると、シュンゴさまが途と中ちゆうで脱落するやもしれませんが」


「奴やつにその能のう力りよくがなければそうなろう。言ったはずだ、力なき者にその資し格かくなし、と」


「厳きびしゅうございますな」


「この予もまた、望むものすべてを手に入れられるわけではない。ゲームの参加者たちと等しくな。審判役が己おのれの肩をもってどうする」


「ヒルダお嬢じようさまもまたリスクを負っていると？」


「……予の仕事は状況の解決にある。だがそれが必ずしもめでたい解決に至るとは限らん。そもそもこの状況、たとえ予がそう望んだとて、すべてを把は握あくしてコントロールしきれるものではない。予は神ならぬ身、能力以上を為なそうとするのは身の程ほど知らずであろう。だが……」


　ふふ、と金髪の少女は笑う。


　その微び笑しようは彼女の普ふ段だんに似にず、少しやわらかく優やさしげで、


「予は未来の夫に、その程度の期待はしてよかろう？」


「御意にございます」


　深々と一礼する執事にひとつうなずいて、少女はひとりごちる。


「走れ、走れ、愚ぐ者しやどもよ。存ぞん分ぶんにもがき、あがくがよい。駆ける力すらなき者には、何ものをも手にすることはできぬのだから」
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　時間は不ふ可か逆ぎやくなものである、という。


　あたりまえだ。いちど過ぎ去ってしまった時が誰かの都合でころころ戻もどったり進んだりしては、この世をお創つくりあそばした神さまも面めん目ぼく丸つぶれ。か弱くて小さき人間たちは神さまの面目をせいぜい守り、不都合でドラスティックならざる一方通行の道を不平たらたら進むしかない。過去発・未来行きの片道切きつ符ぷを握りしめ、途と中ちゆう下車の許されぬ特急列車に乗り、自分たちの意思よりはるかに大きな何かの思おも惑わくに沿って生きるしかない。





　失われた時間、というものがあるとする。


　それはおおよその場合、『後こう悔かい』と彫ほられた烙らく印いんを押されて持ち主の手を離はなれ、手の届かぬはるか後方まで流れ去っていく。


　神ならぬ身にとって、それはどうもがいても、どうあがいても、どう駄だ々だをこねても、二度と手を触ふれられない。


　なかったことにはできない。


　くしゃくしゃに丸めて水に流してしまうこともできなければ、シュレッダーにかけて粉々の紙くずにして火をつけて燃ふやしてしまうこともできない。


　そいつをどうにか毒どく消けしし、未練が許容できる範はん囲いに引き上げ、笑い話の種のひとつにでもするためには。


　現在の充じゆう足そくをもって贖あがなうか──あるいは記き憶おくを抹まつ消しようするしか、ない。





　──峻護は駆ける。


　連戦に次ぐ連戦、疾しつ走そうに次ぐ疾走。手も足もどこもかしこも悲鳴を上げ始めている。レースの先頭に位置するプレッシャーも半はん端ぱではない。必ず後続からは的まとにされ、なおかつ立ち止まることを許されない。


　だがそれがどうした？


　泣きごとを言ってる場合じゃない。多くの人々の助力を得て初めて、ここまでたどり着くことができたのだ。


　立ち止まることはできない。


　ましてやリタイヤなど許されず、負けることはもってのほか。


　峻護は、勝ち取らねばならない。


　真っ先にゴールを駆け抜けて──月村真由を見つけ出し、そして、そして。


　……そして、どうするのだ？


「ここで出くわしたか」


　横から声。


　あわてて急ブレーキをかけ、構えを取る。


　だが遅おそい。


　完全に不意をつかれた。声の主に峻護を強きよう襲しゆうする意図があれば、このタイミングでその初しよ撃げきをかわすのは不可能。少しでも受け身の取りやすい姿し勢せいをとり、ダメージの軽減を図るしか手が──


「残るに値する者が残るべくして残った、というわけか。であれば君もまたその資格を有している者のひとりなのだろう」


　怖おそれていた一撃はいつまでたっても来なかった。


　すわ奇き襲しゆうか、と血の気をなくしている峻護とは対照的に、声の主はあくまで泰たい然ぜんと近づいてくる。


「何日かぶりだな。先日はろくなもてなしもできず失礼した」


「……北条、義宣」


　うめく。ここへきてこの人物と鉢はち合あわせるのか。


　舌打ちしたい気分だった。


　峻護とてある程度は腕に覚えもある。北条家の当主が経営的・政治的手しゆ腕わんのみならず、並なみ々なみならぬ使い手であることはひと目みた時から理解していた。疲ひ労ろう困こん憊ぱいした今の自分で果たして勝てるものかどうか。


　いや、おそらくは凌しのぎ切るので精せい一いつ杯ぱい。交戦を避さけるのが最上、最悪でもここはどうにかしてやりすごし、先に進むことを考えねば。


　……だが緊きん張ちように身をすくませる若者を尻しり目めに、義宣は害意どころか戦意すら感じさせぬたたずまいであった。


「戦やるのかね？」


　峻護の険けわしい眼まな差ざしを真まっ向こうから、余よ裕ゆうを持って受け止めて、義宣が問うてくる。


「……おれの前に立ちふさがるのであれば」


「ふむ」


　イエスともノーともつかない返答。


　奇き妙みようであった。


　対たい峙じする者の気力を否いや応おうなく削そぎにかかってくるような、強きよう烈れつな覇は気きは相変わらず。だがしかし今の義宣には、その覇気を剣つるぎに変えて峻護を切り刻きざもうとする意思はないように見える。むしろ食事を終えた獅し子しが、小犬にきゃんきゃん吠ほえ立てられてまとわりつかれ、迷めい惑わくそうにあしらっているような雰ふん囲い気きさえあった。


（どういうことだ……？）


　と思わざるを得ない。


　この男もまた、ヒルダの用意した舞ぶ台たいに上がったからにはレースの勝者となることを目もく論ろんでいるはずだった。


　であれば、目の前の若わか造ぞうに対していくらでもやるべきことがあるのではないか。


　巧たくみに弁べん舌ぜつを弄ろうして懐かい柔じゆうし、味方につけるよう試みるもよし。あるいは消しよう耗もうした峻護を一撃の下に粉ふん砕さいし、障害をひとつ潰つぶしておくのもよし。いずれもこの男であれば十分可能なはずではないか。


　思いのほか長い沈ちん黙もくがあった。


　峻護としては、先を取られたこの状況で自ら動くのはためらわれる。


　義宣は有ゆう毒どくの蔦つたのように周囲を這はう覇気でもって峻護の動きを牽けん制せいしてはいるのだが、それ以上はどうこうしようとせず、むしろどこか居い心ごこ地ちの悪そうな表情すらその鋭するどい眼がん光こうの裏に見え隠かくれしている。


　ラチがあかない。


　なんの策さくもなかったが、ここで足止めされるままになるよりはいい──そう考えて峻護が口を開こうとした時、


「私は──」


　まるでそれにおっかぶせるような間の悪さで義宣も口を開いて、


「そこまでにしてもらおうかしら」


　第三の声。


「弟に妙みようなこと吹き込まれちゃたまらないわ」


「姉さん!?　それに美樹彦さんも！」


　悠ゆう然ぜんたる足取りで現れた二ノ宮涼子はしかし、警けい戒かいも戦意も露あらわであった。うしろにつづく美樹彦が苦にが笑わらいを浮かべるほどに。


「……残るに値あたいする者が残るべくして残る、か」


　義宣は、炎ほのおを撒まき散らすような涼子の眼光にもまるで動じず、


「であれば貴様も残って当然ではあるな。ここでまみえるのは偶ぐう然ぜんのいたずらにしても」


「峻護」


　姉は敵対者を睨にらみつけたまま、


「こいつはわたしの獲え物ものよ。わたしに譲ゆずってあんたは先へ行きなさい」


「わかった。そうさせてもらうよ」


　迷まよいなくうなずいた。


　この姉ならそう言ってくるだろうと思っていたし、それよりなにより彼女は二ノ宮涼子なのだ。身勝手でいつも心配させてくれるし面めん倒どうごとばかり持ち込んでくるけど、峻護がもっとも信しん頼らいを寄せるたったひとりの姉なのだ。


「……記憶は戻った？」


「いや。全部はまだ」


「そう」


　言って、涼子はコンマ数ミリだけくちびるの端はしを吊つり上げたように見えた。


　それはたぶん、他の誰が見ていてもそれとは気づかぬ、峻護にしかわからない微び笑しよう。


「答えを見つけに行きなさい峻護。どんなものでもいいわ、あんたが自分の手でもぎ取ってくるべき答えをぶんどってきなさい。話は全部そのあとよ」


　みなまで聞かず、峻護は動き出していた。


　さらなる奥を目指して真まっ直すぐに、全速力で。


　それこそが今の彼に選べる、最良の答えであったはずだから。





「──ようやくこの時が来た、というべきでしょうね」


　弟に向けた微笑とは一転、涼子は腹はらを空すかした獣けもののような笑みを剝むき出しにして、


「北条さん。あんたのそばには護ご衛えいひとりいないし、ましてやここはセキュリティ漬づけの北条家でもない。こっちもあんたも身ひとつの裸はだか一いつ貫かん。さあ、決着をつけようじゃないの」


「ヒルデガルトの仕組んだ下らぬルールによれば」


　一方の義宣はあくまで冷れい徹てつ。


「参加者の勝利条件は、私を打だ倒とうすることではなかったはずだが。貴様らは先に進まなくていいのかね？」


「冗じよう談だん。真由ちゃんの件に関しては、もうわたしたちの出る幕まくじゃない。ヒルダの後ろ盾だてもくそくらえだわ。めんどくさい十氏族のあれこれも、この国の覇権なんかも、今はどうだっていい。今のわたしの仕事は」


　ぱしんっ


　拳こぶしと手のひらを打ち合わせて、


「あんたのひん曲がった根こん性じよう叩たたきなおしてやることだから」


「下らぬな。まだしも金髪の小娘の遊びに付き合っていたほうが有ゆう益えきだが……」


　視線を走らせる。


　月村美樹彦がすでに、義宣の退たい路ろを断たつ位置に動いていた。


「ご心配なく」


　涼子とは対照的な、ごくやわらかい笑みで、


「僕は一いつ切さい手を出しませんので。出すと涼子くんに殺されますから」


「下らん。私を打倒したいのであれば数の有利を生かすべきだろうに」


「あなたを打倒する目的であればもっと別の方法をとりますよ。これはただのケンカ、それも一対一のタイマンですから」


「理解しがたいな」


　義宣は鼻ですら笑わない。


「下らぬ、としか評しようがない。このような茶ちや番ばんになんの意味がある」


「いいんですよ、茶番だろうと僕にとってはそれで。なにせストレスのたまりっぱなしな状況がつづきましたからね。いい加か減げんここらで相あい棒ぼうのガス抜ぬきをしておかないと、八つ当たりのとばっちりが僕のほうにきてしまうんです」


「……美樹彦。あんたそういう目でわたしを見てたわけ？」


「おや不満かな？　まっとうな状況認識だと思うんだが──」


「よかろう」


　つまらなげに、しかし確かに義宣はうなずいた。


「下らぬといえば、そもそも事の初めから下らぬことばかりだったのだ。貴様たちの土ど俵ひように乗るよりなにより、ヒルデガルトの手のひらの上に乗らぬことが肝かん要ようであったのにな。茶番に巻まき込こまれた者にふさわしく、望みどおり茶番に付き合ってやる」


「ごたくが長いわね。年寄りはこれだから」


「ならば試してみるがいい。貴様の言うとおりの年寄りかどうか」


「言われなくと、もっ──！」


　踏み込んだ。


　鋭するどい。


　ほとんど体重を感じさせない、羽毛がゆっくり宙を舞まうような、それでいて鉄てつ槌ついのひと振ふりのごとき破は壊かいのエネルギーを秘めた歩法から、小こ細ざい工くも何もない真正面からの崩ほう拳けん。


　長年の相棒である美樹彦ですら「ほう」とちいさく感かん嘆たんを漏もらした。


　ためにためた鬱うつ憤ぷんを一気に解とき放はなった、何かの爆ばく発はつのような初撃。コンクリートの壁かべぐらい簡単に打ち抜きそうなそれをまともに受けては一撃で勝負が決まる。ここはどうにかしてかわすか、あるいは威い力りよくを削そぐかして対たい処しよするしか、


「ふむ。見事だ」


　──まともに受け止めた。


　あれだけの威力がこめられた拳を、さすがに両手ではあったが、しかし義宣はその場を一歩も動かず、きっちり受け止めて見せたのだ。小細工も何もなく、真正面から。


「次はこちらの番だな」


「────!?」


　つぶさに見ていたはずの美樹彦にも定さだかでなかった。


　いったい義宣が何をどうしたのか──受け止められた拳を軸じくに、涼子がくるりと一回転したのである。


　やられた側の涼子もまた、何がどうなったのかわからなかったようである。回転しながらおどろきに目を見開き、しかしそのまま手をこまねいていては顔面から思いっきり床ゆかに叩きつけられるコースであることを悟さとり、あわてて身をひねった。


　ずどん


　鈍にぶい音と震しん動どうをともなって、涼子は背中から床に落ちる。


　そこから先の動きが冴さえていた。


　普ふ通つうなら心しん肺ぱいへのダメージで一いつ瞬しゆん行動が止められるはずであり、そこへ義宣がとどめの一いち撃げきを見み舞まえば早くも勝負ありである。


　だが涼子はほとんどタイムラグなくダメージから復帰。みぞおちめがけて振り下ろされる掌しよう底ていをかろうじて避よけると、そのまま飛び跳はねるピンボールのような動きで間合いを離はなし、死地から辛からくも逃のがれる。


「腕を上げたな」


　獲物を逃したこともさして頓とん着ちやくしてない様子で、義宣。


「まともに投げられていればその時点で関節が抜けていただろうに、うまく逆さからわずに宙を跳んだか。その後の受け身もいい。かつての貴様を想定して動くと痛い目をみることになりそうだ」


「……わたしだってねえ、人の見てないところではけっこう努力してんのよ」


「であれば私にも同じことが言えるだろう。貴様らに恭きよう順じゆんの態を示している間、私がひとつのところに留とどまっていたとでも思うか？」


「ま、そりゃそうよね」


　獰どう猛もうな笑えみはいよいよ鋭く、しかしさっきまでほのかにあった余よ裕ゆうは消し飛んでいる。


「ああちくしょう、相変わらずやりにくい相手だわ。こういう当て身タイプって苦にが手てなのよね……」


「助力を申し出るなら今のうちだよ涼子くん」と美樹彦。「やはりこの御ご仁じん、単独であっても恐おそろしく手ごわい。さすがにかつて『神精にもっとも近い男』と呼ばれただけのことはあるよ」


「年寄りどころか今がまさに旬しゆん、って感じね。でも手ぇ出したらぶん殴なぐるわよ？」


「そう言うと思った。まあ君の好きにするといいさ、初めから僕もそこはあきらめてる。それにふたり掛かりで攻せめ立てたところでこの御仁に勝てるかどうか──」


「さて。お互たがい肩慣らしはこのくらいでいいだろう」


　割って入る義宣。


「茶番を長引かせるつもりはない。お前の望む決着とやらをつけようか、涼子」


「ええそうね」


　深呼吸ひとつ。


　あらためて仇きゆう敵てきを見み据すえた涼子にはもう、迷まよいも隙すきもない。


「わたしだってこれ以上長引かせるつもりはない。覚悟してもらうわよ──義に兄いさん」





　　　　＊





　未来は無限大だと思っていた時期がある。


　誰しもそうだろう。前進だけを知り、成長だけを知り、光だけを知る子供たちにとって、未来が有限であるなどという発想は思いもよらぬはずである。


　前進だけではなく後こう退たいが、成長だけではなく退化が、光だけではなく闇やみもまた、人の傍かたわらにそっと寄より添そって死ぬまで離れることがないという事実を、子供たちは知らぬまま生きるのだ。





　その無知を罪つみと呼ぶのは酷こくにすぎる。


　生まれた時から完成されているわけでない以上、未完成であることを誰が責められよう。


　だって欠けたものが多いほどまた、長い道のりの先で手にするものも多いはずだから。





　子供にとって未来は無限大。


　過去を、記き憶おくを失ったとて、そのことに気づかないでいられる限りにおいては、彼らにとってそれは絶対の真実。


　彼らの行く先はいつも燦さん々さんたる光に満ちあふれていていいし、そうあるべきだ。


　それが正しい姿すがたである、と思う。





　さて、子供はそれでいい。


　でも、いつしか子供ではなくなってしまった者たちにとってはどうなのだろう？


　未来は無限大か？　否いな。


　無知を罪であるとするのは酷か？　否。


　未来イコール可か能のう性せいではなくなった彼らには、また別のルールが適てき用ようされるはずである。





　無知であったならまだいい。


　だが気づいてしまったからには。


　くしゃくしゃに丸めて水に流してしまったものが、シュレッダーにかけて粉こな々ごなの紙くずにしてしまったものが、もしあるとするなら。


　それはやはり、取り戻もどさなければならないものではないのか？





　でもそれは本来、くしゃくしゃに丸めて水に流すことも、シュレッダーにかけて粉々の紙くずにしてしまうこともできないはずのことで、ならばそこには何か意味があるのではないだろうか？


　ひょっとするとそれは、どこぞの神さまのご慈じ悲ひによって、忘れていることができているものではないのか？


　そんなものを、地層に埋うまった化石を掘ほり返すみたいに莫ばく大だいな労力を使って取り戻したところで、そこにちゃんと幸せは待っているのか？　化石とちがって展てん示じしておくべき博はく物ぶつ館かんすらないのに。


　それとも幸せになるだとか不幸になるだとかは関係なく、義務としてそれは取り戻さなければならないものなのか？


　これは弱気と臆おく病びようの表あらわれなのか？　それともまっとうな判断？


　峻護にはわからない。


　ただ──悪い予感だけが、先へ進むごとにずっと強くなっていくのだけは、わかる。





「ああ。やっと来たね」


　予感のひとつが現実となって現れた、というべきなのか。


「待ちくたびれたよ。もうちょっと早く来るものと思ってたんだけど」


　おどろきはなかった。


　むしろ心のどこかで予想していたような、いやそれ以上に確定した事こと柄がらとしてすら考えていた気もする。


「遅おそくなりました──と言うのも妙みようですが、そう言っておきます。保坂先せん輩ぱい」


「うん。元気そうで何よりだよ二ノ宮くん」


　この男の笑顔は変わらない。


　出会ってからずっと、峻護は彼のこんな顔ばかり見ている気がする。


「やっぱり、どいてはもらえませんか？」


「そうだねえ。たぶんぼくは、ぼくのあらゆる立場からみても君を通すわけにはいかないと思うよ？　北条家の使用人として旦だん那なさまに雇やとわれる身としても、北条麗華の従じゆう者しやとしても……そしてひとりの男としても、ね」


「北条先輩と婚こん約やくしたと、聞きました」


「うん。お嬢じようさまは今じゃぼくのものだね。あ、気が早いとか言わないでよ？　実際近い将来そうなるんだから」


「保坂先輩が主しゆ導どうしたんですよね？　その婚約の話」


「そのとおり」


「なぜ、そんなことを？」


「愚ぐ問もんだなあ」呆あきれ笑いで、「お嬢さまを愛してるからに決まってるじゃない」


「……知りませんでした。保坂先輩が、まさか」


「知ってたら譲ゆずってくれたのかい？」


「…………」


「ねえ二ノ宮くん」


　ゆっくり近づいてくる。


　峻護は構かまえを取りつつも、動かず。


「君はまだずいぶんと中ちゆう途と半はん端ぱだね。まだ周りに流されるまま動いてる。状じよう況きようがそう仕向けなければ、たぶんこの場にも立ってなかったと思うよ」


「…………」


「君はお嬢さまが好きなの？　それとも月村さんが好き？　どっちがほしい？　何を手に入れたい？　君の望みは何？」


「おれは──」


　緩かん慢まんな動きが突とつ如じよ変わった。


　鋭い踏み込み。低い姿勢。まるで細剣術フエンシングの突き込みのような。


　緩かん急きゆうの妙みよう、並みの使い手に繰くり出せる一いち撃げきではなく、並みの使い手に捌さばき切れる一撃でもない。


「へえ」


　感かん嘆たんの声。


　半円を描えがくようにかわし、逆に反撃の手しゆ刀とうを繰り出してきた峻護への賞賛である。


　保坂は峻護の渾こん身しんの手刀を、白しら刃は取どりの要よう領りようで──ただし人差し指と中指の二本だけで受け止めたまま、


「やるね。ちょっと甘あまく見ていたかな」


「くッ──」


　返しの後ろ回し蹴げり。


　峻護は跳とび退すさってかわし、距きよ離りを取った。


（やっぱり強い）


　かつてこの付き人と拳を交えた時、峻護は完かん敗ぱいを喫きつした。


　淡あわい期待がないわけではなかったが、やはりこの少年の腕うではさびついてないようだ。いや、むしろ磨みがきが掛かっている。


「ふむ」


　一方の保坂は、峻護の動きを吟ぎん味みするように目を細めて、


「君、強くなってるね。でも妙だな……最初に戦ってから、まだそう日は経たってない。この短期間で劇げき的てきに変化するような要素は何もなかったはずだけど。気合と覚かく悟ごの差？　いや、それでもやっぱり説明できないな……それどころか逆に、気合も覚悟もない中途半端きわまりないメンタルのはずなんだけど」


　ひとりごち、ひとり納なつ得とくしたようにうなずく。


「まあいいや。どっちにしたって君をこの先には行かせられない──というより、君には行く資し格かくがない」




[image: ]


「……通して、もらいます」


「無理だね。流されるまま動いてる君には、ぜったい負けない」


　じりっ、とにじり寄るように、今度は峻護のほうから間合いを詰めていく。


　対する保坂は逆に、だらりと両手を下げた格好で相手の出方を待つ構え。


「せいっ！」


　一いつ気き呵か成せい、真正面から踏み込んだ。


　そのまま左フック──と見せかけてダッキング、背中を見せつつ半回転、後ろ回し水面蹴りへ移行──


　するのを読まれていた。


　小こ柄がらの細ほそ身みに似にぬ、重い下段蹴りが顔面に向かって打ち込まれるのを、峻護の動体視し力りよくはつぶさに捉とらえている。


　捉えてはいるが、間に合わない。





　吹っ飛んだ。





　　　　＊





　宙を舞まいつつも、涼子はすぐに意い識しきを引き戻していた。


　手放しかけた意識を強ごう引いんに握にぎりこみ、首輪をつけて手なずけ、主人が誰であるかを叩き込んでやる。


　暗転しかけた視界が戻ってきた時には冷たい床ゆかが目の前まで迫せまり、それでもかろうじて両手を伸ばし、着地。


　衝しよう撃げきをバネに変えて跳とび退すさり、敵てきに向き直りつつさらにバックステップ。ここまで体勢を崩くずされてはいったん間合いを取らざるを得ず、しかし容よう赦しやなく追い討うちの突つき、蹴けり。


「くッ──」


　それもどうにかしのぎ切り、今度こそ間合いを取った。


「ふう」


　したたる汗あせを拭ぬぐい、息を整ととのえる。鍛きたえぬいたはずの五体は、ギリギリの攻防の応おう酬しゆうを経へて早くもあえぎを上げ始めていた。


「このクソタヌキ……ほんとに四十歳さい超こえてんの？　サバ読んでんじゃないでしょうね」


「もしそう見えていたのなら、それもまた義宣氏の術じゆつ中ちゆうということだろうね」


　毒どくづく涼子に美樹彦の感想。


「僕らの想定をはるかに超えて、北条義宣という人物は複ふく雑ざつ怪かい奇きで老ろう獪かい。内面の読み取れない男だ。その表面はフェイクだらけ、偽ぎ装そうで人生を固めているとさえ言っていい。おまけに騙だましのテクニックも最上級とくれば、まあ僕たちみたいな若わか造ぞうがペテンにかけられるのも無理はないかな」


「あんたもそのペテンにかけられている方でしょ美樹彦。したり顔で解説してんじゃないわよ」


「ごもっとも」


　いけしゃあしゃあと微笑する相棒に舌打ちしつつ、涼子は獲え物ものに向き直る。


　義宣は自然体で佇ちよ立りつしたまま。息が乱れていないのはもちろん、その場をほとんど動いてさえいなかった。


「しぶといな。実にお前らしいよ涼子」


　いささかも乱れていない淡たん々たんとした声。


「私と秋あき穂ほとの結婚にも、お前は最後まで頑がん強きように反対していたな。式場にまで殴なぐりこんできたのにはさすがに呆あきれたが」


「最初っから気に食わなかったのよ、あんたのことは」


　じり、じり、と間合いを詰つめつつ吐はき捨てる。


「陰いん気きで無ぶ愛あい想そうで、そのくせ野心は人一倍で……大口叩たたくだけのハリボテだったらまだ可か愛わいげもあったでしょうに。実力は人に十倍して確かとくるから余計に腹が立つんだわ」


「その実力を、秋穂は認めていたのだろう。でなければ私と結ばれようなどとは思わなかっただろうしな」


　一いち撃げき必ひつ殺さつの死地にまでじわりと接近してくる義ぎ妹まいに、義宣はしかし顔色ひとつ変えない。


「当時のお前はまだ五歳さいそこそこだった。ひとり立ちにはまだ早すぎる妹を残して嫁とつぐには覚悟が要いっただろうが、それでも秋穂は私を選んだ。姉が認めたものをお前は認められんか？」


「認めてないわけじゃない。気に食わないし腹も立つけど、あんたの実力はむしろだれより認めてるわよ。政治も経営も手しゆ腕わんは確か、おまけにこうして殴り合いしてても強いだなんて、むしろ反則なくらいだわ。それより何より──あんたも言った通り、あんたは姉さんが選んだ男なんだから」


「では何が不満だ？　お前はなにゆえ私に牙きばを剝むく？　十氏族の処しよ遇ぐうについて対立したからでも、私がお前たちに敵てき対たいしたからでもあるまい？」


「……たぶん、たったひとことあれば十分だったんでしょうよ」


　死地に踏み込む一歩手前。


　涼子は足を止め、表情を消し、真まっ直すぐに義兄を見み据すえて、


「たったひとこと──妻を、娘を、愛している、ってね」


「もちろん。愛しているとも」


　激げき発はつした。


　渦うず巻まく火か炎えんのような破は壊かい力りよくを秘めた飛び込みから、滅めつ多た打うちに打だ撃げきを繰くり出す。


　拳こぶし、肘ひじ、膝ひざ、果ては頭突きまで、まさしく荒あれ狂くるう嵐あらしのような。


　後先考えない、ガス欠になってもまだ動いていそうな、そのまま酸さん欠けつでぶっ倒たおれそうな、まるで爆ばく弾だんを腹はらに巻いて敵てき陣じんに突っ込んでいくような、そんな特とつ攻こう。


　三十秒つづいた。


　驚きよう嘆たんすべき数字である。チャンピオンクラスのボクサーですら、トップスピードのラッシュを続けられるのはせいぜい十秒そこそこであろうに。


　それでもさすがに三十秒以上は続かず、涼子はいったん回転を止めた。


　ぜい、はあ、ぜい、はあ。


　せわしなく酸素を補ほ給きゆうしつつ、敵意を殺意に引き上げたぎらつく目つきで宣せん告こくする。


「あんたやっぱブッ殺すわ。ふざけやがって」


「何が気に入らんのだ」


　捨て身の猛もう攻こうをさすがにすべては受けきれず、あちこちにあざを作りながら、しかし義宣はまったく表情を変えずに、


「お前が言う通りにしたはずだろう。今この場に限ったことではない、かつて何度も私は同じことを口にしたはずだが？　時に私はお前の前で涙なみだを流し、妻を失った悲しみと後こう悔かいをつぶさに語ったこともあったではないか。聡そう明めいな娘むすめをいかに愛いとおしく思っていたか、何度も語ったであろうに」


「薄うすっぺらいおためごかしは虫むし酸ずが走るのよクズ野や郎ろう」


　べっ


　血まじりの唾つばとともに涼子は吐はき捨て、義宣は「ふん」と鼻を鳴らす。


「思えば、お前だけは私の欺ぎ瞞まんを初めから見み抜ぬいていたな。他の者は皆みな、誰だれひとり、お前の言う『おためごかし』には気づかなかったというのに」


「は。他の連中の目が腐くさってるだけよ。わたしにはわかる。あんたはどうしようもないろくでなしで、姉さんだってきっと、あんたと一いつ緒しよにならなければ死ぬこともなかった」


「そうかもな」


「地じ獄ごくに落ちろクソタヌキ」


　踏ふみ込こんだ。


　速い。


　すでに疲ひ労ろうがピークに達しているにもかかわらず、涼子のそれはこれまでで一番の鋭さだった。


　義宣が受けに徹てつし、すべてを捌さばき切ってくるなら、こちらはそれ以上の速度と威い力りよくで小ざかしい狙ねらいを粉ふん砕さいしてやる──そんな激げき烈れつな意思が表あらわれた、会かい心しんの踏み込みだった。


「────!?」


　目を丸くした。


　涼子と同時に動いたのだ。受けに徹していたはずの義宣が、涼子より先に、涼子よりもなお速く。


　意い表ひようをつかれた。間に合わない。


　がづん


　鈍にぶい音を立てて視し界かいに火花が散った。


　女だろうと義妹だろうと容よう赦しやなかった。顔面にカウンターの突つき一発、教科書のお手本のような見事さで突き刺ささる。


　もう何度目になるか知れぬ、短い空中遊泳を経へて、涼子はコンクリートの壁に激げき突とつ。


　それでも地に伏ふせず、両足できっちりもちなおした粘ねばり腰ごしはさすがというべきか。


「いい一発だったわ。活かつを入れるにはちょうどいいわね」


　がくがく笑う膝を叱しつ咤たしつつ強がってみせるが、厳きびしい一撃なのは明らかだった。まともに動ける時間は残りわずかだろう。


　であれば、手をこまねいている涼子ではない。


　時間がないなら今すぐ動く。時間切れになるまで動きつづける。それが彼女の流りゆう儀ぎ。


　ふたたび突とつ進しん。単調ながら最短距きよ離り、最大効こう率りつで拳が放たれる。


　ばっちり顔面に吸い込まれるタイミング。受けの達人たる義宣であればまずは初撃をやりすごし、次なる一手を繰くり出してくるはずで──


　何もなかった。


　ノーガード。


　涼子の拳はその軌き道どうを描えがくままに義兄の鼻面に吸い込まれ、ひどく重くて鈍い手ごたえが拳に伝わる。


　と同時、どてっ腹ぱらに火を噴ふくような痛みが走った。


「ぐ……あ……っ！」


　うめき、身体をくの字に折ってよろめく。


　だが相手もただでは済すまない。ダウンこそしてないものの、先ほどの涼子と同じようにがくがく震ふるえる膝を叱しつ咤たして、義宣はかろうじて立っていた。


　まさかの打ち合い。一撃必殺のカウンターの応おう酬しゆう劇げき。


　もう何も考えられなかった。


　こうなった以上、戦術も何もない。本能に従って五体をふるうのみ。


「──────！」


　無む謀ぼうきわまる殴なぐり合いが始まった。


　涼子は声にならぬ咆ほう哮こうをあげ、義宣はそれでも表情を変えず、ただひたすら相手の身体めがけて自分の身体を打ち付けていく──。





　　　　＊





「ぼくが初めて麗華お嬢さまと会ったのは忘れもしない、十二年と三か月と四日前のことなんだけど」


　ひどく懐なつかしげに保坂が目を細める。


「北条家を陽ように陰いんにささえる保坂家の嫡ちやく男なんとして生まれたぼくは、物心つく前から修しゆ行ぎようの日々だったのね。まあその頃ころのぼくは基本、保坂家のことしか知らないし、子供ってのはそうやって育っていくものなんだってごく当たり前に考えてたけど。でもそれを差し引いてもそれはそれは厳しい毎日でさ。どうしてこんな厳しい毎日を送らなきゃいけないのかって、内心ではずっと不平たらたらだったなあ」


　あはは、とあっけらかんに笑って、さらに続ける。


「それでね、まあほどほどのところまで鍛きたえられてくると、そこで初めてご主人さまとの対面、ってことになるんだよ。ぼくはその日初めて北条家の敷しき居いをくぐった。いずれ北条家の子し息そくに仕えることになるのは聞かされてたけど、その相手がどんな人なのかは聞かされてなかったからね。いったいどんな人が出てくるんだろう、って色んな意味で期待してた。その当時のぼくは自分に相当自信を持っていて、多少の才能を鼻にかけるところがあったからさ。仮かりにもこのぼくの上に立つんだ、しょぼい奴やつが出てきたらどうしてくれよう──みたいな感じで、ずいぶんえらそうな気分でいたよ。もちろん実際には土ど下げ座ざして平へい伏ふくして、額ひたいに畳たたみの跡あとをつけてたんだけど」


　ようやく意い識しきがはっきりしてきた。


　見れば、保坂は壁に背をあずけて腕を組み、天てん井じように語りかけるような格好で昔むかし話ばなしを紡つむいでいる。


「で、そこに麗華お嬢さまが登場したわけ。長ったらしい口上のあとでぼくはようやく顔を上げたんだけど……いや、恐おそれ入ったね。ほんの子供でしかないぼくにさえひと目でわかった。これはとんでもない宝石の原石だってね。当時のお嬢さまは能力的にも精神的にも、どこのどれをとっても未み熟じゆくで、ぼくよりも数段レベルが下だった。未完も未完、誰がみたってそこらの石ころと見分けがつかない感じのね。ぼくだって、自分でもよく説明のつかないカンが働かなけりゃぜったい気づかなかった。ともあれお嬢さまはぼくの想定してた以上の高得点をたたき出した上で、ぼくの主になったわけだ。ラッキーだったと思ってるよ。どうしようもないろくでなしの主人に仕えなきゃいけない場合だって、当然ありうるわけだからね。でもってその後はぼくのカンが正しかったことがどんどん証明されていった。お嬢さまはごく短期間で頭角を現しはじめて、周りのほとんどの人間がおどろいてたね。そのころお嬢さまの才能を見抜いてた人間はほんとに少なかったんだと思う。まあお嬢さまのやる気をぼくが上う手まくコントロールしてた、ってのもあるけど……あ、これ自じ慢まんね？　まあそんなこんなで、その当時はとても順調だった。ぼくにとって一番幸せな時期だったのかもね」


　声のトーンが変わった、と感じたのは気のせいだろうか。


　気のせい、かもしれない。少なくとも峻護の耳は、保坂の声に何らの変化も聞き取ってはいない。


「でもその後、あるきっかけがあって、お嬢さまはさらに何倍も何倍もすごい人になっていった。きっかけ、っていうのがどんなものか君は知ってるはずだけど──って、あれ？」


　素すっ頓とん狂きような声。


　保坂が演えん技ぎではない驚おどろきに目をまん丸にして、こちらを見ている。


「びっくりした。まだ立ち上がれるんだ？」


　こっちのセリフだ、と峻護は思う。


　なにしろ他ほかならぬ自分がいちばん驚いているのだから。


　よくぞこの状じよう況きようで立ち上がれるものだ。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの上に満まん身しん創そう痍いの重ね塗ぬり。たぶん、ヒルダを相手に大立ち回りを演じた時よりもさらにさらに最悪の状況だった。


　でも当然だ、とも思う。ここで立ち上がらなくてどうする？　ここで立ち上がらなければ、二ノ宮峻護という男のどこに存在価値がある？


「下へ手たすれば命に関かかわるぐらいこてんぱんにしたつもりなんだけどなあ。そもそも意識があるとも思ってなかったよ……いやあ恥はずかしいなあ。話すつもりもなかった昔話を聞かれちゃった」


　しかし立ち上がってどうする？　とも思う。


　善ぜん戦せんした。


　何発も何発も入れた。


　だが、それだけだった。


　何発も何発も何発も何発も食らい、そして峻護はいま両足で立つのがやっとなほどに消しよう耗もうしきっている。連戦の不利など言い訳にならない。勝つか負けるか、先へ進めるか進めないか。峻護も保坂もそれしか問題にしていない。


「じゃ、とどめを刺しておこうかな」


　保坂も無む傷きずではない。少なくとも奥おく歯ばと前歯が一本ずつは折れてるはずで、右鎖さ骨こつと左橈とう骨こつのあたりも折れるかヒビが入るかしているはず。


　だが、それだけ。対する峻護はもう、数えるのもバカらしいほどの裂れつ傷しよう、打だ撲ぼく、骨折、その他もろもろを全身に受け、とてもじゃないが目の前の強きよう敵てきと渡わたり合えるだけの余よ力りよくは残っていない。


　たったひとつの方法を除いては。


「ふうん？　そうくるか」


　一歩二歩と迫せまってきていた保坂が足を止めた。


　半はん身みになって腰こしを沈しずめ、上半身をひねり、握にぎりこめた右こぶしを思い切って引いた体勢で、敵てき手しゆたる男を睨にらみつける。


　あたかも引き絞しぼられた弓ゆみを連想させるような、そんな構かまえだった。


「カウンターの一撃にすべてを賭かける、ってわけね。こっちの目から拳こぶしを隠かくすような体勢は、間合いを測りにくくする居い合あいの要領ってことか。正しい判断だね。今の君に採とれる最良の戦術、というよりそれしか選せん択たく肢しがない。でも──」


　困ったように肩をすくめて、


「そんな受け身の一手でいいのかな？　だってそれ、ぼくが君に手を出さなけりゃどうにもならないでしょ。だったらぼくは、ここでじっとしてればいい。ぼくには時間がいくらでもあって、一分一秒を争うのは君のほうだと思うんだけど……ちがうかな？」


　ちがわない。


　この先にいるはずの真由は明日をも知れぬ命。おまけにヒルダのゲームに乗った参加者たちが賞品たる真由を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。峻護は一刻も早く障しよう害がいを排はいし、前に進まなければならない。


　だが。


「……オーケー、君の読みは正しい。誘さそいに乗るよ」


　そう言って再び近づいてくる保坂。


「ぼくはたぶん君を、二度と立ち直れないくらいこてんぱんに、徹てつ底てい的てきに潰つぶさなければ──君の心を二度と使い物にならないほどきれいに折らなければ、一歩も先へ進めないんだ」


　お互たがい小こ細ざい工くはなかった。


　一瞬後にはすべてが決まる。峻護はもとより、保坂にもまた、すべてを賭けた一撃を受けてなお立ち上がれる余力は残っていまい。


　敵が、近づいてくる。


　精神が研とぎ澄すまされていく。決死の覚かく悟ごを起き爆ばく剤ざいに奮ふるい立ち、怖こわいほどに峻護の五感が感度を増ましていくのが、わかる。


　──敵が必殺の間合いに入るまで、あとコンマ３秒。


　やはり右鎖骨と左橈骨の負ふ傷しようが響ひびいているようで、保坂の動きにはほんのわずか、その部分をかばうような仕草が見られる。とはいえそれはほとんど誤ご差さの範はん囲い、彼の一撃は相変わらずの手て堅がたさで峻護を沈めに掛かるだろう。


　──敵が必殺の間合いに入るまで、あとコンマ２秒。


　だがその誤差の範囲こそが勝敗を分ける。お互いに逆さか立だちしてタイトロープを渡るみたいな、ギリギリの領りよう域いきで戦っている今であればなおさら。


　──敵が必殺の間合いに入るまで、あとコンマ１秒。


　保坂の視線は峻護のあご先に固定されている。だがおそらくそれはフェイク。真の狙ねらいは──おそらく、みぞおち。どう狙ってくる？　蹴りで？　肘で？　いや、拳だ。負傷の度合いが最も影えい響きようする拳で勝負を決めにきた──この勝負に賭かける保坂の覚悟はいかばかりか。


　ゼロ秒。


　峻護が動く。


　まったく同時、保坂もねらい澄ました打だ突とつを放った。


　感かん嘆たんを禁じえない、見事な突つきだった。重心の移動、体重の乗せ方、すべてが芸術作品のように美しく、だがしかし。





　一いつ閃せん。
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「ようやく終わったようだな」


　暗がりから現れた人ひと影かげに、美樹彦は特段おどろきを示さなかった。あらかじめ気け配はいを察していたからではない。頃ころ合あいをみて顔を出すのではないか、となんとなく想像していただけである。


「やあヒルデガルト殿でん下か。わざわざご足そく労ろうですか」


「うむ。予はこのゲームの主しゆ催さい者しやであり、裁さい定てい者しやでもあるゆえ」


　忠実なる執しつ事じを引き連れた金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみは鷹おう揚ようにうなずいて、


「それにおそらく予は、裁定者だけでなく解説者としての役割も負うことになるであろうからな。であればこうして出で張ばらんことには始まるまい」


「解説者、ですか」


「うむ。いやはやまことに面めん倒どうだ。予は、予の一生分の勤勉さを、今日この日のうちに使い果たすのではあるまいか」


　天を仰あおいで嘆たん息そくし、それから足元に視線を移して、


「それでどうだ？　こやつらの気は済すんだか？」


「ええ。どうやら」


　床にふたりの人物がいた。


　もう指一本動かせない、という感じで、涼子が仰あお向むけに転がっている。普ふ段だんは泰たい然ぜん自じ若じやくとして揺ゆるぎのない義宣ですら大の字のありさまだった。むろん、お互たがいに散々なズタボロであるのは言うまでもない。


「……気が済んだ、ってどういうことよ」


　じろり、憎にく々にくしげに見上げてくる涼子に、ヒルダはふふんと鼻を鳴らして、


「言葉どおりの意味だが？」


「気なんて済んでない。まだ終わっちゃいないわ」


　震ふるえる肘ひじを突ついて起き上がろうと試み、しかしあっさり失敗に終わってまた転がり、いよいよ忌いま々いましそうに、


「ああくそ、貧ひん弱じやくな身体からだねまったく。もうちょっとでタヌキオヤジをこてんぱんにできたっていうのに」


「……とまあ、こういう相あい棒ぼうですので」


「ああ。貴様も面倒な相棒を持ったものだなミキヒコ」


　かかか、と笑ってから、表情を消して涼子を見下ろし、


「ほんとうに愛してないと思うか？」


「……何がよ」


　答えず、


「ヨシノブよ。貴様ほんとうに妻を、娘を、愛してはいないのか？」


「ああ」


　微び動どうだにせず天てん井じようを凝ぎよう視ししていた義宣が、初めて口をひらく。


「愛してなどいない」


「アキホの余よ命めいは、端はなからいくばくもなかったと聞いている」


　やはり答えず、ヒルダは唐とう突とつに言った。


「もともと身体は弱かったようだが、それを医者に宣せん告こくされたという事実はない。だが自分自身のことだ、他ならぬ当人はよく承しよう知ちしていたのだろう。路ろ傍ぼうに人知れず咲さく小さな花のようだった女が、突とつ如じよとして精力的に行動するようになったのは、つまりそういうことなのではないか」


　涼子も、義宣も、美樹彦も口を挟はさまない。


　ヒルダはまるで一いつ幅ぷくの物語を読み上げるように、朗ろう々ろうと続ける。


「アキホはそのことを、夫たるヨシノブに伝えたはずだ。たとえ自分の不利になるやもしれぬとて、そういう隠かくし事のできる女ではなかったようだしな。それを承知でヨシノブは嫁よめに取り、そしてアキホは長くもない命と引き換かえに新たな命を送り出した。……ここまで話したことが事実と食い違っていれば、遠えん慮りよはいらん。申し立てるがいい」


「…………」


　無言。


　ヒルダはさらに続けて、


「話を変えよう。娘のレイカは、中身も外見も父親から多くを受け継ついだようだ。外見についてはひと目で知れるし、中身は予ですらまずまず感心するほど聡そう明めいである。妙みようなところでやたらと不ぶ器き用ようではあるが、そんなところも父親にそっくりだな」


「……私が不器用だと？」


「ああそうだともヨシノブよ。貴様ほど不器用な男もざらにはおるまい。なるほど、外側だけ見れば貴様は器用な男だ。どんなことも大たい抵ていは他人より上う手まくこなせるし、その気になればいくらでも如じよ才さいなく他人と付き合える。だがそもそもいつ、何をきっかけに貴様はそうなった？　知らぬとは言わさん」


「…………」


「それに真実器用な男であれば、どうして今日に限っては予の手のひらの上に乗る？　なぜ、自分の得意な土ど俵ひようから出てリョウコとの殴なぐり合いに応じる？」


　義宣はやはり無言。


　美樹彦は壁に背をもたせかけ、微笑ほほえみつつまぶたを閉とじて。


　涼子はわずかに目を瞠みはり、傍かたわらの仇きゆう敵てきを見つめながら。


「まだあるぞ。そんな貴様と瓜うり二つの娘は、ほとんどの面において聡明だ。その聡明さが貴様の欺ぎ瞞まんを見抜いているかどうかはさておいて、レイカは一度でも貴様の愛を疑ったことがあるか？」


「……私の欺瞞を見抜けぬのであれば、疑いのあるなしなど意味はあるまい。それにいかに聡明であれ、常に聡明さを発はつ揮きすることができるとは限らな──」


「ヨシノブよ。貴様は妻を、娘を愛していないのではない。己おのれを憎にくんでいるだけだ」


　金髪の姫君の声は叱しつ声せいでも怒ど声せいでもなく、しかし雷らい鳴めいのようにその場を圧した。


「何もできなかった己を憎み、責め立て、後こう悔かいし続けているだけなのであろう。妻を失わずに済んだのではないかと、もっと別のやり方があったのではないかと──そして長じるにつれ、そんな貴様にますます似にてくる娘の内に己の姿すがたを見、嫌けん悪おしているだけであろう。己への憎しみの強さはすなわち愛情の強さの裏返し。それ以外になにがある？」


「は！　馬ば鹿かげた話だわ！」


　転がったまま涼子がわめく。


「そんな上等なもんじゃないわよこのクソ野郎は！　愛なんていう高等な感情、こんな冷血野郎にわかるわけ──」


「人のことが言えるか馬鹿者」


　一いつ刀とう両りよう断だん。


「リョウコよ、貴様とヨシノブは実の兄きよう妹だいでもないのにそっくりだな。大抵のことは小器用にこなすくせに、肝かん心じんなところでは阿あ呆ほうのように不器用……貴様、姉を失った悲しみと後悔を、ヨシノブになすり付けているだけであろう？」


「なっ──」


「これほどまでに己を痛めつけている男が愛を知らぬわけあるか。いいかげん認めてやれ。こういう男だからこそ、貴様の姉も残り少ない人生を託たくそうとしたのだと」


「ちがう！　こいつは、この男はそんなんじゃ──」


「そうか」


　ヒルダではない。


　その声は、並ならんで大の字になっていた義宣の口から漏もれていた。


「そうだったのか」


　まるで探し求めたものがすぐ手元にあったことに初めて気づいたような、長らく疎そ遠えんにしていた友人にひょっこり道みち端ばたで出くわしたような、そんな声だった。


「私は愛していたのか。秋穂を、麗華を。そうだったのか……」


「ば、ばっかじゃないの!?　何いまごろ気づいてんのよあんた！」


　ほとんど悲鳴に近い声。


　力尽つきていたはずの身体のどこからそんなエネルギーをかき集めたのか、涼子はほとんど跳はねるようにして飛び起き、義兄の胸ぐらを摑つかみあげる。


「あんた、愛してるって一度でも姉さんに言ったことある!?　ないでしょう!?　なのに姉さんはいつもあんたのことばかり話してて、そういう時の姉さんはいつも幸せそうで、なのにあんたは、そんなだからあんたは──」


　声が詰つまった。


　両目に大おお粒つぶの涙なみだが浮うかび、ぎゅっとまぶたを閉じると共にあふれ出す。


「ほんとはわかってたわよっ、わたしだって！　誰のせいでもない、誰が悪いわけでもない、わかってたけど、でも、でも……ッ」


　あとはもう、言葉にならなかった。





　涼子は、義宣が秋穂を殺したと信じた。


　義宣は、自分が秋穂を殺したと信じようとした。


　そんなわけがないと、ほんとうはふたりともわかっていたのに。





　涼子が泣き崩くずれ、美樹彦が相棒の肩を抱だき、義宣はいつまでも天井を見上げている。


　そしてその時にはもう、金髪の姫君の姿はない。
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「……けっきょく譲ゆずったのか」


　ふいに響ひびいた声に、保坂はわずかに首を持ち上げた。


　そこに見慣れた人物の姿を確かく認にんして、どうにか微び笑しようしてみせる。


「やあしのぶ。来てたんだ」


　同どう僚りようでもあり幼おさななじみでもある少女は、まるでいつもと変わらぬ表情で近づいてきて、保坂の傍らに膝ひざをついた。


「見てた？」


「ああ」うなずいて、「見てた。あそこから逆転するとはな」


「正直ぼくも驚いた。あの状態から最後の最後であの一撃……十分すぎるほど警けい戒かいしてたつもりだけど、それでもまだ甘あまかった。さすがは二ノ宮くん、って言っておくしかないね」


　ほとんど身動きの取れぬ相棒の具合をざっと眺ながめて、しのぶは可能な限りの応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこしていく。


　保坂はされるがままに任まかせつつ、苦笑いして、


「けっきょくは、二ノ宮くんよりぼくの方こそ中ちゆう途と半はん端ぱだったのかもね。お嬢さまの気持ちも大事にしたくて、でも自分の気持ちも捨てられなかった。何年も何年もずっとそうやってきて、ここへきて我が慢まんできずに勝負に出て、でもってやっぱり負けちゃった感じかな。半端な覚悟じゃ勝てないよね、楽な相手じゃないんだし」


「二ノ宮峻護に勝てなければ婚こん約やくは破は棄き、という約やく束そくになっていたと聞いた。それも旦だん那なさまが出した条件ではなく、おまえから言い出したことだとな、光みつ流る」


「ありゃ。知ってたのか」


　さらに深くなる苦笑い。


「旦那さまには感かん謝しやしてるよ。本来ならありえない婚こん姻いんを、それでも前向きに進めてくれたんだ。どういう思おも惑わくであろうと、ね」


「大馬鹿野郎が」


　吐はき捨てる。本気で憤いきどおっている声だった。


「本気で勝ちにいくつもりなら、いくらでも二ノ宮峻護を上回れる手段はあったろうに。これでお前は名実ともに麗華の従じゆう者しやのまま、永久にその立場は変わらないだろう。それをまるで……」


「そんなつもりじゃないよ。中途半端で甘かっただけ。なるべくしてぼくは退たい場じようすることになったんだと思う。ほんとうに譲ったつもりはないんだ、ぼくは」


「光流……」


「これでよかったと思うよ。お嬢さまを幸せにできるのは二ノ宮くんだけなんだから」


　思いのほか強い語調で保坂は主張する。おそらくこの少年は本気でそう思い、そしてそれがまた事実でもあるのだろう。


　だからこそ、しのぶはやりきれない。


「ところでしのぶ、そのお嬢さまはどこに？　てっきり君がお嬢さまのそばについてると思ってたんだけど」


「ついてはいたが、許しをもらって離はなれた」


「……困ったねそれは。いくらなんでもこの状況でお嬢さまひとりというのはまずくない？　十氏族の荒あらくれ連中に捕つかまって手て荒あらなことをされないとも限らないよ？　しのぶらしくもない」


「他ならぬその麗華が許したんだ、問題ない。自分ひとりで何とかなるという見込みがあるんだろうし、実際麗華の腕ならそう遅おくれも取らないだろう」


「うーん、だからと言っても……」


　難なん色しよくを示す相棒に構わず、


「それより光流。お前が二ノ宮峻護に負けたことを知る者は、この世に数人しかいないわけだ」


「そりゃそうだろうけど、それで？」


「黙だまってればわからない。その事実が旦那さまに伝わらなければ、婚約破棄には及およばないだろう。そうすればお前と麗華にはまだ芽がある」


　なに言ってるんだ、という顔をして、保坂は実際口に出してもそう言った。


「なに言ってんのしのぶ。そんなのできるわけないって。たとえ二ノ宮くんに口止めしたところで、あの金髪のお姫さまのことだ、そういうのもきっちり把は握あくしてるよ」


「それもわたしがなんとかしよう」


「なんとかって、どうやってさ？」


「どうにかして」


　ハァ、とため息。


「どうしたのしのぶ。今の君は変だよ。ムチャなことばかり言って」


「ムチャは承知だが、実現させたい。わたしはお前のことを愛しているから、お前に幸せになってほしいんだ」


　気負いもなにもない、さらりとしたひとことだった。


　それゆえに、それだからこそ、保坂の目を点にさせるほど驚かせたのだ。


「…………口にして言ったのは初めてだね」


「そうだな。わたしもようやく肩の荷が下りた気分だよ」


　ふふ、と笑う。言葉どおりに肩の力が抜けた、普ふ段だんのとげとげしさをまるで感じさせぬ、意外なほどやわらかい声だった。保坂ですら聞いたことのないほどの。


「たったこれだけのことに、わたしは何年かけてきたんだろうな。麗華の不器用さをいつも歯がゆい思いで眺ながめていたが……わが身を知れ、というやつだ」


「ぼくが好きなのはお嬢さまだよ？」


「知ってるさ」


「ぼくはお嬢さまに一生ついていくよ？」


「それも知ってる」


「あきれた。お嬢さまより長い付き合いだけど、しのぶがこんなバカだとは気づかなかった」


「あきらめろ光流」


　にやり、少女は笑う。


　悪い女に引っかかってご愁しゆう傷しようさまだな、とでも言いたげに。


「なんと言われようとわたしの気持ちは変わらない。変えようもない。お前が麗華の幸せを考えるように、わたしもお前の幸せを願う。なあに、お前は別に変な責任を感じなくていいんだ。なにせこれは、わたしがひとりで勝手にやってることだからな」


「やれやれ……」


　特大のため息をついてから、保坂は笑った。


　それはまさしく相棒が覚かく悟ごを求めてきたとおり、きれいさっぱりあきらめた顔だった。


「さて、っと……」


「立てるか？　肩を貸そうか？」


「だいじょうぶ。まだそこまでヤワじゃないよ」


「どこへ行く？」


「北条家、じゃないのは確かだね」


「居られないか」


「さすがにね。それにどうせ、どこへ行ったってついてくるんでしょ？」


「もちろん」




[image: ]


　病院直行、入院コースでもおかしくない少年は、それでも気き丈じように胸を張って──いや、見み栄えを張って。


　少女はそんな少年から半歩おくれて、しかしいつでも支えられるようにと気き遣づかう様子で。


　ふたり並んで、通路の闇やみへと消えていく。
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『覚えておいて二ノ宮くん』


　先を目指して駆ける峻護の背中に、敵手だった少年はそう声をかけてきた。


『ぼくは倒せても、君はまだ自分自身に打ち勝っていない。これだけは忘れちゃいけないよ──覚悟のない男に、この先へ進む資格はないってことを』


　覚悟がない？


　そうかもしれない。いやそのとおりだろう。


　わけもわからずただひたすら前に進んでいる、それが今の二ノ宮峻護だ。目的はあれど明確なビジョンがあるわけでなく、勝算があるわけでもない。


　状況に流され、押し出されるようにして動いている。このまま座ざして待てば必ず失われるものがある、それゆえに動いている。


　必死である。いっぱいいっぱいである。


　覚悟もへったくれもない。でも動かねば、いま動かねば。


　ひどい胸むな騒さわぎがある。なんだろう。この嫌いやな予感の正体は一体？


　いや、やめよう考えるのは。考えたってわかりはしない。


　この先に何が待っているのか？　ゴールした先に何があるのか？


　そんなもの知らなくていい。


　たどりついた者のみがそれを目にし、手にする。資格なき者が何を言っても無意味、檻おりの中できゃんきゃん喚わめいている犬と同じ。


　手にしてから言え。手にしてから考えろ。


　でなければ必ず機を逸いつする。手て遅おくれになる。


　走れ、走れ。走れ、走れ、走れ、走れ──


　やや開けた場所に出た。


　直感する。


　踏とう破はした距きよ離り、体内時計が告つげる時間の経過。


　おそらくはこのあたりが最深部。


　戦いの果て、祭りの終わり。


　新たなる未来が、あるいは失意が、待ち受ける場所。


　そして。


「やはり来ましたか」


　邂かい逅こうの、場所。


　前方に佇たたずむひとつの影かげ。


「ひさしぶりね──ネギ男」


　二ノ宮峻護と北条麗華。


　十年ぶりの『再会』だった。




　其の三　しあわせなひとたち







「…………北ほう条じよう先せん輩ぱい、ですよね？」


　ずっと会いたかった、語り合いたかった少女を前に、しかし峻しゆん護ごは背中に冷たいものが這はう感覚を抑おさえられない。


「ええもちろん、わたくしは北条麗れい華かよ。他の誰だれだというのかしら？」


　まさしく他の誰かではないか、と一いつ瞬しゆんうたがったのだ。


　それほどに彼女は変わり果てていた。


　見た目上の変化はほとんどない。いくぶんやつれたように見えるし、目元にも薄うすく隈くまが浮ういてはいるが、しかしその程度の差である。


　だが、内面からにじみ出るものがまるでちがった。


　なんと表現すればいいのか。


　美しさについては変わりない。すらりとした手足、肉感的ではないが怖こわいほど均きん整せいのとれた、あたかも精せい緻ちな人形細ざい工くのような麗美さには、いささかの曇くもりもない。


　だが以前は、そんな人工物じみた中に生命力の輝かがやきがあった。誰よりも何よりも強く激はげしい、多少の陰かげがあったとしても圧あつ倒とう的てきに大量の光で根絶しつくしてしまうような、そんな輝きが。


　それがない。


　いやむしろ反転したというべきか。


　今の麗華を彩いろどるのは陽性の輝きではない。暗く湿しめった、鬱うつ々うつとした陰いん影えいだ。


　まるで絶望と悲ひ哀あいの渦うず、その中心に立ち、葬そう送そうの詩しい歌かでも詠よんでいるような──それでいて見る者を引き込み、引き付け、沼ぬまの底まで連れて行きそうな、凄せい絶ぜつな美しさをにじませている。


　誰かに似にている、と思い、そしてすぐに気づいた。


　もうひとりの北条麗華に似ているのだ。


　だがそれも当然か。彼女たちは一心同体であり、ふたりでひとりである。しかも今の北条麗華はすべての記き憶おくを取り戻もどしているはずだから。


「この先に月つき村むら真ま由ゆがいるはずですわね」


　絶句している峻護をよそに、令れい嬢じようはぽつりと言った。


「あの子に先に会えるのは、わたくしとあなたのどちらかしら」


「……どういうことです？」


　麗華の言う意味がわからなかった。


　本来であればおかしなことを、彼女は言ってるはずである。


「先に会うも何も、おれと北条先輩がいっしょに行けばいいじゃないですか。だって先輩は、神しん精せいである月村さんを使ってどうこうしようとか、ヒルダさんの後ろ盾だてがほしいとか、そういうことを考えてるわけじゃないですよね？」


「ええ。考えてませんわね」


「だったらふたりで行きましょう。ふたりで月村さんのところへ。だって、おれと先輩が競きそい合う理由なんて何もないはずですよね？」


　麗華は答えない。


「……おれといっしょに行かず、ひとりで行くとして……先輩は、それでどうするつもりなんです？　何をするつもりなんです？」


　麗華は答えない。


　代わりに懐なつかしそうに目を細めて、


「楽しかったわね、十年前は」


「はい、楽しかったです。十年前、おれと先輩と月村さんとで過ごした日々……ほんとうに、楽しかった。だから、できることならまた、十年前みたいに──」


「思い出したのかしら？　あの頃ころのこと」


「はい」


　美み樹き彦ひこから渡わたされた手紙のことを明かし、そこに書かれた『事実』も手て短みじかに語って聞かせ、


「思い出すきっかけは、ずいぶん前からあった気がしますけど……あの手紙をきっかけにおれにもいろいろあって……そしてたくさんのことを思い出した。先輩と交わした約束のことも」


「そう」


　淡あわい微笑ほほえみ。


　だがそれは、十年間ものあいだその言葉を待ち続けた少女の顔ではなくて。


「教えてください先輩。おれはまだ、すべては思い出せていないんです。十年前、いったい何があったんですか？　おれと先輩と月村さんの間に……いったい、何が」


「たぶん、大したことではなかったのよ」


　ふふ、と令嬢は笑う。まるで何かひどく呆あきれることでもあったみたいに。


「そう、ほんとうに大したことじゃなかったんだわ。今にして思えば──」





　　　　×　　×　　×





　その日もひどく暑い日だったと記き憶おくしている。


　十年前のある一日。


　麗華は例によって北条家を抜ぬけ出し、おんぼろアパートへ向かっていた。


　大玉の桃ももをみっつ、大事に抱かかえていた。無数にあるコネのひとつを伝つたって手に入れたもので、知る人ぞ知るとある農園の中でも、その年最高に出来のいい玉だという触ふれ込こみの代しろ物ものだった。


　生まれのよさを事あるごとにひけらかしていた麗華だが、それが本当はあんまりかっこよくないことも十分知っていたので、口に出して言うほど峻護や真由に財ざい力りよくの差を見せ付けることはなかった。むしろその逆ぎやくで、彼らの前ではなるべく質しつ素そ倹けん約やくを心がけるようにしていたのを憶おぼえている。


　だから、その桃は特別だった。


　麗華がごくまれに自分に許ゆるす、おんぼろアパートへの差し入れ。


　いかに高級品とはいえ、ただの桃。だけど麗華にとってはされど桃。


　途と中ちゆう何度も想そう像ぞうした。


　甘あまい甘い汁しるが口の中に広がるところを。あるいはそれを味わった峻護がたわいもなくはしゃぐのを、あるいはそれを味わった真由がシケた顔のまま黙もく々もくと食べ続けるのを想像して、道すがら麗華はずっとにやにや笑っていた。


　──まだ、何も疑うたがってなかったのだと思う。


　幸福な日々は永えい遠えんに続くものだと──未来は永久に明るいままだと、無む邪じや気きに信じきっていたはずだ。


　なのにどうしてだろう。


　おんぼろアパートの一室まで一息に駆かけてきた麗華が、いつもの無ぶ遠えん慮りよさを発はつ揮きしてドアを開け放はなたなかったのは。


　虫の知らせ、としかいいようがない。


　何だろう。


　何かが違ちがう気がした。


　いつもと変わらないドア。いつもと変わらない廊ろう下か。


　セミの声。うだる空気。目を刺さす光と、コントラストを描えがく色の濃こい影かげ。


　何も、変わらない。


　気のせいだと思い直して、ドアノブに手をかけた。


　──別にノックのひとつもすればよかったのだ。


　そんなの今さら気き恥はずかしくて、それになんだか他人行ぎよう儀ぎな気もして、おんぼろアパートを訪問する時はいつも乱らん入にゆうに等ひとしい感じだったけど、本来なら礼れい儀ぎ作法は十分以上に身につけているのである。ここで北条家の令れい嬢じようとしてあるべき振ふる舞まいに立ち戻ったところで、何の不ふ都つ合ごうもないはずだ。


　なのになぜ、ノックをしなかったのか。


　何も知らなかったはずなのに、何も気づいてなかったはずなのに、やはり心のどこかでは感づいていたのだろうか。それを確かめねばならないと、頭の片かた隅すみで誰だれかがささやきでもしたのだろうか。


　今でも思う。


　あの時、ひょっとしたら自分は、もっと別の道を選べたのではないか、と。


　知らぬままでいたほうが幸せだったのではないか、と。


　それはひょっとして、慈じ悲ひ深い神さまが与あたえてくれた最後のチャンスだったかもしれないのに。


　──ドアを勢いよく開けた。


　第一声は最初から決めていた。『桃を持ってきましたわよ！』と、シンプルにそれだけを宣せん言げんするつもりだった。あたかも鬼おにの首でも取ってきたような顔で。


「桃を持ってきま──」


　途と中ちゆうまでしか言えなかった。


　部屋には峻護と真由がいた。


　壁かべにもたれるようにして座すわっていた峻護、その上に覆おおいかぶさるようにして真由。


　くちびるとくちびるが、重かさねられていた。


　事故とか偶ぐう然ぜんにちがいない、と信じようとしたはずである。


　かつて峻護と真由がニアミスを起こしかけたことは何度かあって、そのたびに麗華は頭にツノを生はやして怒いかり狂くるったものだ。だがそれも、事故とか偶然なのだとひと目見てわかったからこそなのだと、そのとき思い知らされた。


　真由がくちびるを離はなした。


　目が、合った。


　確かにそのはずである。なのに、麗華は真由がどんな顔をしていたか覚えていない。あるいは強きよう烈れつな夏の日差しが逆光になっていたのか、それとも茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた脳のうが記憶能力を一時的に失しつ調ちようしていたのか。


　思う。


　してやったり、という顔だったのだろうか？


　あるいはまずいところを見られてしまった、という顔だったのだろうか？


　いやちがう。


　きっとあの女は、いつものようにほとんど表情を動かすことなく、麗華に見られてしまったという事実をただただ受け入れたのではないか──そんな、気がする。


　その後のことは覚おぼえていない。


　自分はその時なにをどうしたのだろう？


　悲ひ鳴めいをあげたのか。それとも気を失ってその場に崩くずれ落ちたのか。あるいは一時の空くう白はくをおいて、逆さか巻まく嵐あらしのように怒り狂ったのだろうか。


　覚えていない。


　すべてを思い出したはずの今でも、その時の記憶は完全に抹まつ消しようされている。


　ただ、空白を経へたあとの自分が何をしたのかは、わかる。


　逃にげたのだ。


　なりふり構かまわず、後も見ず、がむしゃらに、ひたすらに、ただただ逃げたのだ。


　現実から。事実から。真実から。


　友人だと、親友だと信じていた少女に裏うら切ぎられたことから。幸せでたまらなかった日々、永遠につづくと思っていた日々が終わりを告げたことから。


　すべてに背せを向けた。


　まぶたを閉とじ、耳をふさぎ、決して本当のことが自分に追いついてこないようにした。


　そして麗華はもうひとりの北条麗華を作り出したのだ。




[image: ]


『その日』の記憶だけでなく、月村真由が絡からむ一いつ切さいの記憶すらも切り離はなし──あとにはきれいなままの北条麗華だけが残った。ただ一いち途ずに峻護のことだけを思って日々努力する、いじらしくて健けな気げな少女だけが。


　ジャンクとなった記憶は、新たに作り出した人じん格かくにすべて投げ出して。





　──それが、北条麗華の罪つみ。


　誇ほこり高き少女の、決して拭ぬぐえぬあやまち。


　なんたる卑ひ怯きよう者だろう。よくこれで他人に偉えらそうなことを言えたものだ。かつて何度も何度も麗華は叱しつ咤たし、あるいは激げき励れいしてきたはずである。数多く居る部下たちや後こう輩はいたち、あるいは峻護や真由に対してもまた、さんざん口うるさく言ってきたはずである。


　どの口で言うか、というやつだ。


　そんな資格、北条麗華のどこを探してもありはしない。


　他ほかならぬ自分こそが最悪の惰だ弱じやく者、軟なん弱じやく者であるというのに。


　麗華は決して許すことができない。


　誰よりも何よりも、この自分自身を。


　怒りがある。己おのれの身を炎ほのおであぶって焼き焦こがしたくなるほどの、身もだえするような、歯は軋ぎしりするような、強烈な怒りが。


　このままではいられない。


　取り戻さなければ。あるべき自分の姿を。なにがあっても、絶対。でなければ北条麗華という人間は、何をもって拠よって立つところにするというのか──





　　　　×　　×　　×





「……ね、大したことではないでしょう？」


　語り終えた麗華が微び笑しようする。


　まるで深い森の洞どう穴けつに咲さく、真しん紅くの百ゆ合りのような微笑みだった。


「どこにでもある話、めずらしくもない感情のもつれ──ありふれた色いろ恋こい沙ざ汰たがあっただけ。とても仲のよい三人組がいて、三人のうちひとりは男の子、ふたりは女の子だった。そして女の子はふたりとも同じ男の子を好きになった。語ってみれば、ほんとうにたったそれだけのこと」


　知らぬ間に握にぎりこめたこぶしが、嫌いやな汗あせにまみれていた。


　沈ちん痛つうさにくちびるを嚙かみながら峻護は思う。


　淡たん々たんと表情を変えずに語っていたが──十年前、その瞬間の麗華の心しん境きようはいかばかりだったろう。


「不ふ思し議ぎでもなんでもないわ、むしろ当たり前すぎるくらい自然のことでしょうね。幼おさないとはいえ異い性せいと同じ部屋で暮くらして……それにあなたは子供とは思えないほど大人びていて、魅み力りよく的てきで。それで惹ひかれないほうがどうかしてるわ。気づかなかったわたくしのほうがバカだったというべきです」


「…………」


「バカではあったけど……でも、信じていた」


　麗華の語り口はひどく落ち着いていて、ただ事実だけを余すところなく、客観的に語っているのだと知れる。


　だからこそ逆に、それゆえにいっそう切なく響ひびいて、峻護の心をしめつける。


「何よりあの子はわたくしの親友だった。誰だれよりも大事な女の子……いつもわたくしより一歩前を進んでいて腹立たしかった、そのくせ妙みように不ぶ器き用ようなところもあって、でもやっぱり無ぶ愛あい想そうで何考えてるのかわからなくて、いつも言葉足らずで本心がよくわからなくてイライラしてばかりだったけど……それでもやっぱりいちばんの親友。いちばんの親友と、いちばん好きな男の子と……三人で過ごす日々は、ほんとうに楽しかった。そんな日々がずっと続くと信じて疑わなかった」


　峻護は目をそらした。


『その言葉』を口にする麗華の顔を、とても見ていられなかった。


「それが一いつ瞬しゆんでこわれた。二度と元に戻もどらないほど粉こな々ごなに」


　あくまで静かな声だった。


　ひょっとすると彼女にとっては、その事実によって傷きずつくことにはもう慣れきっていて、感覚が麻ま痺ひしているだけなのかもしれなかった。


「わたくしはその事実に耐たえられなかった。情けないほどもろいわたくしの心は、その時ふたつに分かれてしまった。いやな記憶はぜんぶもうひとつの人格に押おし付けて、『わたくしにとってもっともわたくしらしいわたくし』だけを選び取って、わたくしは自分の心を守った。……それが、事のすべてですわ」


　おそらくは語る麗華よりも、聞く側の峻護のほうがより痛みを伴ともなっていたはずである。


　あいまいな記憶や第三者からもたらされる情じよう報ほうではなく、明確な記憶をもった当事者の口から語られる事実。


　わかってはいても、もう取り戻せないとは知っていても、失ったもののなんと大きいことか。


　……でもなんだろう。なにか、引っかかる。


　麗華の語った『事実』に、どこか違い和わ感かんを覚えるのだ。


「……十年前のその日、月村さんはもう神戎かむいとして覚かく醒せいしていたんでしょう。そして強力な精せい気き吸きゆう引いん能のう力りよくを発はつ揮きした彼女によっておれは死の境さかいをさまよい、結果として記憶を失うことになった。これは、わかります。でもどうしておれだけでなく、月村さんも記憶をなくしたんでしょう？　それに男性恐きよう怖ふ症しようになったのはどうして？　人格がふたつに分かれたのはなぜ？」


「あの子だって自分のしたことは自覚してたでしょうから。あなたの精気を根こそぎ奪うばい、瀕ひん死しの憂うき目にあわせてしまったとあれば、奈な落らくの底に落ちるほどの衝しよう撃げきを受けて当然。その事実に耐えられず、人格を分ぶん裂れつさせて記憶を遮しや断だんすることで自じ我がを保ったのでしょう。わたくしの場合とは逆に、あの子はもうひとつの人格のほうを表おもてに出して、自分は裏側に引っ込んだようだけど。男性恐怖症は遮断しきれない後こう悔かいの表出、あなたには男性恐怖症を覚えないで済すむのも、かつての記憶の残ざん滓しが影えい響きようしているから……そんなところではなくて？」


「……ほんとにそういうこと、なんでしょうか？」


「一見矛む盾じゆんするようですが、人間理り屈くつだけで成り立っているわけではありませんわ。現にわたくしもあなたも矛盾のかたまりでしょうに」


　たしかにそうかもしれない。


　でも、何かが引っかかる。


　もちろん麗華が噓うそをついているとかそういうことではない。


　何だろう？　おれは何に納なつ得とくしていないんだ？


「……やっぱり月村さんに訊ききましょう。彼女ならきっとすべて知ってるはずだ。いまの月村さんは、十年前のオリジナルの人格が表に出ているはずですから」


「ええ。そのつもりですわ」


「だったらいっしょに行きましょう。ふたりでいっしょに月村さんのところに行って、それでぜんぶ訊き出しましょう」


「…………」


　麗華は答えない。


　そのことが峻護に、どうにもならないほど嫌いやな予感を覚えさせる。


「勘かん違ちがいしないでね。わたくしはあの子の横よこ恋れん慕ぼを許せないわけじゃないの。幼くたって男と女ですもの、そういうことだってあるでしょう。わたくしだってその程度の分別はありますわ」


「だ、だったら──」


「あなたもですわよネギ男。月村真由に、惹かれていたのでしょう？」


　今度は峻護が黙だまる番だった。


「無理もないわ。だって、女のわたくしだってあの子のことが好きだったもの。欠点もたくさんあったけど……でも月村真由にはそれ以上の長所がたくさんあった。無口で無愛想で無表情で、一見したら根ね暗くらなだけの子だったけど、でも誰より輝かがやくものをもっていた。ましてあなたは、あの子とずっと一いつ緒しよにいたのだから。わたくしよりもずっと長く、ずっと近いところで、あの子を見ていたんだから。でも──」


　首を振ふった。


　さびしそうに、いかにもやり切れないというように。


「いいえ、やっぱりこれはわたくしの狭きよう量りようね。許せないわけじゃないのなら、すべて受け入れてしまえばいい。もう十年も経たったのだから、いいかげん水に流してもいいはずのことと思いますわ。きっと心の底からバカなことなのだと思う。大人気ないとも思う。我われながら不器用だとも思う。でも」


　さらに強くかぶりを振る。


　そして、まるですべてを吹ふっ切ったように淡あわく微笑ほほえんで。


「やっぱりだめね。このまますべてをなかったことにして、また十年前みたいに振ふる舞まうことはできませんわ。これは許す許さないの問題ではないのです。わたくしは──」


　だけど何なん人ぴとたりとも自分の判断に口は出させない、とでもいうような強い調子で。


「ケリをつけなくてはならない。そうでなければ、一歩も前に進めない」


「────っ」


　絶句するしかなかった。


　北条麗華は、その透とう徹てつな知性で、すべてを見通しているはずである。


　どれが愚ぐ者しやの道でどれが賢けん者じやの道か、誰よりよくわかっているはずである。


　その上でなお、愚者の道を選ぶ。


　その心情はいかばかりだろう。


　つらいにちがいない。


　苦しいにちがいない。


　血を吐はき、もだえ苦しみながら、それでも下した決断を、峻護は尊そん重ちようすべきなのかもしれない。


　大好きだった──いや、今では十年前よりもっとずっと大好きな少女を、肯こう定ていして支えてあげるべきなのかもしれない。


　それでも峻護は、引き止める言葉をかけずにはいられなかった。


「未来はひとつだけじゃない。可か能のう性せいはひとつだけじゃない。北条先輩がひとつきりだと信じている道の他にも、道はいくらでもあるはずだ。ちゃんと話し合って、じっくり考えればきっと他の道も見えてくる。それでも行くんですか？」


「ええ。行きますわ」


「こんなこと言いたくないですけど……おれの頼たのみでも？」


「たとえあなたの頼みでも」


「月村さんは、このまま放ほうっておけば死ぬ。先輩だって、月村さんのことが大事なんですよね？　ふたりといない親友だと思ってたんですよね？　それでも行くんですか？」


「行きますわ」


　だめだ。


　どうすればいい？


　どうすれば止められる？　どうすれば彼女が二度と取り戻せない過あやまちを犯おかすのを止めることができる？


「あきらめなさい。確かに高たかが色恋沙汰だし、よくある惚ほれた腫はれたの話だし、どこにでも転がっている安っぽい話でしょうよ。でも、わたくしにはそれがすべてだった」


「そんな、でもそんな──」


「許して欲ほしいとも理解して欲しいとも思いませんわ。ただ、知っておいて欲しかっただけ」


　峻護に背を向けて歩き出す。


　あわてて前に回りこむ。


「……そこを通しなさい」


「嫌です。通しません」


　麗華は困ったように笑って、


「不器用なこと……止めるにしても、もう少しやり方というものがあるでしょうに。ある程度は記憶も戻ったようですし、機転も利きくようになったようですが、まだかつての輝きを取り戻すには程ほど遠とおいようですわね」


「誰からもそう言われて、言われるたびにへこんでます」


「ふふ……でもわたくしは、かつてのあなたも、今のあなたも、変わることなく大好きですわ」


　峻護はふたたび絶句せざるをえない。


　それは、かつての令嬢であれば決して口にはできなかった言葉。


「今いま頃ごろになってやっと素す直なおになれるなんてね。つくづくわたくしという人間は不器用にできているみたい」


　それを口にした意味は、すなわち。


「もしかしたら、この世から消えるのはわたくしの方かもしれないのに」





　止めなければ。


　峻護は決意した。固く固く心に決めた。


　たとえ彼女に恨うらまれることがあっても。


　たとえこの命が失われることがあっても。


　行かせてはならない。


　なにがあっても、ぜったいに、行かせてはならない。


「……ひどい人ね、あなたは」


　一歩、二歩と近づいてきながら。


　困ったように、弱りきったように、麗華は苦く笑しようする。


「本当、ひどい男」


「……どういうことです？」


「だってあなた、さっきから真由の心配をしてばかりじゃないの。この先へ行けばわたくしだってどうなるのかわからないのに……少しはこちらの心配をしてくれてもいいのではなくて？」


「な、なに馬ば鹿かなことを！　あなたのことを心配していないわけが──」


　不意打ちだった。


　猛もう然ぜんと抗こう議ぎする峻護のふところに、ついっと入ってきて、ためらいなく首に腕うでを絡からめてくる。


　温かくて、ひどく甘あまい感かん触しよく。


「────!?」


　口づけ。


　麗華のほうから。


　頭が真っ白になる。


　言葉を失ったのは口を塞ふさがれてるから、ではない。


　あまりに唐とう突とつなそれは、峻護に行動の自由の一いつ切さいを失わせ、そして。


　今度は目の前が真っ白になるような衝しよう撃げき。


「ごめんなさい」


　謝しや罪ざいの言葉を聞きながら、みぞおちに拳こぶしをめり込ませたまま、峻護はあえなく崩くずれ落ちる。


「でも、わたくしは行かなければ」


　無機質な床ゆか面めんが目の前に迫せまってくる。


　どさり、という鈍にぶい音が、自分の身体からだが立てているそれだと気づいた時にはもう、真っ白な視し界かいは闇やみに侵しん食しよくされつつあった。


　足音が聞こえる。


　去っていく。


　行かせてはならない大切なひとが、峻護の元から。ひょっとすると永久に。


　どうにかしなければ、と思う。


　なのにこのくそったれな身体はぴくりとも動いてくれなくて、それどころか意思に反して意識は深い底に沈しずみつつあって、でもどうにかしなければ、どうにかしなければ、どうにかしなければ──


　思いながら、暗転。





　　　　＊





　北条麗華は真まっ直すぐに先を目指した。


　振り返りはしない。


　もう迷まよいはない。


　いや。峻護に引き止められた時、まったく躊躇ためらいが生まれなかったかといえば噓になる。


　だって、やっと少しだけ素直になることができたのだ。


　それに峻護も記憶を大おお幅はばに取り戻し、約束のことも思い出してくれていた。


　愚図だヘタレだとさんざん罵ば声せいを浴びせてきた彼も、近頃はぐっと男らしくなって、十年前の輝きを垣かい間ま見せるようになってきたと思う。


　いずれも麗華が望んでやまなかったことだ。


　何もかも、前よりずっといい方向に変わってるはずだった。


　嫌なことは忘れ、楽しいことだけを考える。


　そういう道も、確かにあった。いや、誰がみたってそちらを選ぶほうが正しい。


　だけど、北条麗華は決着をつけにいくことを選んだ。


　なぜならそれが、北条麗華という女だから。


　馬鹿でも阿あ呆ほうでも愚ぐ劣れつでも、もっとマシなやり方がいくらでもあったとしても。


　自分であり続けることだけは、決してやめてはいけないと思うから。


　でなければきっと、二ノ宮峻護の隣となりに並ならび立つことを、自分自身に許すことができないだろうから。





　──北条麗華は真っ直ぐに先を目指す。


　精せい妙みような記憶力を誇ほこる令嬢には、一度入ってしまえば迷路の構造など一本道も同然。改かい築ちくも増築も多少であれば影えい響きようはない。


　迷うことなく、最大効こう率りつで、最短距きよ離りで踏とう破はしていき、そして。


　外へ出た。


　突とつ然ぜん開ける視界。


　それが迷路の出口、最後のステージ。


　二ノ宮家の洋よう館かんが建たつ丘おかの中腹である。闇に包まれた雑ぞう木き林ばやしを見上げると、梢こずえの隙すき間まから星々が瞬またたいているのが確かく認にんできた。


　いかにもあの金きん髪ぱつのお姫ひめさまらしい──


　麗華は覚えず苦にが笑わらいをもらす。


　二ノ宮家の屋や敷しきの中にも、この丘の周辺にも、十じゆう氏し族ぞくがらみの連中がうようよひしめいているだろうに。もしそういった連中にこの場所が知れればどうするつもりだったのか……いや、それすらも計算の上で、あえてここに決着の場を用意したのだろうか。まったく、裏をかいたといえば聞こえはいいが、ほんとうに人を食っている。


　十氏族たちの前にぶら下げた極ごく上じようのエサ──彼らが血ち眼まなこになって探し求めた女が、まさかこんなありふれた場所にいるなんて。


「心配すんな」


　と、その赤毛の少女は言った。


「何があっても手を出すな、って殿でん下かからきつく言われてる。あたしらはここでじっと指をくわえて見ているだけだ。お前の邪じや魔まはしないよ」


　金髪の姫君の従じゆう者しやのひとり、シャルロッテ・ローゼンハイム。かつて部下に命じてまとめさせた報告によれば、たしかそういう名であったはずだ。意外には思ったものの、なるほど彼女はここにいていい人物である。


　そしてさらにもうひとり。


「あの、北条先輩、その、あの……」


　何か言おうとして口ごもり、けっきょくは何も言えずに俯うつむいてしまった少女。こちらは麗華もよく知っている。綾あや川かわ日ひ奈な子こ、神じん宮ぐう寺じ学がく園えん一年Ａ組所しよ属ぞく。なるほど、彼女もここにいていい人物だ。


　そして最後のひとりは。


「京都の修学旅行以来、ですね」


　木立を背にしてうずくまっていた女が、ゆっくりと立ち上がる。


「あなたが来るんじゃないかと、そんな気はしていました」


　ひどく会いたかった、もう二度と会いたくなかった、この世でただひとりの人物。


「久ひさしぶり、というべきでしょう」


　表情を動かさず、麗華は冷静に応じる。


「先日あなたがまみえたのはもうひとりのわたくし。こうして何もかもを思い出したわたくしと会うのは十年ぶりでしょうに」


「なるほど。確かにそうかもしれませんね。お久しぶりです麗華さん」


「ええ。久しぶりですわね。ほんとうに」


　動どう揺ようを押おし殺してそう言うのがやっとだった。


　だって月村真由は。


　麗華の親友で、この世にふたりといない大切なひとで、ドジで間ま抜ぬけでおっちょこちょいだったけどほんの少し前までは元気いっぱいで、事あるごとにツノつき合わせていがみ合っていたはずの少女は。


　もう、別の誰だれかだった。


　見る影かげもなかった。


　いったいこれは誰なんだろう、と思う。


　知らない誰かが月村真由の名を騙かたって成りすましてるんじゃないか、とさえ思う。


　でもちがう。


　やっぱりこれは、信じたくないけどこれは、あの月村真由なのだ。


　麗華にはわかる。


　どれほどやつれ、病やみ衰おとろえ、やせさらばえたとて、麗華にだけはわかる。


　かつてさんざん自分に辛しん酸さんを舐なめさせてくれた、十年たった今でもなお麗華にとっての高い壁かべになっている女。


　月村真由に、まちがいない。


「あたしを手に入れる人がゲームを制する。ヒルダさんはそう言いました」


　見るからにずたぼろの身体を、しかし思いの他しっかり大地を踏ふみしめて支えながら、


「あたしは伝説的な存在である『神精』であり、すべてをなげうって手に入れる価値があると。あたしを手に入れる人は、より多くのものを手にするだろうと」


　真っ直ぐに見つめ──それだけは十年前といささかも変わらぬ、ひどく透とう徹てつした知性と理性をたたえた瞳ひとみで、月村真由は問うてくる。


「麗華さん。あなたはいちばん最初にあたしの元にたどりついた。決して安くはないコストと、低くはないリスクを負って。そうまでしてあたしの元にたどり着いたあなたは……いったい何を望むんですか？」


　うそだった。


　迷いがない、覚かく悟ごができたなんて大うそも大うそ、たいがいにしろと言いたくなるような大ぼら吹ふきだ。


　真由の問いに、麗華はとっさに答えられない。


「麗華さん。あなたは何を望むんです？」


　再度の問い。


　じっと見つめてくる、ひどく透徹した知性と理性をたたえた瞳を、まともに見ていられない。


　目を逸そらしたい。


　このまま背を向けてどこかへ逃にげ出したい。


　でも、だめだ。


　先送りにしてはだめ、後回しにしてはだめ。


　今、この場でなければ。


　気づかれないよう、静かにゆっくり深呼吸。


　逸らしかけていた目を、ぐいっとむりやり前に固定して、


「ひとつだけ聞かせて」


「なんですか？」


「わたくしのことを友だちだと言ったのは……うそだったの？」


　そういう顔をしたつもりはない。むしろぜったいそんな顔はしていけないと思った。


　でもその時の麗華の表ひよう情じようはきっと、すがるような、懇こん願がんするような、半べそをかくような……そんな表情だったのだろう。


　真由は一いつ瞬しゆん口ごもった、ように見えた。


　もっともこの無表情女のことだ。たとえば鼻の奥おくがむずがゆくなった時でも同じ顔をするかもしれない。


　でも次の瞬間に真由が見せた表情は、疑いようのないほど明確ではっきりしたそれだった。麗華以外の誰が見たって間ま違ちがえようがなかっただろう。


　柳りゆう眉びをやわらげ、目じりを下げ、えくぼを作って。


　月村真由は、笑ったのだ。


　稀け有うなことだった。こんなふうににっこりと、とてもうれしそうに、心から楽しそうに、笑うことができるなんて。


　つい何かのＣＭにでも使いたくなってしまうほど、それは完かん璧ぺきこの上ない、魅み力りよく的な笑顔だった。


「ばかですね麗華さん。なに言ってるんですか」


　諭さとすような言葉にも、麗華はなにも答えられない。呼吸すら止まるほどの緊きん張ちように、いまにも失神しそうになる。事実そうしたほうがはるかに楽になれただろう。


「もちろん、麗華さんはあたしの友だちです」


　……ようやく呼吸を再さい開かいできた。


　胸をなでおろすように、でも実際にはそんな気配を夢ゆめにも悟さとられぬよう、細心の注意を払はらって、


「ほんとうに？」


「ええ、ほんとうに。麗華さんは、そう思ってくれてなかったんですか？」


「も、もちろんわたくしだって──」


「あなたはほんとうにいい親友でしたよ、麗華さん」


　心しん臓ぞうが止まるかと思った。


　その声の裏にある陰いん鬱うつなひびきに、その笑顔の裏にある固形化した悪意に気づいて。


「断言しましょう。あなたはあたしの一番の親友です。あなたほど便利で、あなたほど利用しがいがあって、あなたほどあたしに有益だったひとはいなかった。あなたのようなひとはあとにも先にも二度と現れないでしょうね。心から感かん謝しやしています。あたしの親友になってくれてありがとう麗華さん」


　凍こおり付いていく。真っ白になっていく。


　霜しもが降りるように、急速に全身が冷え切っていく。


「無口で無表情で無愛想というキャラクターはひどく便利です。不器用な女だと思わせておけば誰でもころりと騙だませる……麗華さんはもちろん、峻護くんだって簡かん単たんでした。身の上話をして同情させておいて、それを盾たてに迫せまる。それだけでいとも簡単に奪うばうことができた。ほんと、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけだったくらいですよ？　まああたしの演えん技ぎも上う手まかったし、誘ゆう導どうが上手かった、というのもありますから、峻護くんを責めるのは酷こくですけど。あたしがひと回りもふた回りも上うわ手てだったというだけのことです」


「……うそ、ですわよね？」


　やっとそれだけを言った。


「わかってますのよわたくしには。だって、あなたはあの時あの公園で、確かに言ったもの。わたくしのことを友だちだと。いかにも不器用そうに、あなたなりの精せい一いつ杯ぱいの表現で。それがうそだなんて信じませんわ」


「……困りましたね」


　真由は眉み間けんにしわを寄せ、ほんとうに困ったような顔をして、


「では、おばかさんなあなたにもちゃんとわかるよう、可能な限り簡単な言葉で表現しましょう」


　まるで頑がん是ぜない幼よう児じに根気よく言って聞かせるように。


「あなたのことは最初からこの上なく気に食わなかった。事あるごとにつっかかってきて、うっとうしくてたまらなかった。だからいつかめちゃくちゃにしてやろうと思っていて、実際そうしてやったわけです。ざまあみ──」


　最後まで聞かなかった。


　気がつけばもう、一直線に距離をつめ、火花が散るような強きよう烈れつな一いち撃げきを放っていた。


　拳こぶし、である。


　平手？　ばかばかしい。これがそんな甘あまっちょろい戦いであるものか。


　別にそうしようと意識したわけではない。


　だがそれは、確かに命のやり取りをするための一手だった。そうして当然、そうしてあたりまえ、むしろそうしなければならないはずで、


「下らない」


　ぼそりとつぶやく声が聞こえたのと同時。


　真由の姿すがたが搔かき消えた。


　それほど迅じん速そくな動きだった。とっさに左腕うでをガードに出せたのは、これはもう長年の修練とカンのよさの賜たま物ものとしか言いようがない。


　がづん


　鈍にぶい音を立てて麗華は吹き飛び、しかし吹き飛びながらもきれいに体勢を整ととのえて逆ぎやく襲しゆうに備そなえている。


　逆襲はなかった。


「隙すきだらけです。それではやっぱり一生あたしに勝てませんね」


　逆襲の代わりに辛しん辣らつな評価が突つき刺ささっただけである。


『敵てき』を睨にらみつけながら、ふうと一呼吸。


　完全に火がついた。だが脳みそまで熱に侵おかされてはいけない。あくまでも冷徹に、それ以上に何より冷れい酷こくに。


「まだやる気ですか」


　あきれたように真由。


「実力の差は明らかなんですから。しっぽを巻いて大人しく逃げ出していればまだ見込みもあるのに」


　確かにそうかもしれない。


　仮かりにもこちらはその道の専せん門もん家かから格かく闘とう技術を仕し込こまれている身。にもかかわらず互ご角かく以上とは、この女のスペックはどれだけ高いのか。ましてや演えん技ぎもへったくれもないほど衰おとろえきっている身体で。


　いいでしょう、と麗華は心に決める。


　機械になってやる。目の前の敵を破は壊かいするためだけの機械に。


「……あなたとは、何度も何度も勝負をしたわね」


「しましたね。何度も何度も」


「そのたびにわたくしは負けた。ただの一度きりも勝ったことはありませんでした」


「そうですね。よくぞ飽あきもせず何度もつっかかってきたものです」


「でも、あなたと本気のケンカをしたこともまた、なかった」


　構えをとる。


　神経を研とぎ澄すます。ただひとつの目的を果たすべく、すべてを集中させるために。


「たぶん、これが最初で最後になるんじゃないかと思いますわ」


「奇き遇ぐうですね。あたしもそう思います。もうあなたには利用する価値がなさそうですから、このあたりで退たい場じようしてもらわないと」


「ぶち殺してやるわクソ女」


「どうぞ。できるものなら」


　麗華の踏ふみ込こみ。


　同時、真由がさらに鋭するどく踏み込んだ。


　激げき突とつ。





　　　　＊





　気がつくと目の前に真由の顔があった。


「────わっ。わわわっ」


　目の前？　いいや目と鼻の先だった。


　息づかいどころか肌はだの温度まで余よ裕ゆうで感じられるほどの至し近きん距きよ離り。そんなところから女の子に顔を覗のぞき込こまれていたのである。泡あわを食って転がり起きるのも無理はない。


「な、なにっ!?　どうしたの真由ちゃん!?」


「いえ。呼んでもぜんぜん起きなかったので」


　覗き込んでいたままの位置でちょこんと正座して、しれっと答える。


　──十年前の夏、おんぼろアパートの一室である。


　峻護はべっとりかいた寝ね汗あせを拭ぬぐいつつ、まだちょっとどきどきしている脈みやく拍はくを整えながら、


「びっくりするなあもう。心臓に悪いよ真由ちゃん。起こしてくれるにしても、もっとこう、穏おん便びんなやりかたでやってほしいな」


「ですからいろいろな方法を試した末、それでも起きなかったと言っています。それに『どうしたの？』と訊きくべきはむしろこちらのほうかと思いますが。どうしたのです峻護くん？」


「え。なにが？」


「顔色が悪かったです。呼吸も乱れていました。この暑い中大量の汗をかいているのに体温は低いままでした。心配しました」


「え？　ああうん、ごめんごめん」


　うしろ頭を搔かき搔き、


「うーんなんだろ、悪い夢を見てたからかな？　いや、つい扇せん風ぷう機きかけたまま昼ひる寝ねしちゃったのがまずかったんだな、うん」


「…………」


「あ、それともあれかな？　お昼ごはんに君が作ったホタテとエビの海かい鮮せんサラダにあたったとか。あれ、ちょっと古くなってたもんね」


　真由は、たちの悪い冗じよう談だんにも乗ってこない。


「これが最初ではないはずです」


　決して逃がさない、ごまかしも先送りも許さない、とでも言いたげな目でじっと見つめてきながら、


「よくよく思い返せばいくつも不自然な点を拾い出すことができます。たとえば峻護くんはかつて、さまざまな面において麗華さんを圧あつ倒とうしていたと聞きました。それは事実ですか？」


「ああうん……まあ」


「ところが近ごろでは逆に、あなたは常に麗華さんに遅おくれを取るようになっている。あたし自身もこの目でそういった場面を何度も確かく認にんしています。たとえば以前、トライアスロンで麗華さんと峻護くんが競きそい合った時とか」


「それは麗華ちゃんが努力しているからだよ」


「努力は認めます。あのひとは人一倍のがんばり屋ですから。でもそれだけでは今の話は説明がつかないように思えます」


「というのは？」


「あなたは全力を出すことを──というよりも、無理をして体力を使うのを可能な限り避さけているように見えるのです。ちがいますか？」


　峻護はふむふむ、と耳を傾かたむけている。


　真由は構わずつづける。


「麗華さんの勘かん気きを恐おそれ、あえてそうしている？　ちがいますね、あなたはそういうタイプではないはずです。気質おだやかで揉もめごとを好みませんが、相手のプライドを傷つけてまで手て加か減げんを加えるようなひとではない」


　峻護はふむふむ、と耳を傾けている。


　真由は構わずつづける。


「どういう種類のものかまではわかりません。あたしは当事者ではありませんし、いくつか見聞きした情報から粗あらい仮か説せつを導みちびき出しているにすぎません。ですが、かなりの確信をもってこう断じます」


　ひと呼吸おき、いつもとまったく変わらぬトーンの声で言う。


「峻護くん。あなたはひょっとしてここしばらくずっと、体調に何らかの不安を抱かかえているのではありませんか？」


　沈ちん黙もくが降りた。


　峻護は目を閉とじ、腕を組んで、むむむとうなる。


　そんな彼を真由がじっと見つめているのが、気け配はいでわかる。


「……うーんすごい！　すごいな真由ちゃん！」


　やがて目を開けた峻護は、ぱあっと輝かがやくような笑顔を咲さかせてこう言ったのだ。


「そういう発想は正直なかったよ。いやあ、真由ちゃんはいろいろなことを考えるんだなあ。想像力ゆたかというか何というか……君ってたぶん将来は何にでもなれると思うけど、たぶん作家がぴったりだと思うな。もしくは探たん偵ていとか。その想像力を生かさない手はないよ、いやぜったい」


　力説を聞く真由の目は、しかしじっとりと細い。


「心しん配ぱい性しようだなあ。じゃあ何かパフォーマンスでもやってみせたほうがいい？　体調なんてぜんぜん悪くないって証明するための何かをさ。それこそまた麗華ちゃんとトライアスロンで勝負してみるとか」


「…………」


「でもきっと、ぼくはまた負けるよ。麗華ちゃんってほんとにすごくなってるし、それに見合った努力もしてる。たいして努力もしてないぼくが敵かなうわけないよ。ああ勘違いしないでね？　ぼくはそれをねたましく思ってるわけじゃない。そりゃちょっとは悔くやしいけどさ、それより何倍もうれしいんだ。麗華ちゃんがどんどんすごくなっていくのを見るのが」


「…………」


「弱ったな……じゃあさ、どうやったら信用してくれるのかな？　疑われてるのはわかったから、ぼくはそれが思い過ごしだってことを証明したい。証明の方法も真由ちゃんに任せる。それでどう？」


「…………わかりました」


　決して逃がさない、という決意のはずが、けっきょくは逃げられたことを悟さとったらしい。


「残念ながらあたしは、あなたの不健康さを証明する方法を持ち合わせていません。今のあなたは確かに、先ほどとは見ちがえるように健康に見えますし」


「わかってくれた？」


「一応。いまは納なつ得とくします」


「そう。よかった」


　にっこり笑う峻護に、ふんと鼻を鳴らして真由は立ち上がる。


　そのまま台所に立ち、洗い物の残りを片付けながら、


「ところで峻護くん。ひとつ訊きいていいですか？」


「うん。なに？」


「麗華さんとキスしたことありますか？」


　洗い物を手伝うべく立ち上がりかけていた峻護は、あやうくずっこけかけた。


「…………それはまた、ずいぶんなことをいきなり訊くんだなあ」


　苦く笑しようしながら真由のとなりに並ならんで、


「うん、でもまあ、うん。ある、よ、うん」


「そうですか」


「あはは……いや、口に出して言うとこんな照れくさいものなんだなあ。いや参まいった参った。でも、何で急にそんなこと訊くの？」


「いえ。少し気になって」


「気になったって、何が？」


「いえ、ほんとうに何でもないのです」


　言って、しかしとうてい額がく面めんどおりには信じられない感じに眉み間けんにしわをよせ、ひとりごちる。


「……そうですね、穿うがちすぎにも程ほどがあるというものです。空想、いえ妄もう想そうの類たぐいといっていいでしょう。金こん輪りん際ざいこの件けんは忘れるべきです」


「なに？　ひとりでぶつぶつ言って」


「いえ、なんでもありません。それより何度も変なこと訊いてすいませんでした。忘れてください。わたしも忘れます」


「そりゃまた無む茶ちやなこと言うなあ。そう簡単に忘れられることじゃないって。相当インパクトあったもん、今の質問」


「……ごめんなさい。そうですね、無茶なことを言いました。ごめんなさい」


　頰ほおを染そめ、恥はじ入るようにうつむいてしまう。


「ああいや。うん。いいんだ。気にしてないよ、ほんと」


　そうすると白いうなじに朱しゆがさしているのが目に鮮あざやかで、峻護は思わずどきりとしてしまうのだ。


　なんとなくそれ以上は見ちゃいけない気がして、峻護もまた頰を染めつつ、とにかく洗い物に集中する。


　そよ風がひと吹きして、窓にかけた風ふう鈴りんを揺ゆらした。


　夏の日の午後である。


　おんぼろアパートの時間は、ちょっと不自然な無言のうちに、それでもゆっくりと穏おだやかに流れていく──





　　　　×　　×　　×





　目が覚めた。


「くッ──」


　立ち上がろうとして、しかし足あし腰こしが言うことをきいてくれない。


　そもそもおれは何で立ち上がらなければいけないんだっけ？──ぼんやりした意い識しきでそんなことまで考えてしまうほど、峻護は消しよう耗もうしていた。


「くそ」


　舌打ちする。


　いったいどれほどの時間をロスしたのか、考えるのも嫌いやになる。猶ゆう予よは一分一秒もないというのに。


　それでもすぐに動ける状態ではない。冷静に判断、ここは無理をせず回復に努めるのが最上。


（思い出した）


　そうだ。


　つい今しがたまで夢の中をさまよっていた間、峻護は確かに新たな記憶のかけらを手にしていた。


　原因不明の体調不良。


　自分は当時、それにずいぶんと悩なやまされていたような。


（何だったんだろう、あれは）


　風か邪ぜなどのポピュラーな疾しつ病ぺいとはちがう。医学書を紐ひも解といて自分なりに調べてみた記憶もあるが、けっきょく原因の特定には至らなかったはずである。


　それに慢まん性せい的ではあれど、必ずしも常に体調不良が表に出ているわけでもなかった。むしろひどく間かん欠けつ的な症状で、良い状態と悪い状態が交こう互ごに出入りしていた気がする。


　くわえて、後者よりも前者であることがはるかに多かった。それゆえ峻護としてもつい、原因究きゆう明めいや完かん治ちに取り組むよりも、放置しがちになっていた憶おぼえがある。


　麗華はたぶん気づいてなかっただろう。


　ずっと同じ部屋で暮らしていた真由だけが気づいていたはずだ。


　峻護をのぞいてはただひとり、月村真由だけが。


（なんだ？　なんだろうこの感じ）


　ひどくもどかしい。


　何かに気づきそうな気がする。


　これまで見落としていた何かに、手が届きそうな気がする。


（くそっ、気にはなるけど……！）


　まったく、今までの人生でこれほどまでに寸すん暇かが惜おしい時があっただろうか。


　麗華を追わねばならず、記憶も探さぐりなおさねばならず、検けん証しようの機会はひたすら先送りにされる。時間時間時間、とにかく時間が足りない。


「ああくそっ！」


　跳はね起きた。


　万ばん全ぜんなど望むべくもないが、どうにか先に進める程度には回復していた。


　これとて奇き妙みような話である。


　普ふ通つうに考えれば、もはや指一本動かすのも難なん儀ぎなほどの消耗っぷりなのだ。おそらくは意識を保つことすら困難、疲ひ労ろうの極きわみによる睡すい魔まに引きずり込まれ、丸二日ぐらいは泥どろのように眠ねむってしまってもおかしくないはず。


　なのに、まだ動ける。


　掘ほり起こせばあとからあとから力が湧わいてくる気がして、実際試してみるとあとからあとから力が湧いてくるのである。もうダメだ、限界、と思った場所よりもさらに一歩、その気になればさらにその先の二歩三歩まで、どうにかなってしまうのである。


　なぜだ？　どうして？


　たしかに日ごろからそれなりに鍛きたえていたはずだが、これほどまでに自分は頑がん強きようだったろうか？


「──だから！　考えてる時間はないんだって！」


　自分を叱しつ咤たし、麗華が消えた方角に向かって歩き出す。足を引きずり、ほとんど立ったまま這はうようにして。情けないことだが、走れる体力まではまだ戻もどってくれない。


　だから今は何も考えず、ただ前に進むしか──


（いや、ちがう）


　そうじゃない。


　たしかに考えてる時間はない、それは事実だ。でも、それは明らかな逃げ。


　自分には考えねばならないことがある。


　結論を出さなければならないことがある。


（おれはたしかに、月村さんに惹ひかれていた）


　十年前、北条麗華と大切な約束を交わした自分はしかし、月村真由にも好意を寄せつつあったのだ。


　同どう居きよ人にんとしてのそれではない、ひとりの異性に対するそれを。


　そして十年後の今もまた。二ノ宮峻護は、十六歳さいになった月村真由と、十七歳になった北条麗華のふたりに、惹かれている。


　それを、認めなければならない。


　認めた上で、見つめなおさねばならない。


　他ならぬこの自分、二ノ宮峻護という男の形かたちと態なりを。


　これまでは逃げてきた。


　あるいは深く考えてこなかった。


　だって、将来の約束を交わしたとはいえ、まだほんの六歳だったのだ。


　いかに神しん童どうあつかいされていたとはいえ、『将来の約束』などというものを口にする資し格かくを得るためには、少なくとも倍を数える人生を経へなければならなかったろう。


　そして今、峻護もまた齢よわい十六に達した。


　大人ではない。


　だが子供でもない。


　いい加減、覚かく悟ごは決めなくてはならないのだ。


　どちらを取り、どちらを捨てるのか。


　誰を守り、誰を守らないのか。


「────痛っ!?」


　焼け火ひ箸ばしを押し付けられたような疼うずきが走った。


　みぞおち。大切な人のひとりに、つい先ほど一撃を入れられた箇か所しよ。


「ったく……」


　苦笑い。


「麗華ちゃん、もうちょっと手加減ってものをしてくれないかな」


　峻護は先を目指す。


　亀かめのようにのろく、かたつむりのように歯がゆく、しかし一歩一歩前に。


　何より自らに決着をつけるため、少年は進む。





　　　　＊





　もう何日、何週間前のことになるのか──たしか、南の島での騒そう々ぞうしいバカンスから帰ってきた少し後のことだろうか。


　月村真由をこてんぱんに打ちのめしたその直後、あべこべにこちらが戦せん慄りつを覚える羽は目めになったのは。


　拳こぶしを交まじえた、とはとても言えない。


　あの時はほとんど一方的だった。


　まだ弱っちくてもろいだけだった月村真由に、麗華が半ば以上感情まかせにケンカを売り、真由がそれを買わざるを得ないよう仕向け、そして徹てつ底てい的てきに実力差を見せつけて打ち勝った。


　拳を交えた、とはとても言えない。


　だがあの時、敗はい北ぼくの屈くつ辱じよくにまみれたのは他ならぬ麗華のほうだった。


　今でも鮮せん明めいに覚えている。


　一方的に屈くつしたはずの真由が一瞬だけ垣かい間ま見せた、炎えん熱ねつの激はげしさ。


　それを目まの当たりにした時、麗華は確かに悟さとったのだ。自分はこの女に決して及およばぬのだと。表向きは優位を保っていたとしても、月村真由がひとたび牙きばを剝むけば、自分はひとたまりもなくそのあぎとによって嚙かみ裂さかれるのだと。


　思えば昔むかしからそうだった。


　普段は物静かで影かげが薄うすいながら、時おり何か、強きよう烈れつな存そん在ざい感かんを放つ気配をまとうことがあるというか。


　峻護に聞いたこともあった気がする。月村真由の無口、無愛想、無表情は、もともと豊かで激しい感情を抑おさえておくための仮面なのであると。


　当時はまだ半信半疑だった。


　月村真由が、ミステリアスで何を考えているか他人からは見えないように自分を装よそおっているのは、実像の薄っぺらさを隠かくすためのフェイクなのではないかと──そういう可能性を、まったく考こう慮りよに入れなかったわけではない。


　たしかに当時知りうる範はん囲いでは、その可能性もなくはなかった。


　だが今この時、そんな判断の慎しん重ちようさがまったくの骨折り損ぞんであることを、麗華は散々に思い知らされている。


「こんの──あなた、死にぞこないのくたばりぞこないじゃなかったんですの!?」


　蹴けりを放ちながら叫さけぶのは、そんな悲鳴とも抗こう議ぎともつかないセリフ。


「死にぞこないのくたばりぞこないでも、あなたになんてぜったい負けません」


　応じるのはあくまで冷静な声と、反撃の肘ひじ打うち。


　ふたりの少女が見守る中、ふたりの少女の戦いは熾し烈れつを極きわめていた。


（この女、バケモノですか!?）


　驚おどろきを通り越こして、もはや麗華は呆あきれかけている。


　当人をふくめた誰もの見解が一いつ致ちするとおり、月村真由は死にぞこないのくたばりぞこないである。まちがいない。そのはずだ。


　なのにどうしてここまで動ける？


　どうして麗華と互ご角かく、あるいはそれ以上に渡わたり合えるのだ？


（冗じよう談だんじゃないわよまったく……！）


　攻せめ立て、あるいは攻めを受け流しつつも、麗華のぼやきは留とどまるところを知らない。


　もしも万全の状態であれば、この女はいったいどれほどの底力を発はつ揮きしたことだろう。金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみが真由のことを『神しん精せい』だと確認したとか言っていたが、あるいはそのことも無関係ではないのか。


（いいえ、それだけではありませんわね）


　一進一退の勝負になっている理由が、である。


　確かに真由の潜せん在ざい能のう力りよくは半はん端ぱではあるまい。十分な修練を積んだ麗華に、おそるべき身体能力の高さと動物的なカンだけで対たい抗こうしているのは、敵てきながら舌したを巻くしかない。


　が、それだけでは今の状じよう況きようは説明がつかない。


（わたくしもまた、本調子ではない？）


　それもある。


　ろくに休みも取らない激げき務むの連続、その上一度は精せい気き不足で倒たおれ、さらには食事ものどを通らない時期がつづいた。満足に力を出し切れるわけがない。


　だが、それでもまだ説明がつかない。


（何ですの？　この身体からだの重さは。わたくしってこんなにひ弱で鈍どん重じゆうだったかしら？）


　腕うでが、脚あしが。


　五体すべて、いや下へ手たをすれば内臓やら脳のう髄ずいまでもが、まるで別人のもののように感じてしまう、この違い和わ感かん。


　さっきからずっとそうなのだ。


　地下の迷めい路ろを駆かけているうちはまだ、こんな症しよう状じようは出ていなかったはずなのに。


（まさか）


　拳を打ち込みながら、驚きよう愕がくに目を見開く。


（気の迷まよいが、あるとでもいうの？）


　腰をひねり、裏うら拳けんを放ちながら心でさけぶ。


（そんな馬鹿な話はありませんわ！）


　膝ひざ頭がしらを狙ねらって下段蹴げりを放ちながら、


（だって、こいつはわたくしを裏切った！　この上なく手ひどく裏切った！）


　峻護が真由を選ぶのならば、きっと祝しゆく福ふくできた。


　悲しくて死にそうになるだろうし、ひょっとすると心の中には薄うす汚ぎたなくてどす黒い感情がこびりついて一生消えないことになるかもしれないけど、でもやっぱり、祝福できたと思う。祝福しよう、応おう援えんしようと、がんばれたと思う。


　だってそれはきっと、真由にとってもつらい選せん択たくだろうと思うから。


　立場が逆になったとしても──峻護が麗華を選んだとしてもきっと、真由は涙なみだをのんで、それでも祝福し、応援してくれただろうと思うから。


　月村真由が、ほんとうに親友だったならば、である。


　自分は甘あまかったのだろうか？


　ひとりの男にふたりの女。けっきょく、丸く収まる結末なんて初めからなかったのか。


　──いつの間にか攻戦一方になっていた。


　麗華の打ち筋すじを、真由は受けるだけで手て一いつ杯ぱいになっていく。


（こいつは、敵）


　言い聞かせながら打ち込む。


（こいつは、敵）


　膝蹴りを受け止めきれず、真由がよろめいた。


（こいつは、敵）


　かわしきれなかった回し蹴りが、真由の鼻先をかすめていった。


　こいつは憎にくむべき、打ち倒たおすべき敵。


　でなければきっと、こっちが食い殺される。


　──正拳突きをうしろにステップして回かい避ひした一瞬、真由が足をもつれさせた。


　完全な隙すきができた。


　戦いが始まってから、お互たがいにとって唯ゆい一いつの隙。


　麗華には、その隙が罠わなや誘さそいの類たぐいでないことを確認する余よ裕ゆうまであった。


　踏み込む。


　鼻面を狙った掌しよう打だはオトリ。


　さらにもう一歩、沈しずみ込むようにして踏み込んだ。


　肩を相手の腰に当て、両手は相手の膝裏へ。


　ずしん、と重い地じ響ひびきが鳴った次の瞬間にはもう、麗華の勝ちは決まっていた。


　教科書どおりのもろ手刈がりから馬乗りの形へ。


　相手を完全にコントロールできる体勢。





　目が合った。


　透とう徹てつした知性と理性をたたえた瞳ひとみは、死を迎むかえるその瞬間でも変わらなかった。





　停てい滞たいはあくまで一瞬。その一瞬での逆転は不可能。


　抜ぬき手を振ふり上げた。




[image: ]


　狙いは、むき出しになっている喉のど笛ぶえ。





　　　　＊





　抜き手が振り上げられるのを見た。


　幸いにもその手に武ぶ器きの類は握にぎられていない──などと安心できるわけもなかった。武装していようと素す手でであろうと関係ない、今まさに喉笛に向けて抜き手を振り下ろそうとしている麗華の目を見るがいい。


　一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　見み違ちがえようもなく、本気。


　あの一撃はたやすく柔やわ肌はだを食い破り、頸せき椎ついを砕くだき、地面にまで達する。


　見事な体重の掛けかたで真由の上に馬乗りになり、完全な優位を確保した麗華は今、すべての決着をつけようとしている。それも最悪のやり方で。


　少し離はなれたところで息を呑のんでいるのは、綾川日奈子とシャルロッテ・ローゼンハイムか──どういうわけかふたりとも止めに入る気配はない。その薄はく情じようさに憤ふん慨がいしている余裕もまた、峻護にはない。


　誰も頼たよれない。


　他ならぬ峻護もまた無力だった。


　最後の力を振り絞しぼり、つんのめるようにして駆けてはいる。だがふたりの大切なひとたちまでたどり着くにはあと数メートルも必要。わずかなその間が、今この瞬間は星と星との間に横たわる距離にも等しい。


　手は届かない。


　声を発する時間すらない。


　だから言ったのだ、一分一秒を争うと。せめてあとコンマ数秒あれば、まだ何かできたかもしれないのに。


　血の気が引き、真まっ暗くらになっていくような視界の中。


　嫌いやな音を立てて抜き手が突つき刺ささった。


「────！」


　声にならぬ悲鳴は誰のものだったろう。


　日奈子か、シャルロッテか。あるいは峻護自身だったかもしれない。


「ああ……」


　その光景を目の当たりにするに至いたり、峻護の気力はついに尽つきた。


　ふわりと鼻をつく、錆さびくさい血のにおい。


　その場にへたり込む。


　すべてが終わった絶望に沈みかけた、その時。


「友だちだと思ってた」


　ぽつりと誰かが言った。


　え？　と目を瞬まばたいて声の主を探す。


「わたくしは、友だちだと思ってた。いつもケンカばかりしてても、いつもわたくしの先を行って腹立たしくても、無口で無表情で無愛想で気に食わなくても、やっぱり親友だと思ってた。口には出さなくてもずっと。ほんとにほんとに、親友だと思ってた」


　ぽたぽたと雫しずくが落ちていた。


　真由の頰ほおに、額ひたいに。あるいはまぶたの上にも。


「今でもそう。たぶん、この先もずっとそう」


　真由は、雫が落ちてくるのをじっと見つめている。


　麗華が立ち上がる。


　涙の主は、地を深くえぐり、自らの血ち潮しおと土くれにまみれた手刀を引き抜いて、


「行って。もう顔も見たくない」


　長い髪かみが横顔を覆おおい隠かくし、その表情までは知れなかった。知ることができたのはおそらく真由だけだったろう。


「どうせ死ぬならせいぜい誰の迷めい惑わくにもならないようにね。野の良ら猫ねこみたいに、誰にも知られず、骸むくろの存在すら知られず、孤こ独どくにこの世から消えるといいわ。それがもっともあなたらしい幕の引き方でしょうから」


　勝者の少女が背を向けるのを見て、敗者の少女は無言で半身を起こした。


　ひざをつき、ゆっくりふた呼吸は置いてから、まるで大病を経へた患かん者じやがリハビリでもするような慎しん重ちようさで立ち上がる。


「あ──真由──」


　日奈子が駆け寄ろうとして、すぐに足をすくませた。


　無理もない。峻護ですら何もできなかった。


　もう長くはない──それは誰の目にも明らかだった。つい今しがたの死戦が、月村真由に残っていた生命力を、最後のひとかけらまで根こそぎ奪うばい去っていた。


　きびすを返し、のろのろと去っていく真由の背中は雄弁に語っている。


　死に場所も死に方も自分で選ぶ、と。


　奇くしくも麗華が言ったとおり、逃のがれえぬ死を悟さとった猫のように。


（──どうする？）


　どうすればいい？


　何をするのが正しいんだ？


　真由を追うのか？　麗華をこの場に置いて。


　麗華の元に留とどまるのか？　去りゆく真由を措おいて。


　あまりに酷こく薄はくな二に択たく。


　真由は一度も振り返らず、その背中はどんどん小さくなっていく。


　麗華は背を向けたまま、強く強くくちびるを嚙かんでいる。


　ふたりの間に立ちすくむ、峻護は。


「峻護さん。ご無事でしたか」


「おい。結果はどないなったんや？」


　奥おく城しろいろりとたすくが駆け寄ってきた。


「ぶへえ、マジ疲つかれた！」


「もう働けねえ！」


　さらには吉田平へい介すけ、井上太た一いちも。


　その後ろからは涼りよう子こも美樹彦も、そして義よし宣のぶまでもがやってくるのが見えた。


　誰しもが髪かみも服もぐちゃぐちゃ。激げき戦せんがいかばかりであったかが知れる。


　それでもまだ、この場までたどり着いて最後の最後まで戦い抜いたふたりの消しよう耗もう具合に比べれば楽なものだったろう。


　後からやってきた者たちの誰ひとりとして、そこには踏み入れなかった。


　その場に重くのしかかる、沈ちん鬱うつすぎる空気を悟り、誰もそれに触ふれられないでいる。


　いや、ひとりだけ。


「終わったようだな」


　忠実な執しつ事じを引き連れた金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみが、まるでレッドカーペットを歩く名女優のように堂々たる振ふる舞まいでこちらへやってきた。


「悲劇でも惨さん劇げきでも喜劇でもない、ただ後味の悪さだけが残ったか。だがそれもまたよし。……さて、勝者たる資格を得たのはホウジョウレイカになるわけだが」


　ヒルダはとうてい勝者には見えない少女の前に立ち、


「勝者が賞品をどのように扱あつかおうと、主しゆ催さい者しやたる予よは関知せぬ。説明したルールの中でもそのことには一切ふれておらん。むろん、勝者が賞品に最後の引いん導どうを渡わたしたとて何の問題もないわけだ」


「…………」


「さて、賞品そのものに意味がなくなれば、勝者と敗者を分かつ意味もまた消えるわけだが……おおそうだ、忘れるところだった。勝者たる貴様は、必要であれば予の後ろ盾だてをほしいままにできるのだったな。どうする？　欲ほしいか？」


「…………」


「くく、そんな目をするな。貴様も貴様なりにケリをつけたのであろう。それが満足のいくものだったかは知らぬ。だが貴様は為なすべきことを為した。ちがうか？」


「あなたに、何がわかると？」


「逆に問おう、わかっていようとわかっていまいと何の関係がある？　予と貴様との間にある差は、現実とそれに対する解かい釈しやくの差、それだけではないか。……まあよい、ここで論じても始まらぬ」


　ひとりで結論づけて一同を見渡し、


「パーティーはこのあたりでお開きだ。後始末は主催たる予に任せてもらう。貴様らにもそれぞれまだ宿題が残っていよう、それを果たすがいい」


　それが終しゆう幕まくのベル。


　誰もが無言であり、誰もが動こうとしなかった。


　だが、誰もが主催者たる姫君の言葉に従わざるを得ないと理解している。


　いや、ひとりだけ。


「待ってくださいヒルダさん」


　峻護だった。


「なんだシュンゴよ？　こんなところで油を売っているヒマがあったら、せめてマユの死に水でも取ってやってはどうだ。もっとも、奴やつがそれを望むとも思わんが」


「それしかできることがないならそうします。でも、まだおれにはやるべきことがある──いや、知らなければいけないことがある」


「ほう。何をだ？」


「ヒルダさん。あなたはまだ何か隠していることがありますね？　十年前に起きたことについて。おれは、それを知らなきゃいけない」


「予が隠しごとを、とな？」


　おどろきも、意外そうな響ひびきもその声にはない。


　むしろ半ば予想していたことを確かく認にんするような、そんな声だった。その証しよう拠こに、金髪の姫君は愉たのしげにくちびるの端はしを吊り上げて、


「何ゆえそう思う？　将来の妻つまのことは何でもわかるから……とでも言ってくれればうれしいのだが、そういうわけでもなさそうだな？」


　問われて峻護は口ごもった。自分が十年前の記き憶おくのどこに違い和わ感かんを覚えているのか、まだ明確ではなかったからである。


　でも、明らかにおかしい。どこかが変だ。不自然で、理り屈くつに合わない。


　どこだ？


　何に違和感を覚えている？


「……いろいろ、思い出したんです。十年前になくした記憶を。ようやく、ほとんどすべてを思い出したんです」


「ほう、それで？」


「なにかと慌あわただしかったこともあるし、おれの覚かく悟ごが足りなかったせいもあるんでしょうね。思い出してきたことをちゃんと検証する機会が、これまでなかった。でもいまにしてその記憶を整理してみると、ひとつ疑問に思えることが出てきたんです」


「ふむ。聞こうではないか」


「ヒルダさん。おれはかつて、ほんとうに真由ちゃんのキスによって生死の境をさまよったんでしょうか？」


　峻護の提示した疑ぎ問もん符ふに、十年前の事情を知っている者たちは一様に目を瞬かせた。


　十年前、神戎サキユバスとしての本ほん性しようを覚かく醒せいさせた真由は峻護の精気を吸った。強力きわまる精気吸収能力を制せい御ぎよできなかった真由は、峻護の精気を根こそぎ吸い尽つくし、彼の才能と記憶を奪うばい、死の淵ふちに引きずり込んだ……それは確定事じ項こう、すべての前ぜん提ていだったはずである。


「思い出したんです。おれは当時、すでに原因不明の体調不良に悩なやまされていた。それを誰にも話さず、ずっと隠してきて、そして気づいた時にはもう、手て遅おくれになっていたはずなんです」


　自ら確認するように、ひとことひとこと、ゆっくりと言葉を紡つむいでいく。


　そしてあらためて確信を得たように、ゆるぎない瞳でヒルダを真っ直ぐ見つめて。


　峻護はこう断じたのだ。


「おれは真由ちゃんのキスによって死に掛けたんじゃない。むしろそれとは正反対に）、おれは真由ちゃんのキスによって生き返ったんだ。ちがいますか？」


「どういう……ことですの？」


　何を言っているのかわからない、という顔をしているのは麗華だけではなかった。


　涼子も美樹彦も──まさしく『十年前の事情』を前提にこれまで動いていたふたりまでもが、お互たがいに顔を見合わせている。


「わたくしが十年前に見た光景……月村真由があなたに口づけをしていたあれは。横よこ恋れん慕ぼの結果でも、真由があなたを奪うためでもなかったと？　そういうことですの？」


「……このまま『それ』に触ふれないという手もある」


　ざわめく場を鎮しずめるように、金髪の姫君が静かに言った。


「よく考えてみるがいい。今のこの状じよう況きよう、それほど悪いものか？　ツキムラマユは死ぬ。だがそれは奴の長くもない寿じゆ命みようゆえであり、奴が犯おかした罪つみゆえでもある。なるほど今は後味も悪かろう、だが今しばし耐たえ忍しのべば、あとに拓ひらけるのは前ぜん途と洋よう々ようたる未来だ。死者たるマユは墓ぼ標ひようの下に朽くち果て、生いける者たちは過去に縛しばられることなく、ただ前を見て進むだけでいい。──シュンゴ、それにレイカよ。貴様たちとて何らためらいを覚えることなく、かつて交わした約束を果たすこともできるではないか。それでは不満なのか？」


　確認の作業であったと言っていい。


　ヒルダが本気で翻ほん意いを促うながそうとしているわけでないのは明らかだった。


　峻護の、そして麗華の目を見て本気でそんなことを口にできるなら、眼科かメガネ屋に行くべきである。


「……長い話になる。それとこれはあくまで予の仮か説せつにすぎん。その旨むね、あらかじめ断っておく」


　言って、金髪の姫君は煙管キセルに火をつけた。


　思考を順序だてようとするかのように、ゆっくり煙けむりをくゆらせてから、


「その前にひとつ確認しておきたいことがある。──ミキヒコよ」


「なんでしょう？」


「マユは十年前すでに、自分が神戎かむいの血族であることを知っていたか？　そしてまた神戎の何たるかを知っていたか？」


「ええ、そのはずです。僕は涼子くんと違って、その点は最初から妹に情報開かい示じしていましたから」


「そうか。ならば仮説はより事実に近づいたな」


　うなずき、あらためて一同を見渡して、


「予はこの件に関かかわるに際して、あらゆる手段を尽くしてあらゆる情報を収集した。その上で奇き妙みように思ったことがいくつかある」


　一同は皆みな、固かた唾ずを呑のんでヒルダの語りに聞き入っている。


「まず首をかしげたのは、マユが精気を吸い尽くしたゆえにシュンゴが死の淵に瀕ひんした、という話だ。しかし神戎が一いち時どきに精気を吸い尽くして相手を死に至らしめるなどという話、古こ今こん東とう西ざい耳にしたことがない。たとえそれが伝説の神精であってもだ」


「でもそれが事実だわ」


　涼子が口を挟はさんだ。


「神戎を発現させた真由ちゃんが峻護の精気を吸い尽くした──そうでなきゃ説明がつかないでしょ。峻護が死にかけた上に記憶をなくしたのも、真由ちゃんがそのあと自分の殻からに閉とじこもったのも」


「一理あるのは認める。表面的にも確かにそう見えるな。マユが強力な精気吸収能力を備そなえているのも事実だ。しかしよく考えてみよ。マユはその力でもって、かつてただのひとりとて死に至らしめたことがないではないか？　なるほど過去には何人もの男に失神を余よ儀ぎなくさせているが、調べてみたところそれらの者はみな、後こう遺い症しようもなく健康を取り戻もどしている。ただひとり、シュンゴを除のぞいてはな」


「それは……確かに……」


「妙みようなことはまだある。たとえば十年前、レイカが示した急きゆう激げきな成長だ。聞けばレイカはシュンゴと将来の約束を交わしたのち、一大決意のもとに奮ふん起きして見事な人材に変へん貌ぼうを遂とげたという。間違いないか？」


　確認を求められ、麗華は「ええ」とうなずいて、


「確かにそうですが……それがどうかしまして？」


「貴様のそれは成長とは言わん。進化というのだ」


　揶や揄ゆするようにヒルダはくちびるをゆがめて、


「進化、と言ったのは成長の比ひ喩ゆ表現ではない。文字どおりの意味においての進化、それも数段跳とびの進化だ。予はその際のレイカの進化ぶりをつぶさに調査したが、実にひどいものだった。変わる前と変わった後ではまるっきり別人ではないか。奮起して変貌を遂げたというが、やる気や根こん性じようでまかなえる範はん囲いでは断じてない。むろん、貴様のモチベーションの高さは進化に大きく貢こう献けんしただろう。だがそれだけではないのだ、貴様の進化に寄き与よしていたのは」


「どういうことですの……？」


「ミッシングリンクがあるのさ。失われた進化の過程がな」


　ふふ、と笑い、さらに先をつづける。


「おかしなことはまだあるぞ。シュンゴとマユとレイカ、この三人の精気が不ふ思し議ぎなほどよく似にているのだ。おそらくこの事実を知るのは、三人の精気をつぶさに確かく認にんした予のみであろう。この三人の精気は、まるで三つ子の兄きよう妹だいのように似ている。精気に血けつ縁えんというものがあるとすれば、明らかにこの三人は同じ血を分け合った者たちということになろうな。通常はありえんことだ。精気は指し紋もんや声紋といったものと同じく、固有のパターンを持つもの。これほど似通うことはありえぬ。それこそ血でも分けていない限りはな」


「ヒルデガルト殿でん下か」


　苦く笑しようしながら口を挟んだのは美樹彦。


「残念ながら僕たちには、あなたの言わんとするところを理解できないようで。もう少しわかりやすく解説していただければ幸いなのですが」


「急せくな。長い話であると言ったろう。迂う遠えんであろうと順序だてて話さねば理解が及およぶまいに」


　叱しかりつけてから、


「とはいえそろそろ結論を述べておこうか。今日、予が整えたこの舞ぶ台たいで繰くり広げられる遊ゆう戯ぎを、予はつぶさに観察してきた。その結果、ほぼ確信といっていいものを得た」


　一同を見渡して、


「断じよう。予は、マユが神精であることを確認したと言った。だが神精はマユひとりではない。シュンゴとレイカ、このふたりもまた神精である」


「……どういうこと？」


　涼子が眉まゆをひそめて、


「軽く千年以上も存在を確認されてなかった神精が、こんな近くに、三人も同時に？　そんな話ってありうるの？」


「そうではない。考え方が逆ぎやくなのだリョウコ。もともと神精とは、単一で独立した存在ではないのだ。あるいは『神精』とひとくくりに呼んだのが間違いであったかもしれんな……より正確には、神精たる資格を持つ者、あるいは神精のぬけがら、もしくはようやく神精としての完成をみた者、とでも表現するべきか」


「余計わかりにくくなったわ」


「ではこう言えばわかるか？　神精とは有資格者から有資格者へと流る転てんするものであり、単独では成立し得ないものだと」


「…………」


　涼子がいよいよ眉み間けんにしわを寄せたのを見てヒルダはうなずき、


「ならばもっと簡単な図式で説明しよう。シュンゴとマユとレイカは生まれつき、ひとつだけ『神精の素もと』をもっていると想像するがいい。これは生命力の源みなもと、根こん源げんの力であり、失われればやがて衰すい弱じやくして死ぬ。ここまではよいか？」


　一同無言。


　ヒルダは構わず、


「ここにふたつの仮説を追加する。その一。シュンゴとマユとレイカ、この三人の間においてのみ『神精の素』の受け渡わたしができる。その二。自分以外の誰かに渡した『神精の素』は、本来の力を発はつ揮きできない。理解したか？」


　とっぴな話の上に漠ばく然ぜんとしすぎているものの、複雑難解な話というわけでもない。場にいる者は皆、それぞれの頭の中に思い思いの絵図を描えがいていることだろう。


「では例たとえばの話だ。シュンゴの『神精の素』がレイカに渡されたとする。この場合どんなことが起こると思う？」


　となりにいる麗華の顔が青ざめていくのがわかった。


　自分もまた同じような顔をしているのだろう、と峻護は思う。


「この時点でレイカはふたつの『神精の素』をもっていることになる。新しく手に入った『神精の素』は本来の力を発揮できぬが、腐くさっても鯛たいというやつだ。レイカは本来の能力に加え、極きわめて高いスペックを発揮することができるだろう。それこそ傍から見れば進化したとしか見えぬほどに。一方のシュンゴはどうか。『神精の素』、すなわち命の源を失ったシュンゴは当然ながら衰弱していくし、本来の実力も発揮できまい」


　涼子に、そして美樹彦に。


　理解の輪が、ゆっくりと広がっていく。


「さらに例えばの話だ。この状態のシュンゴに、マユが『神精の素』を渡したとすればどうなるか。シュンゴの元には『神精の素』が戻る。ただしこれは元々マユのものだ、本来の力は発揮できぬ。一方のマユは虎とらの子の『神精の素』を手放したゆえ、ほどなく衰弱していくことになる。そしてそのまま十年の時が経たったとしよう。レイカは心身ともに相変わらず冴さえ渡り、シュンゴはほどほどに実力はあれどいつまでたってもうだつが上がらず、マユは衰弱と消しよう耗もうに耐たえつつかろうじて生き延のびている──ということになるのではないかな？」


　まさか、と峻護は思う。


　まさか、ほんとにそんなことがありうるのか？


　もしそれが真実なのだとしたら、真由はひょっとして──


「さて、ここでもうひとつ仮説を追加しよう。その三。『神精の素』の受け渡しは、異性間の肉体的交こう渉しよう──たとえば口づけなどによって行われる」


　ざっ、という土を蹴ける音。


　止める間などない。


　麗華が走り出した音だった。





　　　　＊





　信じられない。


　とてもじゃないが信じられない。すべてが、何もかもが。


　何より信じられないのは自分の馬ば鹿かさ加か減げんだ。


　北条麗華という女は、いったいどこまで愚ぐ劣れつにできているのだろう？





　実力だと思っていた。才能の上に胡坐あぐらをかき、たゆまぬ努力で才能を開花させたと信じ込み、自分のことを誇ほこりにすら思っていた。


　それがまさか他人から、それも一番大事な人から借り受けただけの力であったことにも気づかずに。そのことによって大事な人が命の危機に晒さらされていたことにも気づかずに。





　耐えてきたと思っていた。引き裂さかれそうな痛みに、裏切られた苦痛に、ずっとずっと耐えてきたはずだった。ついには耐えかねて記憶を改かい竄ざんし、人格すら分ぶん裂れつさせて精神の安定を保たねばならなかったほどに。


　ほんとうは、裏切り者だと信じていた親友こそが、自分などよりはるかにつらい痛みにずっとずっとずっとずっと耐えていたことも知らずに。





　裏切りだと思っていた。親友だと信じてた相手が、自分に手ひどい裏切りを働いたのだと思っていた。何度も何度も殴なぐり、何度も何度も蹴けりつけた。怒いかり、恨うらみ、憤いきどおりを、感情のままにぶつけてきた。


　親友と呼んだはずの相手を、他ほかならぬ自分こそが信じていなかったくせに。





　ヒルダの言ったことが噓うそか真まことかはわからない。検けん証しようも十分とはいえない。ヒルダ自身が語ったように必ずしも正確な事実ではなく、あるいはすべての事実を網もう羅らしているわけでもなかろう。


　でも、間違いない。


　真由は気づいていたのだ。


　峻護の命の源を、麗華が取り上げてしまったことを。そして峻護がゆっくりと死の奈な落らくへ滑すべり落ちていきつつあったことを。


　気づいていて、黙だまっていた。


　黙ったまま、自分の命の源と引き換かえに峻護を救った。


　そしておそらく──自分にすら信じ込ませたのだ。


　真由が麗華を裏切り、おまけにその結果峻護まで命の危き機きにさらしたという、偽いつわりの『真実』を。


　そうして真実はこの世のどこからも消え去り、あとに待っているのはハッピーエンドだ。


　裏切り者はその報むくいを受けて世を去り、あとにはふたりの男女が残される。


　ふたりは必ずしも上う手まくいかないかもしれない。すれちがい、お互たがいに間違いを犯おかしあい、離はなれ離ばなれになってしまうこともあるかもしれない。


　でもきっと、ふたりは結ばれるのだろう。かつて共通の敵がいた者同士の共感を踏み台に、少しずつ絆きずなを深め合っていくのだろう。


　そしてふたりはいずれ、こんなことを語り合うにちがいない。


　かつてふたりには共通の親友がいたことを。


　その親友と過ごす日々はとても楽しかったけど、そいつのとんでもない裏切りのせいで楽しい日々は粉々に打ち砕くだけてしまったことを。


　でもそんなつらい過去すらも乗り越こえて、今のふたりの関係があるのだと。


　そんな過去を昔むかし話ばなしとして懐なつかしみながら、ゆっくり幸せに歳としを取っていくのだ。





　くそくらえ。





　ずたぼろになっているはずの脚あしが一段と速まる。


　許さない。


　ぜったいそんなの許さない。


　誰にも内ない緒しよでこっそり友人たちを救い、その上すべての罪つみをかぶり、ごていねいに不ふ名めい誉よな汚お名めいまでたっぷり着き込こんで永久に退たい場じようしようとしているなんて。


　ぜったい許さない。


　そんなひどい勝ち逃げ、ぜったいぜったい許さない。





　ぼろぼろに泣きながら麗華は駆かける。


　親友だとか吹ふいておいて、真由を信じられなかった。


　その真由は、自分を犠ぎ牲せいにしてまで麗華を支えようとしてくれたのに。


　大おお馬ば鹿かだ。とてもじゃないが救いようがない。


　こんな自分は死ねばいいと思う。今すぐ死んでしまえと思う。


　でもまだ死ねない。


　真由に会わなければ。


　会ってどうする？


　決まってる。


　自分以上の大馬鹿者を、今まで以上に思いっきりぶん殴ってやる。





　麗華は駆ける。


　正直、一か八かだった。


　真由が去ってからすでにずいぶんな時間が経たっている。青息吐と息いきの虫の息であることも疑いようがなく、悪くすればもうこの世にいないかもしれない。そのくせどこに向かったかすらわからない。


　ターゲットは二ノ宮家の丘おかに絞しぼった。遠くまで行けるような身体からだではあるまい、という頼たよりない根こん拠きよにすがるしかなかった。


　それでもまだハードルは高い。広くもない丘とはいえ、しらみつぶしに探すには時間が掛かかりすぎる。もし真由がとっくに丘を下りてどこかへ向かっていれば、たぶんもう二度と生きたまま会うことは──


　いた。


　前方三十メートル先。木々の間に見え隠かくれしている、見間違えるはずもない背中。





　　　　＊





　月村真由がよろよろと林の中を歩み去っていく姿を、もうひとりの月村真由はやるせない気持ちで見つめている。


　なんでもない小石につまずく。


　よろめいて木の幹みきにぶつかる。


　ほんとうにもう、月村真由の身体は瀕ひん死し人のそれだった。見ていて痛々しいほどにぼろぼろ、まるで産さん卵らんを終えた鮭さけが白い腹はらを川かわ面もに浮かべているような、そんな有あり様さま。


　それでも月村真由は歩いている。


　もう進まなくていいのに。静かにじっと、その時を待ってもいいのに。


　何かから逃げ出すように、月村真由は歯を食いしばって、大好きだった場所、二ノ宮家のある丘を離れようとしている。


　もう長くはないことをどうしようもなく悟さとりながら、月村真由は思う。


　ほんとうに、これでよかったのだろうか、と。


　もっと他に選ぶべき道はなかったのか、と。


　けっきょく月村真由が選んだ道というのは、大切な人たちを騙だまし、悲しませるだけの結果になるのではないか、と。


　でも、もうひとりの月村真由の気持ちも、痛いほどわかるのだ。


　十年前のあの日、月村真由という少女を真っ二つに切り裂いたあの日のことを──すべての記憶を共きよう有ゆうした月村真由は、鮮せん明めいに思い返すことができる。


　ばたん！　と、その日も派は手でな音を立ててドアが開いた。


　そんな音を立てておんぼろアパートにやってくるのはひとりしかいない。


　月村真由は、偶ぐう然ぜんの神が仕組んだあまりに悪意ある運命を、心の底から呪のろったように思う。多た忙ぼうな麗華が時間をやりくりして訪問してくるのは、せいぜい数日に一度。それがなにもこんな時じゃなくてもいいではないか。


「桃ももを持ってきま──」


　いつものように元気の良すぎる声が、途と中ちゆうで凍こおった。


　桃が床ゆかにこぼれ落ちる音。


　目が合った。


　自分はその時、いったいどんな顔をしていたのだろう、と月村真由は思う。


　目を見開いていたのだろうか。


　それとも幽ゆう霊れいでも見たように青ざめていたのだろうか。


　あるいはそんな時ですら、自分の鉄てつ面めん皮ぴは不変さを保たもっていたのだろうか。


　わからない。真っ白になってしまった頭は、さすがにその瞬間の自分がどんな気持ちでいたかまでは、記憶を保存してくれなかったようである。


　ただ、その時の麗華がいったいどんなことになったのかは、ひとコマも欠けることなく、あたかも精せい密みつな画像記録装そう置ちのように、つぶさに憶おぼえている。


　声につづき、表情も固まった。


　いつものように自信に満ちた、半歩間違えれば単なる高こう慢まんちきになりかねない、しかし絶ぜつ妙みようのバランスで高貴さと上品さを両立させている稀け有うな美び貌ぼうが、血ちの気けをなくして紙のように白くなっていく。


　ひくっ、とくちびるの端はしが動いたのはきっと、笑おうと試こころみたのだろう。うそでしょう、冗じよう談だんでしょう、とでも笑い飛ばそうとしたのだろう。目の前にある現実を十分すぎるほど理解していたろうにもかかわらず。


　次の瞬間、真っ白だった顔が一気に紅こう潮ちようした。


　怒おこる、と思った。


　蒸じよう気きをまとった溶よう岩がんを吹き上げるように、天から突つき刺ささる雷らい霆ていのように怒ど気きを発し、嵐あらしの海のように荒あれ狂くるうのだと思って、月村真由は思わず身をすくめた。自分にはその怒いかりを納おさめる術すべはなく、抵てい抗こうする資格もなかった。ただぎゅっとまぶたを閉じ、怒りが収まるのを待つより他に術がなかった。


　…………その、はずだった。


「う」


　声。いや音。


「うえ」


　いつまでたっても嵐が吹き荒れぬことに不ふ審しんを覚え、月村真由はうっすら目を開けた。


　──麗華のきれいな顔が、ゆっくりとくしゃくしゃになっていくのが見えた。


　よろよろとへたり込み、おしりをぺたんと床にくっつけて、そして天を仰あおいで。


「うええ……うう……うわああああ……うえええええええええええええええええん！」


　泣き始めたのだ。


　あの、北条麗華が。


　誇ほこり高く、いつもまぶしく輝かがやき、太陽のように力強かった少女が。


　涙なみだも鼻水もぼろぼろとこぼして、わんわんと泣いていた。


　悔くやし泣きとか咽むせび泣きとか、そういう話ではない。血の涙を流すとか慟どう哭こくするとか、そいう次元ですらない。


　むしろ獣けものの咆ほう哮こうのような──ただただ本能の赴おもむくまま、まるで赤ん坊のように、身体と感情が命じるまま、堰せきを切ったように。


　あの、北条麗華が。


　勝気で負けず嫌ぎらいで、他人に弱みを決して見せようとしなかった、ましてや涙など一度も見せたことのなかったあの令れい嬢じようが──泣いて、いた。


　月村真由は、呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた。


　理解が、徐じよ々じよに身体の隅すみ々ずみまで、手足の指一本一本に至いたるまで、広がっていく。


　怒られるほうがましだった。


　殴なぐられるほうが、殺されるほうが、何倍も何億倍もましだった。


　月村真由は思い知った──自分はこの手で、大切な親友の心を壊こわしてしまったのだと。


　粉々に、二度と戻らないガラクタに、燃えカスに、消し炭ずみに、この手で無む残ざんに変えてしまったのだと。


　そしてまた自分と峻護と麗華、三人で築きずき上げてきたささやかな楽園をも、この手で無に帰してしまったのだと。





　……その時にはもう、月村真由は二ノ宮峻護のことが大好きだった。


　……その時にはもう、月村真由は神戎かむいとして覚かく醒せいしていた。


　……その時にはもう、二ノ宮峻護の命いのちは一刻を争うほど危険な状態だった。





　でも、そうなるに至いたった理由など無意味。


　結果と現実だけがすべて。


　月村真由は、もっともやってはならないことを、やってしまったのだ。


　そして月村真由は知った。


　北条麗華もまた、同じだったのだと。


　月村真由が北条麗華のことをそう思っていたように──北条麗華もまた、月村真由のことを、かけがえのない友だちだと思い、心の底から信じていてくれたのだと。


　そんな友だちを、自分は、もっとも手ひどいやり方で傷つけてしまったのだと。


　そう気づいた時、月村真由はもう『表』にはいなかった。


　入れ子構造のように『心の裏側』へ引きこもり、月村真由はまるで心のない人形のように外の世界の光景を眺めていた。いつまでもいつまでも泣き続ける親友の姿を、ただいつまでもいつまでも見つめ続けていたのだ……。





　──それが、事のすべて。


　そして十年の月日が経ち、月村真由はすべてに終しゆう止し符ふを打とうとしている。


　これでいい、のだろうか？


　これでいい、と思う。


　罪つみが償つぐなえたとは思えない。


　でも、これしかできることがなかった。


　月村真由にとって、彼女にとって精せい一いつ杯ぱいの答え。


　苦しみぬいた末、もがき抜いた末に出した答え。


　ならば、誰も認められない愚おろかな選せん択たくであっても、この自分だけは受け入れてあげよう、と月村真由は思う。


　だってそうしなければ、自分が認めてあげなければ、世界中の誰ひとりとして、もうひとりの月村真由を認めてあげられないではないか。自分──すなわちふたりめの月村真由に対してすら、とてつもない負おい目めを感じていたひとりめの月村真由のことを。


　そう。頑がん固こで偏へん屈くつで意い固こ地じで──そしてなにより不ぶ器き用ようだったひとりめの月村真由が、自分自身に望んだ姿。それがふたりめの月村真由だった。


　ひとりめの月村真由が『裏側』へ引っ込む代わりに恣し意い的に作り出した、いわば身み代がわりとしてのもうひとつの人格。それがこの、自分。


　誰にでも好かれるような、明るくて可愛かわいい女の子──けっきょくはそんな理想の姿から程ほど遠とおかった自分を詫わびたい気持ちはあるが、もはやそれも意味を成すまい。賢けん明めいとはいいがたいひとりめの行動についていろいろ言ってやりたい気持ちもあるが、やはり今となってはそれも無意味だ。


　そう、これでやっと楽になれた気がする。


　肩の荷を降ろすことができたように思う。


　できることはぜんぶやった、はずだ。麗華も峻護も、何も知らなくていい。ふたりがこのまま幸せになってくれることを、心の底から願う。月村真由という邪じや魔ま者ものがいたために、彼らの前ぜん途と洋よう々ようたる未来を十年にもわたって途と絶ぜつさせてしまったことを、心から詫びたい。


　でも、これで終わる。


　これでやっとすべてを終わらせることが──





「真あああああああああああああああ由ううううううううううううううううううッ！」





　　　　＊





　どこにそんな体力が残っていたのか、と自分でもおどろくほど馬鹿でかい声が出た。


　びくっと身を震ふるわせ、大馬鹿たれが振り返る。


　猛もう追ついしてくる鬼おにの形ぎよう相そうを見、目をまん丸に見開いて──


　ふたたび背を向けて一も二もなく逃にげ出した。


　これはもう、単なる動物的な心理だろう。


　追われているから逃げた。


　たぶん、それ以上の理由は何もない。


「ちょ、待ちなさいッ！」


　がたぴし悲鳴を上げる両りよう脚あしを叱しつ咤たして、駆ける速度をさらに速める。


「どうして逃げるのあなた!?　ちょっとお待ちなさいこらッ！」


「どうしてって、それはこちらのセリフです！」振り返りもせずに真由。「どうして追いかけてくるんですか!?　もう終わったんじゃないんですか!?」


「こンの抜ぬけ抜けと──このまま終われるわけないでしょうがあ！」


　それにしても月村真由、一体どこまで底なしなのか。麗華も全力で追っているつもりなのに、ほとんど差が縮まらない。ほんとうに死に掛けてるのかあの娘むすめは。


　舌した打うちしつつ駆ける。


　駆けながら絶ぜつ叫きようする。


「待ちなさいこの裏切り者！　あんたみたいな格好つけ、このわたくしが黙だまって見み逃のがすと思って!?　ふざけるんじゃないわよッ！」


「────！」


　そのひとことで真由はすべてを悟さとったようだった。


　脱だつ兎とのごとく逃げる背中がびくんと震え、そこへ突つき刺ささる麗華の追い討うち。


「なんなのよまったく、いい加減にしなさいよあなた！　いい子ぶって自じ己こ犠ぎ牲せい気取ってるつもり!?　冗じよう談だんじゃないわよ願い下げよ！　そんなんでこっちが喜ぶとでも思ってんのこの馬鹿！　阿あ呆ほたれ！」


「────ちがうッ！」


　今度は真由が吼ほえた。


「ちがう、ちがう、ちがう！　そんなんじゃない、そんないいものじゃない！　わたしは、あたしは知ってて裏切った！　麗華さんがどれだけ峻護くんを好きなのか知ってて、その上で裏切った！　だめだと思ってたのに、ずっと我が慢まんしてたのに！　だからあたしは自分を許せない！　ぜったいぜったい許せない！」


「でもあなたは気づいてたんでしょう!?　ネギ男が放ほうっておけば危なかったことを！　なにせあなたは腹立たしいほど頭が良くて、いつも冷静に周りをよく見ていましたからね！　わたくしがネギ男から大切なものを奪うばってしまったこと、ネギ男がどんどん死にかけていったこと──ぜんぶ気づいていたから！　わたくしがその事実を知ればどうなるかわかってて、ネギ男が助かる道はひとつしかないと知ってて、あなたは！」


「ちがう！　ちがうんです！　気づいていたけど、でもそれにかこつけてわたしは誘ゆう惑わくに負けたんです！　二ノ宮くんを助けるためでも麗華さんを傷きずつけないためでもない、わたしはただ、あたしのために──わたしはそんな自分をぜったい許せなくて、それで──」




[image: ]


「だったらそれでいいじゃないのよ！　それで何が悪いのよ!?」


　負けじと麗華も吼える。


　ぎゅっとまぶたを閉とじて首を持ち上げて。


　雲よ裂さけろ、天まで届けとでもいわんばかりに。


「そりゃ、つらいこともあるでしょうよ！　言いにくいことでしょうし、わたくしだってそんなこと聞いたら胸が張り裂けそうになるでしょうよ！　でもそんなことより何倍も何倍も！　何も話してくれないこと、何も話さないまま死んじゃうこと──そっちのほうがずっとずっとずっと悲しいに決まってるじゃない！　なんでそんなこともわからないのよこの馬鹿！　大馬鹿！　おたんこなす！　死んじゃえあんたなんか！」


「だ、だから、今そうしようとしてるんじゃないですかっ！」


「こっ──揚あげ足取りをして！」


　頭にきた。


　もう何も考えられない。


「待ちなさい！　いいから止まりなさい！」


「止まったらどうするんです!?」


「決まってるでしょ!?　ぶん殴ってやる！」


「……逃げます！」


「どうしてよ!?　どうせ格好つけて悲劇のヒロイン気取りで死ぬつもりだったんでしょ、だったら一発殴らせなさ──」


「真由ちゃん！　麗華ちゃん！」


　真由が逃げ去っていく前方。


　横合いの林から、二ノ宮峻護。





　　　　＊





　一か八かなのは峻護も同じだった。


　一いつ刻こくも早く真由を見つけ出さねばならない。でも麗華と同じ道をたどっては効こう率りつが悪い。反対側から丘を下り、裾すそ野のをぐるりと回ってもう一度上へ向かおうとして、やっぱりもう手て遅おくれなのかと絶望しかけたところに、ばったり出くわすことができたのだ。


　どうやらまだ、幸運の女め神がみに見捨てられたわけではないらしい。


「真由ちゃん！　麗華ちゃん！」


　追つい走そう劇げきをくり広げるふたりの少女の前に躍おどり出て、行く手をふさぐ。


「待ってくれ真由ちゃん！　話を──」


　そこまで言いかけて呆あつ気けに取られた。


　もはや半死半生のはずの真由が急ブレーキ、そのまますかさずＬ字ターン。横手の茂しげみの中へと姿すがたを消したのである。瞬まばたきひとつの間に。


「馬鹿ネギ男！　あんな絶好のタイミングで出てきてどうして捕つかまえられないのよ!?」


「ごめん！　まさかあんなに動けると思ってなくて！」


　追いついてきた麗華と並ならんで、茂みの中へ突っ込む。


　先を行く真由との差はまだそれほど離れていない。


「真由ちゃん！」


「待ちなさい真由！」


　そしてまた、走る。


　いったい今日はいつまで走りつづければいいんだろう、と頭の片かた隅すみでぼやきながら、それでも走る。


「麗華さんだけじゃなくて二ノ宮くんもおかしいです！」


　逃げる真由が悲鳴を上げる。


　困こん惑わくと、そして憤ふん慨がいの叫さけびだった。


「不合理、いえむしろ理り不ふ尽じんの領りよう域いきです！　どうして追いかけてくるんですか!?　意味がわかりません！」


「どうしてって──ほっとけるわけないだろ!?」


「ほっとくべきです！　だって今さらどうしようというんですか!?　十年前に犯してしまったことを今さら取り戻もどせない──あるいはもしあたしの延えん命めいを図ろうというつもりであれば、むしろこうやってわたしを走らせるべきではないでしょうに！」


「だから止まってくれって！　どうするかはそれから考え──」


「では言わせてもらいますが二ノ宮くん！　どうしてちゃんと言ってくれなかったんですかっ!?」


「えっ!?　何を!?」


「峻護くんの体調がどんどん悪くなっていったことを、です！　もっと早く言ってくれればもっと別の対たい処しよがあったかもしれないのに！　ごまかして、かくして、けっきょくどうにもならなくなって──わたしが非常手段をとったのも、ひとつにはそれがあったからです！　納なつ得とくいく説明を求めます！」


「うっ、それは──」


　口ごもり、ややあって、


「だって、格好悪いじゃないか。そんなことで助けを求めるみたいに……」


「はあっ!?」


　と、これはとなりを走る麗華。


「ちょっとネギ男！　いま本気でそんなたわごと口にしましたの!?」


「え、あ。うんまあ」


「こっ──真っ先に制せい裁さいを加えるべきは、どうやらあなただったようですわね!?」


　飛んできた平手をあわててよける。


　麗華はなおも本気の怒ど気きを両目にみなぎらせながら、


「あなたは昔っっっっからそういう男でしたわ！　へらへらしてて人当たりがいいからつい忘れがちになるけど、根はとんでもない見み栄えっ張ぱりで意い固こ地じの馬鹿──思い返せば最初に会ったころからそうでした！　あなたからもらったペンダントも、元はといえばあなたの見栄っ張りの産物でしたわね!?」


　面めん目ぼくない、としか言いようがない。


　でも体調不良を黙っていた一番の理由は、真由や麗華を初めとする周りの人たちに心配をかけたくなかったからなのだ。結果としてそれは間違った判断だったにしても。


　思う。


　人は、どうしてこんなに遠回りをしてしまう生き物なのだろう。


　もっと素す直なおになっていれば。


　もっと寛かん容ようであれば。


　もっとなんでも話せていたら。


　そうすれば、十年もの空白の時間を作らなくて済すんだかもしれないのに。


　人は生きていく上で、一体いくつの『もしも』を埋うもれさせてしまうのだろう。


「くそっ──！」


　己おのれを奮ふるい立たせるために、一いつ喝かつ。


　満まん身しん創そう痍いのずたぼろなのは今に始まったことではない。


　だが、まだまだ力が湧わいてくる。奥おくの奥から、今までどこかに隠れていた力が無限大に湧き出てくる。


　まだ、見込みはあるのだ。


　真由自身は気づいているだろうか？


　ひとりめの真由とふたりめの真由が今、徐々に交わり始めていることに。


　誰よりも近くで真由を見てきた峻護にはわかる。『峻護くん』と『二ノ宮くん』、そして『あたし』と『わたし』が混じっているという、それだけの理由ではない。


　確信する。


　今の真由はどちらでもなく、どちらでもある。


　……いや、それもちがう。より正確にはそうではない。


　おそらく麗華にも同じことが言えるのだろうが──ひとりめの真由とふたりめの真由、彼女たちは別々の存在だったのではない。ふたりでひとつ、どちらも月村真由。ずっと昔からずっとそうだったのだ。


　そしておそらくもっともつらい思いをしていたのは、ふたりめの真由。


　十年間も何も知らないまま、不自由な身体からだを抱かかえてずっと表おもてに出ていて、そして真っ先に存そん在ざいが危あやうくなったふたりめの真由。


　その真由が、戻もどってきつつある。


　表ひよう裏り一体、どちらか片方が消しよう滅めつしても月村真由という少女は存続しえないだろうが、ここへきて薄うすれていたはずの存在が蘇よみがえりつつあるのだ。こんな絶体絶命の時に至って。


　だったらまだいける。望みはある。


　必要なのは何だ？


　それはたったひとつ、二ノ宮峻護の覚かく悟ごだけ。


「くぅ──っ!?」


　苦しげなあえぎが漏もれる。


　麗華が遅おくれはじめた。目に見えて足がもつれ、どんどんうしろに下がっていく。


「先に行く！　麗華ちゃんはあとで！」


　言い置いて応こたえも待たず、さらにピッチを上げた。


　ここへきてまだこんな真ま似ねができる。エネルギーがみなぎりきっている。


　いける。


　駆ける。


　手を伸のばせばきっと届とどく背中を追って。彼にとって唯ゆい一いつのゴールを目指して。





　きっと、誰も悪くないのだ。


　少なくとも峻護は、真由が悪いとも麗華が悪いとも思わない。これっぽっちも思わない。


　悪いとしたら、ただひとり。


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんを重ねてきた、この自分自身だけ。





　追う。


　逃げる。


　だが差は縮まる。





　そうだ。


　とっくの昔からきっと気づいていた。


　ただ、それを認められなかっただけ。


　そこから目を逸そらしつづけ、逃げつづけていただけ。


　立ち止まって認めてしまえば、覚悟を決めてしまえばなんてことはなかった。


　こんなことのためにいったい今まで何を悩なやんできたのか、とバカらしくさえ思う。


　迷うことなんてない。


　自分に素直でさえあればいい。


　そして、自分がその選せん択たくに見合ったデカい男になればいい。


　なぜなら、答えはとっくの昔に決まっていたのだから。





　ぐらりと真由の上体が揺ゆれた。


　地に足が着かず、そのままコマ落ちの映像のようにゆっくりと倒たおれていく。





　ヒルダの話を信じていないわけではない。


　それとは真ま逆ぎやくに、彼女の仮か説せつはそのままイコール事実であろうと思う。


　であればこの十年間、峻護は真由のおかげで生きながらえてきたことになる。


　消しよう耗もうしつくしたはずの身体から限りなく力が湧わいてくる理由も、考えられるのはひとつだけ。





　崩くずれ落ちる真由の身体と地面の間に飛び込むようにして、抱だきとめる。


　目が合った。


　何か言いたげな目だった。


　知ったことではない。有う無むを言わせない。





　十年ぶりに、くちびるとくちびるが触ふれ合った。





「…………はうっ」


　焦しよう点てんの合わぬ瞳ひとみをさまよわせて、真由がその場にへたり込んだ。


　へなへなと崩れ落ちるところを支え、そっと手近な樹じゆ木もくの幹みきにもたせかけた時、


「────っ!?」


　声にならぬ声。


　悲鳴のような、あるいはつぶれた喉のどから音が漏れるような。


「────そ、そうですわよね」


　麗華。


　ようやく追いついてきた少女は、今しがた目の当たりにした光景を忘れようとでもいうように首を振り、しかし思いとどまって泣きそうな笑顔を作って、


「わかっては、いたつもりです。覚悟もできていましたわ。あなたが真由に惹ひかれていたこともよく知っています、だからわたくしは──えっ？」


　紡つむがれる言葉は中断を余よ儀ぎなくされた。


　他ならぬ峻護のくちびるによって。


「…………はうっ」


　口づけを受けて腰こしを抜ぬかす少女の像が、もうひとつ完成する。


　峻護もまた、今度こそ全身全ぜん霊れいを使い果たしたとでもいうように「……ぶはーっ！」と大きく息をつき、その場に座すわり込こんだ。


　疲ひ労ろうゆえの、あるいは状じよう況きようについていけないゆえの沈ちん黙もくが降りる。


「……どうやらうまくいったようだな」


　声。上から。


　おどろいて見上げれば、まったくいつの間にかそこにいた──手ごろな梢こずえに腰を下ろして三人を見下ろしている、ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタイン。


「どういうこと、ですか」


　熱に浮うかされたようにボーっとしたまま真由が問い返すのを、ヒルダは片手を上げて抑おさえて、


「休んでおけ、特に貴き様さまはな。さしあたり危き機きは脱だつしたようだが、まだどうなるかわからん。『神しん精せいの素もと』が戻ったとはいえ、神精がらみは未知数なことが多すぎる」


「『神精の素』が戻った？」


　と今度は麗華。


　こちらも頰ほおを染そめて酔よっ払ぱらったようにぽやーっとしながら、


「どういうことですの？」


「貴様、予よの話を聞いておらなんだのか？」


　鼻を鳴らして、


「まあよい説明してやる。『神精の素』はその資し格かくある者の間を行き来しうるものであり、その行き来は肉体的接せつ触しよくをもって行われる……この仮か説せつは覚えていような？」


「覚えていますわ」


「ならばこの十年間、峻護がいつどこで誰と接せつ吻ぷん行こう為いに及およんだか思い出してみるがいい。貴様の知りうる範はん囲いでかまわん」


「…………？」


「今の貴様はすべての記き憶おくを備そなえていよう？　ならば思い出せるはずだ」


　当然である。


　二ノ宮峻護との口づけ、そんな重要きわまる行為を忘れるわけがない。


　十年前、大切な約やく束そくを交わした時。


　次いで、南の島の夜の砂浜にて。


　そしてたった今。


　それと──先ほど、真由との決戦に及ぶ直前。


「ならばこれも思い出せレイカ。貴様はいつ、どのようなきっかけで、己おのれの変化を自覚したかを」


「わたくしの変化？」


「うむ。シュンゴとの口づけの前後、貴様の身体の中で何かしらの変調があったはず」


　ひとつめは言うまでもない。十年前の急きゆう激げきな『進化』だ。


　ふたつめは南の島の後。当時はさして意識することもなかったが、言われてみれば確かに、本来の自分らしくないことをいくつも犯おかしたように思う。変にぼんやりしていて仕事に身が入らなかったり、かと思えば発火したみたいな情じよう緒ちよ不安定に陥おちいったり。


　それに……そうだ、つい先ほどまで、自分は奇き妙みようなほどに調子の上がらない己を不ふ思し議ぎがっていたではないか。それは真由との決戦の直前、峻護と口づけを交わした直後からの話。


　そして今──先ほどまでの違い和わ感かんは、どこにもない。


「レイカよ。おそらくは今の貴様こそが、本来あるべきホウジョウレイカの姿すがただ。貴様だけではない、シュンゴもマユもな」


「…………？」





「『神精の素』が本来あるべきところにすべて収まった。つまりそういうことだ」





　そう断じて、金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみはくつくつと含ふくみ笑う。


「他ならぬシュンゴが自らの意思でそうした。惜おしいことよな、ほんのさっきまでのシュンゴは、マユとレイカの『神精の素』を内に秘めた、神精の完成形であったろうに」


「完成形、ですって？」


「その通り。大いなる力を秘めるとされた神精の正体とはつまり、そういうものなのだ。長年にわたって神精が現れなかった理由も納得がいく。複数の神戎の犠牲がない限り、神精とは成立せぬものであったろうからな」


　きょとん、とする麗華をおいて、ヒルダはつづける。


「おそらくは大昔に、誰かがその事実を永久に葬ほうむるべく試こころみたのだろう。その試みは成功し、そして今日まで神精は伝説上の存在でありつづけたわけだ」


「なるほど……」


　麗華は手を口もとにやり、検証する体勢。


「……神精を成立させるためにいけにえが必要とあれば、あるいはいけにえさえ用意できれば神精になれるとあれば、それも無理はありませんわね。どう転んでも血で血を洗う争いの元になるでしょうし」


「まあこのあたりは仮説の域いきを出ぬ。口づけさえすれば『神精の素』がひょいひょい出入りするというわけでもなかろうし、おそらく相応の条件がつくのだろう。リョウコやミキヒコあたりであれば『愛』こそが条件とでもほざくかもしれんが……ふむ、あながち外れておらんかもな」


　煙管キセルを取り出し、ゆっくり火をつけて、


「いずれにせよ、つい先ほどまでのシュンゴは神精たる条件を満たしていた。こやつはそれに気づいていたはずだが……惜しげもなくそれを放り捨てたというわけだ。おそらくは己の内に未知なる世界が広がるのを自覚していたろうし、あるいはその力でもって全神戎の、全人類の頂点に立ちえたかもしれんというのに。惜しいことだ。伝説の神精がいかばかりのものか、もう少し確かめてみたかった」


「……正直、上う手まくいくかどうかは賭かけでした」


　手足を投げ出して座り込んでいた峻護が、いまだに荒あらい息をつきながら言う。


「ちゃんと元に戻るかどうか、何の保ほ証しようもなかった。でもそれしか方法がなくて、他に何も思いつかなくて……やるしか、なかった。まったく、近ちか頃ごろはこんな賭けばっかりだ……」


「なるほど。そういうことでしたか」


　と、火ほ照てったほっぺたをぺしぺし叩たたきながら真由。


「そういうことだったら、『あの』二ノ宮くんがわたしにキスするのも至し極ごく当然のことです。正直に言えば少し……いいえ、だいぶ、かなり、ものすごくうれしかったんですけど。でもぬか喜びだったみたいですね、あはは……いえ、もともとあたしは大たい罪ざいある身だし、高望みしすぎというものですが。ああなに言ってるんだろわたし……」


「そ、そうね。そうですわよね」


　と、こちらも恥はじ入るようにもじもじしている麗華。


「べつに愛情の表現としてそのような行為に及んだわけではなく、あくまでもすべてをあるべき姿に戻し、平らかにするために、ということですわね……ふ、ふん。まあどうせそんなことだろうとは思ってましたわ。わたくしとて二ノ宮峻護にその手の期待など……」


「？　なに言ってるんだふたりとも」


　不思議そうな峻護の声。


「それはちがう。そんなつもりじゃないよ。すべてをあるべきところに戻す──それはもちろんとても大事なことだけど、そっちはむしろついでだ。目的を果たすためのキスじゃなくて、キスそれ自体が目的だった。勘かん違ちがいしないでくれ」


「…………え？」


「…………う？」


　意味がわからない、という顔をするふたりに構わず峻護は立ち上がった。


　そして真由の、麗華の手を取り、彼女たちも立ち上がらせて、





「好きだ、ふたりとも」





「真由ちゃん」


　ぐいっと目の前まで引き寄せて、


「君のことが好きだ。意地っ張りなところも、おそろしく頭のいいところも、意外と単たん純じゆんなところも、やたらとおっちょこちょいなところも。心配ばかりさせるところも、小動物っぽいところも、大きな目も、めちゃくちゃいいスタイルも、時々とんでもないお馬鹿なところも。うじうじと落ち込んでるところも、言いたいことがうまく言えないところも、無理して明るく振ふる舞まおうとするところも。静かな語り口も、あわあわしたしゃべりかたも。ぜんぶぜんぶぜんぶ好きだ。おれは君のことがとても愛いとおしい」


　ぼっ、と。


　真由の顔が真まっ赤かに燃もえ上がる。


「麗華ちゃん」


　ぐいっと目の前まで引き寄せて、


「おれは君のことが好きだ。ぜんぜん素す直なおじゃないところも、ひどくがんばり屋なところも、ほとんど何でも完かん璧ぺきにこなすくせに肝かん心じんなところでは不ぶ器き用ようなところも。真しん剣けんに思い悩なやんでいるところも、人の上に立って堂々と立ち回っているところも、がみがみ口うるさく説教してるところも。いつも輝かがやきを失わない高こう貴きさも、強気な瞳ひとみも、すらっとした細ほそ身みの身体つきも。生き真ま面じ目めなところも、融ゆう通ずうが利きかない性格も、どれもこれも文句なく最高だ。君のことを考えるだけで、おれはとても幸せな気持ちになる」


　ぼっ、と。


　麗華の顔が真っ赤に燃え上がる。


　真由も麗華も、さぞかしうれしかろう。


　待ちに待った言葉だ、と言っていい。


　だがしかし、である。


　他た愛わいもなく紅こう潮ちようしたふたりの顔には共通の表情。





　言いたいことはよくわかった。一字一句すべて大切に受け取った。とてもとてもとてもうれしい、このまま死んじゃってもいいくらいうれしい。


　でも。


　それで、どっちなの？




[image: ]





　……とでもいうような。


「いいか、よく聞いてくれ」


　伊だ達てでも酔すい狂きようでもない。洒落しやれでも冗じよう談だんでもない。


　峻護の目は、本気以外の何物でもない。


「月村真由」


「は、はい」


「北条麗華」


「な、なに？」


「お前たちはふたりとも、たった今からおれのものだ。拒きよ否ひは認めない」


「…………え？」


「…………う？」


　告白相手のきょとん顔に構わず、峻護は真剣そのものの目で、


「そのかわりおれはお前たちのためになんでもする。お前たちの望むものはなんでも叶かなえられるようにする。お前たちの欲ほしいものは何でも与あたえられる男になる。金でも名めい誉よでも愛情でも、なんでもだ。今はむりでも、将来は必ずそれができる男になる。おれは、君たちに見合った男に必ずなる」


「あの」真由が赤い顔のまま、「質問、いいですか？」


「どうぞ」


「わたしたちの望みは何でも叶えてくれると言いましたが……じゃあ、わたしと麗華さん、どちらかだけを好きになってもらう、というのは？」


「ごめん。たったひとつ、それだけは叶えられない」


　ぺこりと頭を下げる。


「でも例たとえば、おれとの結けつ婚こんを望んでいるというなら、それはだいじょうぶ。叶えられる。よろこんで叶える。そのつもりがあるなら今からでもすぐに動く」


「け、けっこん!?」


　悲鳴じみた声は麗華の口から。


「そ、そんな、けけけけけけっこんとか、そんな……あ、う、で、でもそんな無む茶ちやな、いえもちろんやぶさかではない提案でないわけではありませんが、そもそもどうやって結婚を？　あなたの口ぶりではわたくしと真由の両方と婚こん姻いんを結ぶことになるのではなくて？」


「もちろんそのつもりだ」


「それは重婚というのでは……？」


「だったら一いつ夫ぷ多た妻さい制の国に国こく籍せきを移す」


　あっけらかんと。


「そ、そんなことできるわけ──」


「できる！　できなくてもやる！」


　一いつ喝かつした。


　その迫はく力りよくに──というより、確信と自信に満ちた揺ゆるぎない態度に、ふたりの少女は口を閉とじざるを得ない。


「いいか、もう一度言うからよく聞け！　誰になんと言われようと関係ない、そんなの知ったこっちゃない！　おれはお前たちのことを愛している！　必ずふたりとも幸せにすると誓う！　だから四の五の言わずおれについてこい！」


「──よく言った」


　声。


　背後から。


「それでこそわが夫」


　そしてやわらかいくちびるの感かん触しよく。


「ちょ──!?」


「あああああああっ!?」


　ふたつの悲鳴。


　そして悲鳴すらあげられぬ峻護のくちびるは、金髪の姫君によってふさがれていて。


「その程度の甲か斐い性しようがなくては、このヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインが惚ほれこむに値あたいせぬ」


　峻護をたっぷり蹂じゆう躙りんしたくちびるがようやく離はなれて、


「ひと皮もふた皮もむけていい男になったなシュンゴ。予はうれしいぞ」


「……ちょ、な」


　思わずくちびるをぬぐいつつ、


「何なんですかヒルダさん!?　今のは──」


「何だとは何だ。貴様、よもや約束を忘れたわけではあるまいな？」


　峻護の首根っこにしがみつき、強制的に『お姫さまだっこ』を迫せまりながら、


「予はツキムラマユを初めとする貴様ら三人の問題を解決するため東とん奔ほん西せい走そうし、そして見事に一定の調和状態まで導みちびいたではないか。その対価として予はシュンゴを好きにしていい契けい約やくのはずである」


「そ、それはおれの意思じゃなくて姉さんの──」


「それに先日貴様はこう言ったではないか。『ぶっ飛ばしてやるから幸せになれ』と。あれは予に対する求婚と解かい釈しやくしてよかろうな？」


「ち、違」


「……峻護くん？」


「ネギ男……あなたそのような約束を？」


「いやちょっと待ったちがう！　それは誤ご解かいだ！」


「ふふ……予は契約を万ばん全ぜんに果たすため、これまでつまみ食いもずっとずっと我が慢まんしてきたのだ。ようやく面めん倒どうきわまる仕事を済ませた以上、この欲求不満は一いつ刻こくも早く解消されねばならん。今夜は寝ねかさぬぞ、シュンゴ」


「ちょ──むぐうっ!?」


　慌あわてふためいているところにふたたび不意打ち。


　今日いったい何度目になるのか──甘あまくてやわらかくて温かい感触。


　無論、二度までも不ふ埒らちを見み逃のがすような聖せい人じん君くん子しでは断じてない。真由も麗華も。


「こっ──どういうつもりですか!?」


「成敗してくれますわ！　そこに直りなさい！」


「ほう。予と殺やりあうつもりか？」


　犬歯を剝むいて、ヒルダは獰どう猛もうきわまる笑えみ。


　峻護からようやく離れて自分の足で立ち、


「よかろう。他ならぬ圧あつ倒とう的てき実力こそが予を正せい妻さいたらしめるのだ。ふたりまとめて掛かかってこい、格のちがいというものを教えてやる」


「望むところです！」


「真由、あなたは右から！　わたくしは左から！」


「了りよう解かいです麗華さん！」


「ちょ、ちょっと待った三人とも！　ケンカは──」


　とっくに火のついた女三人が、男の制止を聞くわけもなく。


　真由と麗華は挟はさみ撃うちの形でヒルダの両側面に回り込み、ヒルダは余よ裕ゆうの表情でそれを迎むかえ撃とうとして、


「むっ……？」


　突とつ如じよとして目もく標ひよう変へん更こう。


　真由と麗華の目指す先は恋こい敵がたきたる女ではなく、愛しい男の元で。


「ちょ──」


　たった今ずいぶん潔いさぎよいことを宣せん言げんしていた男にしては情けない体ていたらくであった。


　峻護、またしても不意打ち。


　一直線に飛び込んでくる少女ふたりを前にして、ただただ棒ぼう立だちするのみ。


「ぐはっ!?」


　そのままあえなく押おし倒たおされ、そして。


　いったい今日何度目になるのだろう──くちびるの感触が、ふたつ同時。


「ちょっと真由！　あなたどういうつもりですの!?」


「お互たがいさまです！　麗華さんだって、ヒルダさんのこと無む視しして真まっ直すぐ峻護くんのところへ行ったじゃないですか！　あたしをオトリにするつもりでしたね!?」


「ちょ、それはいいからとりあえずどいて──むぐ!?」


　いいかげんにしてくれ、と言いたい。


　またしても触ふれ合うくちびるとくちびる。


「馬鹿、やめんか貴様ら!?」


　めずらしくあわてた声を上げたのはヒルダだった。


「言ったであろう、神精のからみについてはまだ未解明のことが多すぎると！　それにどんな条件下において『神精の素』が移行するのかも定さだかでないのだぞ！　そのように接せつ吻ぷんを繰くり返せば何がどうなるか──」


　が、真由も麗華も聞いちゃいない。


　まるでわんこそばの早食い大会で椀わんの数を競きそうように、愛する男へ口づけの雨あられ。負けず嫌ぎらいの根こん性じようがむき出しである。より多くキスできたほうが勝ちだ、とでもいうように、まったく情け容よう赦しやがない。


「ええいふざけおって！　夫が陵りよう辱じよくされるのを黙だまって見ていては女がすたるわ！」


　激げき怒どしたヒルダが突とつ進しんしてくる。


　タガの外れたこの状況を収めてくれるのかと思いきや、


「むぐっ!?」


　だんだん数えるのも馬鹿らしくなってきた──今度は三人目の参戦者、ヒルダのくちびるの感触が。





　まずい、と本能がおののいた。


　今日はずっと働きづめである。本来ならもう指一本動かすのも不可能なほどにへたれ切っている。


　最後の起き爆ばく剤ざいとなっていた『神精の素』も、すでにあるべきところへ戻した。


　今の峻護を支えるものは、ほんとうになけなしの、最後の最後のひとかけらの気力だけ。


　そこへ、少女三人分の機き関かん銃じゆうみたいなキスの嵐あらしだ。


　おまけにただの少女たちではない。いずれも男性の精気を吸って生きる神戎サキユバスである。





　思う。


　精気を吸い尽くされて死ぬなんて前例がない、って誰かが言ってたけど。


　ひょっとするとおれはその最初の例になるんじゃないか、と。


　ああ、このままでは、このままではほんとうに──





　天地がぐるんとひっくり返った気がした。


　そして暗転。







　──長い長い夢ゆめをみていた気がする。





　それはこんな夢だった。


　峻護は誰だれかといっしょに追いかけっこをしていて。


　相手はまだ年とし端はもいかない女の子であり、峻護もまたチビすけのガキである。


　峻護は無む邪じや気きに笑っていて、女の子もまた屈くつ託たくなくはしゃいでいる。


　峻護は女の子に追いつく。


　つかまえたっ、と言って女の子の手首をつかむ。


　すると力の入れかたを誤ったものか、女の子は大きくバランスをくずしてしまう。


　とっさに手をひく。ふたりしてもつれあうように転がる。


　痛みにうめきつつ目をあけると、女の子が馬乗りになっている。


　そして女の子はこんなことを言ってくるのだ。


　ちゅーしてもいい？　と。


　峻護はひどく戸と惑まどい、でも女の子はそんな峻護に構わず迫せまってきて──





　……昔からずっと、何度も何度もそんな夢を見ていた気がする。


　いま峻護が見ている夢も、まさにそのお決まりの夢だ。


　女の子と追いかけっこをして、追いついて、勢いあまって倒れこんで、そして女の子が馬乗りになってキスを迫ってくる。


　ただ、これまでと違う点がふたつあった。


　ひとつめ。これまでノイズが掛かって誰なのかよくわからなかった女の子の顔が、はっきり見えるようになった。


　ふたつめ。かつてはひとりだったはずの女の子が、今はふたりになっている。


　月村真由と、北条麗華。


　少女たちはふたりがかりで峻護の上に乗り、そしてこれだけはいつもと変わらず、接吻行為をねだってくるのだ。


　……いや、もうひとつちがう点があった。


　峻護が求めに戸と惑まどわず、断ことわりもしないことである。


　むしろ快く求めに応じ、ふたりへ愛情を均きん等とうに注そそいだキスを捧ささげるのだ。





　そう、峻護の決意は変わらない。


　必ず彼女たちを、どちらも幸せにする。彼女たちが嫌いやだといってもきかない。なぜならふたりを幸せにできないことは、峻護にとってもっともっと嫌なことだからだ。


　だから彼は誓ちかいを新たにする。


　おれは、必ず、ふたりを、幸せに──





　　　　＊





　何かの気配を察知して、ゆっくりと峻護の意い識しきが覚かく醒せいする。


　まず目に入ったのはまばゆい光。


　鮮せん烈れつで、それでいて刺さすような激はげしさのない、やさしい光だ。


　どうやらその光が窓から差し込む朝日なのだと気づいた時、稼か動どうし始めた視し力りよくがべつの光景を捉とらえた。


　漆しつ喰くいで塗ぬり固めた、白くてシンプルな平面。


　ああ──と峻護は思う。自然に笑みがこぼれる。


　これはあれだ。ひどく見慣れた、それでいて懐なつかしい天てん井じよう。峻護がいつも寝起きしていた部屋の──二ノ宮家の、天井だ。


　そうか。おれは帰ってきたのか。


　この住み慣れた家に。我わが家やと呼べる、この世で唯ゆい一いつの場所に。


　……でも、おれは一体どうやって帰ってきたのだろう？


　確かおれは二ノ宮家を去らざるを得なくなって、その後は何日もの潜せん伏ぷく生活で、なぜそんなことになったかといえば二ノ宮家と北条家が抗こう争そう状態に入ったからで、真由ちゃんは去り、麗華ちゃんも実家に帰ってしまって、それでおれは元の通りの幸せな日々を取り戻もどすべく奮ふん闘とうして──


　完全に覚醒した。


　ぱちりと開く目、そして。


「あ」


「う」


　目の前に、文字通りの目と鼻の先に、ふたりの少女がいることに気づく。


　月村真由と北条麗華。


　目が合った。


　それはほんとうにほんとうに目と鼻の先であり、あと一センチも近寄ればお互たがい触ふれ合ってしまうほどの至し近きん距きよ離りであり、というか彼女たちのくちびるは峻護のほっぺたにくっつく寸前で、しかもそれがふたり同時とくれば偶ぐう然ぜんの産物であるはずもなく、


「ち、ちがいますのよこれは！」


　顔を真っ赤にして飛びのいたのは麗華のほうだった。


「これは別に、あなたが寝ている最中にこっそりキスしちゃえという浅ましい魂こん胆たんがあったわけではなく、あくまで治ち療りようの一いつ環かんとして試みようとしていたに過ぎませんわ。ほら、『眠れる森の美女』のエピソードを引き合いに出すまでもなく、口づけというものには何かしら神しん秘ぴ的てきな魔ま力りよくが秘められているものなのです。もちろんここで問題になるのは、誰があなたに対してそれを試みるかであり、協議の末わたくしと真由が同時に口づけを試みるという運びになり、それにしたって相手の寝ね込こみを襲おそうようでいかにも卑ひ劣れつだという意見は妥だ当とうであると言わざるを得ず、そこでくちびるではなくほっぺにキスするということで話がまとまったわけで、つまりわたくしたちは何も悪くないということなのです！」


「麗華さん」呆あきれ顔の真由。「墓ぼ穴けつという言葉の意味を教えてあげましょうか？　語るに落ちる、の意味でもいいですけど」


「なっ──ちょっとあなた、わたくしをコケにすると承しよう知ちいたしませんわよ!?」


「あの、ごめん。ちょっといいかな」


　ケンカが始まりそうなところへ、峻護が遠えん慮りよがちに、


「状じよう況きようを説明してもらえると助かるんだけど。おれ、けっこう長いこと寝てたっぽいよね？　その間に何があってどうなったんだ？」


「まあ……いろいろあったんです」


　売られたケンカを買いかけていた真由が、こほんと咳せき払ばらいして、


「でもぜんぶを説明するのは大変だし、百聞は一見にしかずといいますから。たぶん峻護くんの目で確かめたほうがいいと思います」


「そんなことよりネギ男！」


　麗華がびしっと指をさしてきて、


「ようやく目を覚ましたようだからここで言っておきます！　あなたは先日ずいぶんな宣せん言げんをしてくれましたわね、ふたりとも幸せにするだとかどちらとも結婚するだとか……でもわたくし、必ずしもあなたの要求を認めたわけではありません！」


「え？　ああ……」


「でもまあ念のため式場は押おさえておきましたわ！　とりあえず北条コンツェルン系列の式場を二年分！」


「麗華さん」と真由の白い目。「その発言はどうかと思いますよ？」


「に、二年では足りなかったかしら？」


「そういう意味じゃありません」


　はあ、とため息。


「すいません峻護くん。先日来、麗華さんはずっとこんな調子で。ぜんぜん自じ重ちようというものを知ってくれないんです。ある種のタガが外れてしまったみたいで」


「う、うるさいわねっ！　だって仕方ないでしょう！」


　もじもじとうつむき、麗華は小さな声で、


「だって、またこんなふうに……三人が、そろったのだから。またきっと昔みたいに、ううん、昔よりずっとずっと仲良くできるから。わたくしにとってはそれがいちばん大切なことで、それはすごくうれしいことで、大変なこともあると思うけど、でも、でも──」


「たぶん、たくさん問題もあるでしょう」


　言葉に詰つまってしまった麗華のあとを引き取って、


「一ひと筋すじ縄なわではいかないこと、乗り越こえなければならない壁かべ、その他いろいろ。でも、今はまだそのことはいいでしょう。まずは今やれることから」


　言って、真由はにこりと笑った。


　それこそ窓から差し込む朝日のような、やさしく輝く笑顔で。


「おかえりなさい二ノ宮くん。そしてありがとう。こうしてわたしたちがここにいられるのも、みんなあなたのおかげです」


　その笑顔で峻護は理解した。


　それは、十年前の真由には決して作れなかった笑顔だったから。


　自然に笑みがこぼれる。


　そうか、彼女はようやく、本来の自分に戻れたのだ。長い間ふたつに分かれていた己おのれを、ようやくひとつにできたのだ。


「と、ところでネギ男」


　麗華がこほんと咳払い。


「わたくしはあなたに対して大きな恩おん義ぎがありますが、それ以上に多大な債さい券けんをあなたに対して発行しているように思えます。今にしてみれば十年前の一件の元げん凶きようはわたくしにあるということで、それについては猛もう省せいも謝しや罪ざいも補ほ償しようもいくらでもするつもりですが……それにしてもわたくし、あなたの無自覚によって乙おと女め心ごころを傷きずつけられること再三でしたわ。今ここで、その負債の一部を取り立てたいと思う次し第だいです」


「……ええと、どういうこと？」


「つまりその……三日ぶりにあなたは目を覚まして、そしてあらためて十年間の空白を取り戻したわたくしとまみえたわけで……だったらたとえば、おはようのキスというものがあってもいいのではなくて？」


「麗華さん」


　またしても真由の白い目。


「最近ちょっと発情しすぎです。もう少し自重しましょうよ。峻護くんだって病やみ上がりなんですから、無理させちゃ悪いです」


「う、うるさいわねっ！　いいでしょちょっとぐらい！」


　真っ赤になってわめく麗華をみてきょとんとしていた峻護だが、ふたたびその顔に理解の色が広がった。


　つまりは彼女もまた、かつての麗華ではないのだ。


　峻護は知らず微笑ほほえむ。なるほど、『いろいろあった』という言葉の中身を、またひとつ確かめられた気がする。


「だいたい麗華さんはむっつり助すけ平べいなんですよ。昔からそうでした。自分は真ま面じ目めで品行方正だ、って顔しておいて、人一倍そちらの方面に興きよう味みがあるんだから。傍はたから見ていてむずがゆくて仕方ないので、より自重することを求めたいです」


「なっ──い、言いがかりは承知いたしませんわよッ!?」


「言いがかりじゃありません。いいかげん認めてください」


「ちがうちがうちがう！　そんなんじゃないわ！　断じてちがいます！」


「ちがいません。自覚してください」


「ちがうちがう！　噓うそですわそんなの！」


「何なら具体的な例を挙げますよ？　必要なだけ。わたしいろいろ知ってますから」


「た、例えば何を……？」


「そうですね。例えば十年前のある日、いつものように麗華さんがおんぼろアパートにやってきた時。あなたは峻護くんがバイトで出かけたのをいいことに、彼が使っていた布ふ団とんを──」


「ちょ、やめ！　そ、それだけは、それだけはああああああああああああああああ！」


　涙ぐんですがりつく麗華に、しかし容よう赦しやなく隠かくされた過去を暴あばこうとする真由。


　不毛な喜劇は当分つづきそうで、峻護はそっと部屋を出ることにした。ここにいても少女ふたりの喜劇を苦笑いで見守る以外にすることがない。


　今にして気づいたことだが、ひどく喉のどが渇かわいていた。長時間にわたって眠っていたのだから当然で、であれば何はなくとも喉の渇きを癒いやすべきであり、


「遅おそかったな。やっと起きてきたか」


　リビングに入ったところで声が掛かかった。


　右にギュンター・ローゼンハイム、左にシャルロッテ・ローゼンハイム。


　ふたりの燕えん尾び服ふくを侍はべらせて紅こう茶ちやを楽しんでいる金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみ──ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタイン。


「……なんとなく、居るような気はしてましたけど」


「当たり前だ。夫のそばに居おらぬ妻がどこにいる」


　峻護をちらりと一いち瞥べつし、ふむ、とうなずく。


「幸いながら『神精の素もと』は今、あるべきところに収まっているようだな。小こ娘むすめどもが無体を働いたゆえ、どうなることかと思ったが。やつらには口づけと性せい交こう渉しようを禁ずる旨むねを徹てつ底ていしておいたが、守っていような？」


「……ええ、まあ。たぶん」


「ならよい。神精がらみはまだ不明な点が多いことは先日話した通り。手を出さぬに越こしたことはない」


「…………」


「くく、不ふ審しんそうな面つら構がまえだな？」


　その通りである。


　この少女であれば己の欲求──峻護を夫として迎むかえること──を実現させるためなら何でもするだろう。もっとこう、いろいろがっついてくるものかと思ったのだが。


「あわてるナントカはもらいが少ない、と言うであろう？」


　ヒルダは峻護の心のうちを見み透すかしつつ、


「それにマユとレイカがどう考えているのかは知らんが、予が貴様の正せい妻さいの座ざにつくことはすでに確定している。たとえば、だ」


　ぺろりと下した唇くちびるをなめ、瞳ひとみを熱っぽく潤うるませながら、


「かつて貴様は、精気の補ほ給きゆうをせずとも生きていられる稀け有うな神戎だった。それはおそらく、貴様の身体の内に宿ったマユの『神精の素』による影えい響きようだったと推すい測そくされる」


「はあ、なるほど」


「ところが今や、『神精の素』はすべてあるべき場所に戻った。すなわちシュンゴよ、マユやレイカだけでなく、貴様もまたひとりの神戎に立ち戻ったわけだ」


「…………」


「神戎が精気を欲するは、吸きゆう血けつ鬼きが血を欲するも同じ。その本能的衝しよう動どうには決して抗あらがえぬ。そんな貴様がマユにもレイカにも手を出せぬとすれば……はて、貴様にとってもっとも手近な女は誰であろうな？」


　目を逸そらした。


　どうやらこの金髪の姫君は、ぜんぶお見通しのようである。


「それだけではない。実は他にも決定的な手を打ってある」


「決定的な手……？」


「ある古い知り合いをこの家に呼んだ。貴様もよく知る人物たちだ」


「おれがよく知っている？」


「将しようを射いるには馬から、と言うであろう？」


「……？」


「まあすぐにわかる」


　にやりと笑い、そしてついっと視し線せんを横にやって、


「それにしてもこの屋や敷しきは少々手て狭ぜまだな。近いうちに増ぞう改かい築ちくをほどこさねばならんか」


　と、庭のほうから何やら騒さわがしい気配がやってきたと思うや、


「あー疲つかれた疲れた。久ひさ々びさの朝あさ稽げい古こは応こたえるわね」


「うむ、しかしいい汗をかけたではないか涼子くん。これからは当分の間、なまった身体を鍛きたえ直さないとね」


「って、峻護がいるじゃない。やっと起きてきた？　遅かったわね」


「うむ、調子はどうかな峻護くん？　顔色はなかなかいいようだが」


　二ノ宮涼子に月村美樹彦、このふたりはいて当然である。


　峻護をおどろかせたのは、


「涼子も美樹彦もまだ甘あまいな。この分では私の優位も当分動くまい」


　彼らのあとに続いて現れた壮そう年ねんの男。


　北条義宣だった。


「……何をおどろく？」


　目を丸くする峻護へ、表情のとぼしい顔で、


「ここは私の妻の実家であり、娘の将来の夫の家でもある。私がここにいることに何ら不思議はあるまい」


「ああ……いえ。って、え？　実家？」


「わたしの上に姉がいてね」と涼子。「その姉の旦だん那ながそこの北条義宣。あんたには話してなかったけど」


「そ、そうなの……？」


「ふん。間抜け面づらだな」


　鼻で笑ったのはその義宣。


「いついかなる時に不意をつかれても、一人前の男であれば泰たい然ぜん自い若じやくとして不動であるべき。この程度の男に果たして麗華の夫が務つとまるものか、はなはだ疑問だ。やはり麗華には一度、本気で翻ほん意いを促うながす必要があるようだな」


「ちょっと。人の弟にいちゃもんつけないでくれる？」


　眉み間けんにしわを寄せて今度は涼子。


「やっと麗華ちゃんへの愛情を認められるようになったと思えば、今度は小うるさい小こ舅じゆうとみたいにネチネチと。ショボいったらないわ、愛情に気づいた途と端たんに手放すのが惜おしくなったってわけ？　はん、北条コンツェルンの総そう帥すいだとかご大たい層そうな肩書き持ってても、中身はしょせんこの程度ってことよね」


「なんだと……？」


「聞いたわよ、峻護とふたりきりで対面した時のあんたの態度。表向きはそこそこ平へい静せいを保ってたみたいだけど、どうせ内心では相当キョドってたんでしょ？　娘の恋のお相手にどんな態度を取っていいのかわからなくて。ぷぷ、意外とかわいいとこあるじゃない？」


「……よかろう。どうやら貴様は、今ここで決着をつけるのが望みのようだ」


「へえ、やる気ってわけ？　そっちがその気ならこっちも──」


「あれ？　二ノ宮くんじゃない」


　大人おとな気げなく火花を散らしあうふたりの間から、ひょいと顔を出した人物がいる。


「やっと起きてきたんだ？　いやー心配したよ、ひょっとしてぼくの殴なぐり方が悪かったんじゃないか、ってさ」


「保坂先せん輩ぱい!?」


　まさしく、峻護との激げき闘とうの跡あともまだ生々しい保坂光みつ流るであった。そのうしろには彼の相あい棒ぼう、霧きり島しましのぶの姿も。


「わたしも光流も、旦だん那なさまの許しを得て暇ひまをもらってな」


　水すい滴てきの浮いたティーポットを運びながら、しのぶ。


「で、再就職先としてこの家を選んだわけだ。住人も増えることだし、優ゆう秀しゆうな使用人が必要になるだろう？」


「さて、冷たいお茶なんか用意してきましたので」保坂はいつもと変わらぬにこにこ顔で、「みなさんよかったらどうぞ。朝食の準備もそろそろできますから」


　とその時、今度は玄げん関かんのほうから騒がしい気配が。


「こんちゃーっす、二ノ宮の見み舞まいに来ました──って、おお!?」


「このやろ、やっと起きてきやがったか二ノ宮！」


　吉田平介に井上太一が駆け寄ってきて、ぼかすかと頭を叩たたいてきて。


「おーっ、二ノ宮くん！　やーっと起きてきたかあ！　あたしゃうれしいよ！」


　さらには綾川日奈子が歯を見せて笑い、わき腹をぐりぐりやってきて。


「なんや、目ぇ覚ましたんかいな。そのまま死ぬまで寝とったらええのに」


「ちょっとたすくはん、縁起でもないこといいなや。……峻護さん、おはようございます。ようやく起きてこられましたね」


　さらには奥城たすく、奥城いろりまでも。


　さらにさらにどたばたとやってくる気配、


「ネギ男！　わたくしと真由が協議を重ねた結果、一日三回までならほっぺにキスしてもいいことになりましたわ！」


「わたしはぜんぜん納なつ得とくしてないんですけど……あれ、みなさんおそろいですね。おはようございます」


「おっと、意外に早くみんなそろっちゃったね。朝食の用意を急ごうか、しのぶ」


「ああそうだな。せっかくだし、朝から見舞いに来てくれた連中にもなにか振ふる舞まおう」


「むむっ、それは魅み力りよく的てきな提案！」日奈子が目を輝かせ、「あたしダイエット中で朝ごはん抜いてきたんだけど、そういうことならがっつり食べるしか！……あ、ところでシャルロッテ」


「お？　なんだ？」


「こないだ言ってた買い物だけど、ほら水着買いに行くやつ。あれ、今週末でいい？　クラスの子たちに話したらＯＫだってさ」


「ああ、それで構わねーぜ。あたしも近々お前らのクラスに編入するからな、あらかじめ面通ししておいたほうが何かとスムーズだし。ただしそこのふたり、ヨシダとイノウエは連れてくんなよ？　デートしろとか逢あい引びきしようとか結婚しようとか、うるさくてしつこくてしょうがない」


「おっと、そりゃないぜシャルロッテちゃん！」


「そうそう！　俺らの真しん剣けんな愛を、ぜひとも受け止めてくれ！」


「笑わせんじゃねーよ。お前らは入学直後の一週間でクラスの女子全員を口く説どいたお調子者で、しかもぜんぶ玉ぎよく砕さいしたらしいじゃねーか。おとといきやがれ」


「くっ……すでにそんな不利情報がリークされてたか！　さては綾川の仕し業わざだな！」


「吉田よ、ここはやっぱりアレしかねーな！」


「おうよ井上！……保坂先輩！　保坂せんぱーい！」


「うん？　なに、ぼくわりと忙いそがしいんだけど」


「先輩、そろそろ例の話、よろしくお願いしますよ」


「んん？　何の話かな？」


「とぼけてもらっちゃ困ります。俺らが身体を張って二ノ宮をヘルプした見返り……そろそろお願いしますよ。北条家のメイドさんを大量に紹しよう介かいしてくれるって約束でしたよね？」


「……おい光流。そんな約束してたのか？」


「あはは……うーん、まあ。ほら、なんといってもしのぶがいるからさ。元上司の頼たのみとあれば、メイドの十人や二十人、すぐに集まるでしょ？」


「知らん。自分でなんとかしろ」


「ええー、そんなあ」


「つーか、それ言うたら俺らもやで？　ちゃんと見返りは用意してくれてんねやろな、保坂はんよお？　せやなかったら、俺らもでかいリスク背負った甲か斐いがないってもんやで。なあいろり？」


「たすくさんの言うとおりです。わたし個こ人じんは峻護さんに恩返しできただけでも十分ですが、払はらうべきものは払ってもらわないと。独どく断だん専せん行こうを奥城の実家に伏ふせていてもらう──というだけでは、収支がとても合いませんので」


「あはは……いやあ困ったなあ。みんな、そんな怖こわい目で迫せまってこないでほしいなあ。……麗華お嬢じようさま、たとえ北条家を離はなれてもぼくとお嬢さまは主と従じゆう僕ぼくなわけで。そのよしみでちょっと助けてもらえませんか？」


「知りませんわ。いい気味ですからしばらくそうしてなさい。──そんなことよりネギ男！　さあ約束ですわ、一日三回のキスのうちの一回、今ここでなさい！」


「や、約束って……そんなのいつしたっけ？」


「男のくせに細かいことをうじうじと！　いいからさっさと──」


「麗華。人前ではしたないだろう。やめなさい」


「お、お父さま？　で、でもわたくし……」


「やめなさい」


「う……はい、わかりましたわ……」


「あらあら義に兄いさん、ずいぶん父親らしくなっちゃって。そんな仏ぶつ頂ちよう面づらで麗華ちゃんを叱しかり飛ばさなくてもいいじゃないの。そりゃま、愛まな娘むすめが目の前で他の男にすっかりめろめろになってるのを見せられちゃ、父親としては面おも白しろくもないか。くすくす……」


「……半人前が一丁前にひとをくさすな涼子。大きな口を叩きたいならせめて私に勝ってからするがいい」


「……へえ、年寄りがずいぶん言ってくれるじゃない？　やっぱり今すぐ決着をつけるべきかしらねえ？」


「まあまあふたりとも、血気に逸はやるのはよくないな。涼子くんも義宣氏もいい歳としなんだ、若わか手てに範はんを示せるようもっと大人の行動を──」


「あんたは黙ってて美樹彦」


「お前は黙っているがいい美樹彦」


「おやおや。正論は虐しいたげられ、暴論がまかり通る。これが十じゆつ氏し族ぞく筆頭、二ノ宮家と北条家の当主の振る舞いとはとても思えない。……ヒルデガルト殿下、彼らの後見人としてひとこと言ってやってはもらえませんか」


「やらせておけ。ようやく和解したところで、そやつらのケンカっ早ぱやさは死ぬまで変わらん。……ところでこれまであえて指し摘てきしてこなかったのだが、シュンゴとレイカにひとつ訊ききたい」


「はい？」


「なんですの？」


「予は近親婚など気にせぬが、貴様らもそうなのか？」


「……はい？」


「……なんですの？」


「シュンゴの姉がリョウコ。リョウコの姉たるアキホがヨシノブの妻。そしてアキホの娘がレイカ。つまりシュンゴとレイカは、叔お父じと姪めいの関係にあたるのではないか？」


「あ」


「あ」


「そのあたりはどうなのだ？　リョウコよ」


「ああだいじょうぶ。峻護って二ノ宮家の養よう子しですから」


「そうか。なら問題ないな」


「ちょ──そんな話初はつ耳みみだぞ姉さん!?」


「そりゃそうでしょ。初めて話すんだし」


「いやそんなあっさり言われても」


「つまり、わたくしとネギ男の間には何の障しよう害がいもないということですわ！　でしたら遠えん慮りよなく、今すぐここでキスを！」


「やめなさい麗華」


「はいお父さま……」


「では、わたしが」


「ちょ!?　今あなた何をしたのです真由!?」


「何って、キスですけど。峻護くんのほっぺたに。一日三回まではセーフ、そういう話でしたよね？」


「あなたさっきは納得してないとか言ってたくせに！」


「でも成立した話ですから。だったらやっておかないと損じゃないですか」


「こんの、キスできないわたくしの前で見せ付けるように……許せませんわ！　表に出なさい真由！」


「……何回やってもわたしに勝てないことを、この上まだ思い知りたいんですか？」


「その余よ裕ゆうかました顔が気に入らないというのです！　今日こそは思い知らせてやりますわ！」


「ちょっと待ったあ北条先輩！」


「タイマン勝負を始める前に、真由ちゃんにやってもらいたいことがあります！　なあ吉田!?」


「おうよ井上！　面めん倒どうごとを解決するためにひっそり身体からだを張ったにもかかわらず、いまだ何らの報ほう酬しゆうも得ていないこの俺、吉田平介と！」


「同じく井上太一が断だん固こ要求する！　今ここで、真由ちゃんにチューをして頂いただきたい！」


「え……わたしが？　なぜ？」


「だって、真由ちゃんだって俺らに恩おん義ぎがあるはずじゃん!?」


「そうだそうだ！　俺らが直接助けたのは二ノ宮だけど、それがめぐりめぐって真由ちゃんにも恩おん恵けいをもたらしたはずじゃん！　真由ちゃんが今ここでこうしていられるのは、俺たちのおかげでもあるわけじゃん！」


「そ、それはまあ……そうかもしれませんが……」


「だったらさあ！　今すぐ！」


「くちびるに、とは言わないから！　ほっぺたで構わないから！」


「二ノ宮にできるなら、俺らにもしてくれていいよね!?」


「さあ！」


「さあ今すぐ！」


「ちょ、ま、まって、それ以上近づかないで──はうっ」


「……へ？」


「……真由ちゃん？　なんでいきなり倒れて……」


「ちょ、ちょっと真由!?　どうしたのです、しっかりなさい！」


「うう……わたしの遺い骨こつはエーゲ海に流して……」


「意識をしっかり保たもちなさい！　わたくしのことがわかって!?」


「ああ……麗華さん。はい、だいじょうぶです。三さん途ずの川でちょっと水浴びを始めてた気がしますけど、だいじょうぶです」


「というかひょっとしてあなた今、男性恐きよう怖ふ症しようで倒れたんですの？　でも今さらどうしていきなり？　あなたの男性恐怖症は十年前の事件以降の話だとされていたのでは？　だったら今はもう問題ないはず……」


「いえ、ちがうんです。いま思い出しました。わたし、十年よりもっと前から男の人が苦手だったんです。確かによりひどくなったのは十年前からですけど……兄さんと峻護くん以外は、最初からぜんぜんダメでした」


「へっ？　そうなんですの？」


「はい。それでわたし、どうすれば男の人がたくさんいるこの世界で上う手まくやっていけるかって考えて、それで選んだ方法が、無口で無表情で無ぶ愛あい想そうになることだったんです。だって、普ふ通つうにしていると挙きよ動どう不ふ審しんになっちゃうし……そしたら今度はそっちが板についてきて、すっかり地の性格になっていって……そんなこと、今の今まで自分でも忘れてました。三途の川を渡りかけたことで思い出したのかも」


「忘れてたって、そんな大事なこと……でもそういえば確かにあなた、ネギ男以外の異性がそばにいる時はずいぶんと表情が固かったように思えますわね、十年前も」


「あらかじめ心の準備をしておけばまだしも、今みたいに突とつ然ぜん来られると……」


「そうだったのか！」


「すまなかった真由ちゃん、俺たちが不用意だったばかりに！　しっかりしてくれ！」


「ちょ、馬鹿、今の話を聞いてなかったんですの!?　そんな風に抱だき起こしたら──」


「……はうっ」


「ああっ!?　真由がまた三途の川を渡り始めて!?」


「……ばたん」


「……きゅう」


「でもってついでにバカふたりもぶっ倒れましたわ！　というかどうしてこのふたりまで……あっ!?　ひょっとして真由、あなた強力な精気吸引能力もまったく治ってないということですの!?　ちょっと真由！　しっかりなさい！」





　　　　＊





　喧けん々けん諤がく々がくたる大おお騒さわぎが巻き起こりつつある、二ノ宮家の丘。


　スロープを登りきり、屋や敷しきの全景が一望できるところまで開けた位置に、ふたりの男女が立っている。


　ひとりは、すらりと背せ筋すじの伸のびた長身に、つばの広い麦わら帽ぼう子しをかぶった老ろう紳しん士し。


　もうひとりは、小さな頭に白い羽はね飾かざりの帽子を載のせた、ひどく若わか作づくりな女性である。


「なつかしいな。ほとんど変わってはいないか」


「ええ。そうですわね」


「しばらく来ないうちにずいぶん賑にぎやかになっているようだ」


「ええ。楽しくなりそうですわね、あなた」


　麦わら帽子をかぶり直し、老紳士は玄関に向かって歩き出す。


　女性は老紳士の半歩後ろから、しゃなりしゃなりと美しい歩き様でついていく。





　　　　＊





　大騒ぎが始まった。





　本来あるべき姿を取り戻したものの男性恐怖症がまるで治っていなかった真由は、うつろな表情で『骨はエーゲ海に』と繰くり返し呟つぶやいている。一方の麗華は『死んではダメですわ！』と親友を搔かき抱いだき、大げさなくらいわんわん泣いている。大の字に伸のびている吉田と井上に同情する気がさして起こらないのは当然にしても、真由も麗華も先日来、どこかネジが弛ゆるんでしまったのではあるまいか。真由がさして重じゆう症しようでもないのは傍はたから見ても明らかで、そこまで大騒ぎするほどではないはずだが……なんだかふたりとも十年前よりさらに子供の頃ころに戻ってしまったみたいで、あのふたりに愛の告白をしてしまった判断はちょっと早まったのではないかという気がしないでもなくはないというかなんというか。





　目を転じれば、こちらでは涼子と義宣がツノをつき合わせている。


　どちらも本来的には冷静な判断の下せる大人なはずなのに、このふたりが組み合わさった時に限って妙みように沸ふつ点てんが低くなるようである。歳を食っている上に権けん力りよくもたっぷり有している者同士だけに始末が悪い。おっ始まれば最悪の場合は国内すべてを巻き込む争いに、下手をすれば世界全土に飛び火する大戦争になるだろうに、当人たちはお構いなしである。確かく執しつを経へてやっと手を握にぎり合ったところで、相あい性しようの悪さだけはどうにもならないのだろう。峻護よりもそのあたりをよく知っているはずの美樹彦は、苦く笑しようしつつ状じよう況きようを見守り、いつどこで仲ちゆう介かいに入るべきかタイミングを計はかっているようだ。





　さらに視線を移せば、保坂が吊つるし上げを食らっていた。


　比ひ喩ゆ表現ではなく、ほんとうにぐるぐる巻きにされて天てん井じようの梁はりに吊り下げられており、哀あわれっぽい命いのち乞ごいの言葉をならべている。彼を刑けいに処しよしているのは奥城いろりと奥城たすく。彼らはスポンサーに債務不ふ履り行こうの烙らく印いんを押したようで、いろりの瞳ひとみには静かな、たすくの瞳には激しい炎ほのおがそれぞれ燃え上がっていた。『全ぜん裸らで町内一周の刑ですね』『いや、電マの刑が先や』などと不ふ穏おん当とうな発言がぽんぽん飛び出ている。保坂の横死は時間の問題かと思われたが、しかし相棒たる霧島しのぶは見向きもせず、朝食の準備に奔ほん走そう中。





　一方のヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインは涼すずしい顔だった。


　喧けん騒そうの中でも悠ゆう々ゆうたる態度を崩くずさず、背後に控ひかえているギュンターに今年の茶葉の出来栄えに関する話題を振っている。ギュンターもまた主に似てマイペースであり、柔にゆう和わな微び笑しようでそつなく受け答えしているようだ。もうひとりの執しつ事じたるシャルロッテは、主の許しを得てしばしの休きゆう憩けいをもらい、新たにできた友人──綾川日奈子との歓かん談だんに興じている。なかなか話が弾はずんでいるようで、むろんいずれも周囲の騒動に関かん与よする気はないらしい。





　おかしいなあ、と思う。


　まったくもって妙な話だ。


　ここしばらくの峻護は、厄やつ介かいごとを一いつ掃そうするために奮ふん闘とうしていたはずである。なのに、終わってみれば厄介ごとは前よりはるかに多くなった気がする。


　なのにどうしてだろう。


　今の峻護の口もとには、抑おさえきれぬ笑えみが浮うかんでいる。


　なんだかひどく、楽しい。


　楽しくて楽しくて仕方ないのだ。今まさに目の前でも大量の厄介ごとが発生しているにもかかわらず。この先もたぶん、ずっとこんな厄介ごとがつづくであろうにもかかわらず。


　そう。これからもきっと、こんなことはずっとつづく。


　でも、少なくともひとつだけは確かなことがある。


　それはこの先、二ノ宮峻護が人生に飽あきることは決してない、ということ。


　生きている限り、二ノ宮峻護の人生はあっぷあっぷのいっぱいいっぱいに違いないのだ。





　いいだろう。


　だったらやってやる。


　この奇き妙みような人生、とことんまで付き合ってやろうじゃないか。





　──笑みが満面のそれに変わり、大騒ぎはいよいよ収拾がつかないまでに広がって。


　そうして峻護は。


　リビングのあちこちで好き勝手にやりあっている人たちへ一いつ喝かつしてやるべく。


　ありったけの想おもいをこめ、大きく息を吸い込んだ。
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　あとがき







作さく者しや「…………」


真ま由ゆ「…………」


麗れい華か「…………」


作者「…………」


真由「あの、作者さん？　あとがき始まってますよ？」


麗華「真由。そっとしておきなさい」


真由「でも麗華さん、作者さんがあとがきの司会進行をしてくれないと、あたしたちだけじゃどうやって進めたらいいか……それにこの本って、曲がりなりにも四年間つづいたシリーズの最終巻ですよ？　それは確かに、まだ短編集の最終巻が残ってはいますが……そんな大事な本だからこそ、作者さん自身にしっかり締しめて頂かないと」


麗華「正しい主張ですが、でも考えてごらんなさい。長年にわたったシリーズを四苦八苦して締めた今この時であるからこそ、この男も燃え尽つきて灰になっているのだと」


真由「灰、ですか。やっぱり」


麗華「真っ白ですわね。まあ無理もありませんわ。四年といえば、高校を卒業したての大学生がいっぱしの社会人となって巣立つに十分な時間。粗そ雑ざつなこの男でも、心のうちに去来する想いがいろいろあるでしょう」


真由「じゃ、やっぱりそっとしておくということで」


麗華「賢けん明めいですわね。この男も当初はまさか、こんなに長いことひとつのシリーズを書きつづけるなんて思ってもいなかったでしょうし。なにしろ一年に一本の長編を書き上げるだけでもヒィヒィ言っていた男ですからね」


真由「短編も、デビューするまで書いたことなかったとか言ってましたよね。それがいきなり『ドラゴンマガジン』の連れん載さいに抜ばつ擢てきされて、『むり！　毎月短編書くとかぜったいむり！』って泣きを入れてたみたいですよ？　初しよ代だいの担当さんに」


麗華「ま、グータラでロクデナシなこの男にしてはよくやった、と褒ほめておきましょう。混迷しまくって『ちゃんとまとまるのか!?』と心配されてたシリーズを、曲がりなりにもきっちり締めたのだし」


真由「あたしもいろいろ作者さんに言いたいことはあったんですけど……ああいうラストなら、あたしは納なつ得とくです。あたしたちにひどいことばかりしてる作者さんですけど、今回ばかりは褒めてあげてもいいんじゃないでしょうか」


麗華「ですわね。長編最終巻ということですし、たまには何か作者にご褒ほう美びでもあげようかしら。わたくしと真由のふたりで、あの男が喜びそうなものを」


真由「うーん、それはどうでしょう？　そんなことしたらあの作者さんのことですから、浮うかれまくった上に調子に乗りまくって付け上がりまくってしまうと思うんですけど」


麗華「それもそうですわね。今でこそ灰になってるから大人しいものですけど、復活すればうっとうしいほど騒さわがしくて傲ごう慢まんで手に負えない男に戻もどるでしょうから。しばらくはこのまま真っ白でいてもらおうかしらね」


真由「賢明だと思います。よくよく考えれば、作者さんに司会進行を任まかせなくてよかった気がしてきました。任せたら任せたで、どうせ現在準備中の新シリーズの宣伝に終始するに決まってます。それもさぞかし声こわ高だかに、騒そう々ぞうしく」


麗華「同意です。そうなれば、わたくしたちのことやシリーズを終えた感かん傷しようなどは、完全にほったらかしでしょうね。しんみりと心ここ地ちよい雰ふん囲い気きも台無しですわ」


真由「今はただ、長かったような短かったような四年間を、静かに振ふり返りたい気分ですですよね」


麗華「では、読者の皆みなさまがたにお礼だけ」


真由「はい麗華さん。……ええと読者の皆さま、長きにわたったシリーズに最後までお付き合い頂き、ほんとうにありがとうございました」


麗華「使い物にならない作者に代わって、謹つつしんで御おん礼れい申し上げますわ。ほんとうにありがとう、深く深く感謝いたします」


真由「『二ノ宮くん』シリーズはもう少しだけつづきます。来年の早い時期に短編集が出版される予定ですので、どうぞよろしくお願いします」


麗華「同じく来年の早いうちに、『二ノ宮くん』とは別の新シリーズをスタートさせるつもりのようです。やる気も自信も満々なネタだそうですし、ぜひそちらもお手に取っていただければ幸いです。アホな作者ではありますが、新シリーズでもきっちり魅みせてくれるものと思いますわ」


真由「それでは今回はこのあたりで」


麗華「次作『おあいにくさま二ノ宮くん７』にて、もう一度お目にかかれることを心待ちにしております」


真由「それまで皆さまごきげんよう。再見ツアイツエン！」





＊深々とお辞じ儀ぎをするふたりに合わせ、静かに舞ぶ台たいの幕が下りる。
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ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん10





鈴すず木き大だい輔すけ
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